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２０２２年３月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１４日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１５人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、ＮＨＫスペシャル「攻撃は止められるのか～最新報告 ロシア軍事

侵攻～」と放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、４月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

   委 員      秋田 正紀（株式会社松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

磯崎 功典（キリンホールディングス株式会社代表取締役社長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

馬場 利彦（全国農業協同組合中央会専務理事） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

 
 

（主な発言） 

 

＜ＮＨＫスペシャル「攻撃は止められるのか～最新報告 ロシア軍事侵攻～」 

（総合 ３月６日(日)放送）について＞ 

 

○  ロシアのウクライナ侵攻に、世界中の人たちが心を痛めていると思う。暇さえあ

ればウクライナ関連のニュースを見ているが、インターネット上に多くの動画が

アップされ、衆人監視とも言える状況になっていることが大きな特徴であると考え

ている。軍に関する偽りの情報を拡散した場合、最長１５年の懲役刑を科す法律に
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プーチン大統領が署名したとのニュースがあり、各国の主要なメディアが現地での

活動を一時的に停止したとのことだが、ＮＨＫの取材方針や対応はどのようになっ

ているのか。また、取材をする職員の安全と報道の使命についてどのように考えて

いるのか知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ロシア国内ではＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの放送が停止

している状況だが、インターネットでは現時点で、ロシア国

内でも見ることができる。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのイン

ターネットサービスでは、ＡＩの自動翻訳機能を活用し、ウ

クライナ語字幕の提供も開始した。ロシアのウクライナ侵攻

については、フェイクも含めてさまざまな情報があふれてい

る。公共メディアのＮＨＫに求められていることは、正確か

つ信頼できる情報を多角的に伝えることだ。この前提に立っ

たうえで職員やスタッフの安全を第一に考え、機動的に取材

をし、信頼できる情報を伝えるというのがＮＨＫの基本方針

だ。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ロシア国内での取材態勢については、プーチン大統領が言

論統制を強化する法律の改正案に署名したことを受け、ロシ

ア当局の動向など、最新の情報を収集しながら慎重に対応を

検討している。いずれにしても、職員やスタッフの安全を最

優先に対応している。現地での取材に加えて、国内からも日

本に留学経験のある人など、ウクライナ在住の方々にリモー

トでインタビューを実施し、ニュース番組などで伝えている。

ウクライナ情勢については、本部や海外総支局はもちろん、

地域放送局も各地のウクライナ関係者に取材をするなど、Ｎ

ＨＫとして総力を挙げて伝えていく。 

 

○  ウクライナ情勢に関する報道等について、ＮＨＫの対応を評価している。海外向

けの国際番組に、ウクライナ語の字幕を機敏に付けたことがよい。日本がどのよう

な報道をし、政府がどのような対応をしているのかについて、海外に向けて発信す

ることは重要だ。その際に、ウクライナ語の字幕を付けることはとても意義がある

と考えている。「国際報道２０２２」などのニュース番組を、放送波を越えて臨機

応変に編成していることもすばらしい。また、各国はインターネットを用いてさま
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ざまな情報戦を仕掛けていて、報道機関は誤った情報を伝えてしまうリスクがかな

り高い状況だ。その中で、ＮＨＫは適切に取捨選択をして、しっかりとした情報を

伝えていてとてもよい。今後も丁寧な報道を続けてほしい。 

 

○  この番組を見て、日本がロシアの軍事侵攻に対してできることはほぼないのでは

ないかと感じた。ＮＨＫをはじめとするメディアには、何でもウクライナは善、ロ

シアは悪という構図を当てはめる極端な伝え方はしないでほしい。みずからを善な

りとしてロシアに関係するものを何でもたたく人が増えているのは、極めて好まし

くない状態だと感じている。また、現地の悲惨な状況とともに、救われた人たちの

安どの様子などもしっかりと伝えてほしい。悲惨な情報ばかりに触れているとスト

レスが高まり、人々は無意識にそのような情報を避け、結果的にウクライナ情勢に

対する関心が薄れてしまうと感じている。戦争状態は外交と政治の敗北だと思うが、

何が間違いだったのか検証して伝えることも重要だ。ＮＨＫにもゴルバチョフ氏の

肉声など過去の映像資産が残されていると思うので、それらもしっかりと活用して

多角的に伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  悲惨な映像や情報が連日伝えられ、ストレスを感じている

視聴者も多いと思う。救われた人々の安どの声も、ニュース

や番組で伝えていきたい。 

 

○  ２月２７日(日)のＮＨＫスペシャル「緊迫ウクライナ～瀬戸際の国際秩序～」も

見たが、３月６日(日)の「攻撃は止められるのか～最新報告 ロシア軍事侵攻～」

を見て、この１週間で事態が急変したことがよく伝わってきた。２７日(日)の放送

では、ロシアの軍事侵攻の背景について理解を深めることができた。ＳＮＳなどが

普及したことで、市民が撮影したリアルな映像を見る機会が増え、戦争の悲惨さが

より伝わってくるようになったと感じている。２週連続で同じ出演者が解説をして

いたことで、状況の変化がとても分かりやすく、参考になった。ロシアでは国営放

送が政府のプロパガンダにくみし、ロシア国民の戦意高揚をあおっていると聞いて

いる。日本でも新型コロナウイルスに関して危機感をあおりすぎているような番組

があると感じているので、マスコミには常に冷静に真実を伝えてほしいと思う。こ

の事態が一刻も早く解決するよう、引き続きしっかりと報道してほしい。 

 

○  成熟した近代国家間においても、信じられないような事態が起きることを再認識

させられた。悲惨な現状を伝えるだけではなく、さまざまな分野の専門家が解説す

る内容でとても分かりやすかった。この問題を解決する特効薬はないと専門家たち
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は言っていたが、ＮＨＫには私たちが生活する中でどのような行動すればよいのか

を考え、判断するよりどころとなるような、客観的かつ正確な情報を発信してほし

い。 

 

○  最新の情報を専門家の解説とともに伝えていてとても分かりやすかった。スタジ

オパートでは、画面の中央にウクライナの地図が表示されていたが、地理的なイ

メージがつかない人が多いと思うのでよい工夫だと感じた。近隣諸国の位置関係に

ついても解説があり、丁寧な番組作りだと感じた。スタジオにモニターがあること

で、出演者が話をしているときにも、さまざまな映像が背景に映し出されていた。

情報が豊富になるよい工夫だと感じた。引き続き、視聴者の理解が深まる分かりや

すい放送を心がけてほしい。ＳＮＳなどを通してさまざまな情報が入ってくるが、

ＮＨＫには信頼できる情報をしっかりと伝えてほしいと思う。また、取材をする際

は人命を最優先にお願いしたい。この状況に対して、私たちは何ができるのかにつ

いて考える番組も期待したい。 

 

○  番組に出演する専門家の役割は、多くの視聴者が気付かない視点でさまざまなこ

とを解説し、視聴者に新たな視点を与えることだと考えている。同時に、しっかり

とした根拠に基づいた情報を伝えることが重要だ。その意味で、この番組の出演者

の選出はバランスがよかったと思う。専門家は口々に、現実にウクライナで起きて

いることに無力さを感じていると語っていた。専門家が自分たちの無力さを示して

いたからこそ、現在の状況がいかに恐ろしいものであるかを感じた人が多かったの

ではないか。演出や意図はなかったと思うが、身に迫るものがあった。１週間前に

放送された「ＮＨＫスペシャル」と同じ専門家が解説をしていたが、多様な専門家

が出演するのもよいと思う。番組の最後に、ソーシャルメディアがポジティブな役

割を果たしているという専門家のコメントがあったが、現状を的確に捉えた発言で

よかった。 

 

○  ２１世紀は大規模な戦争は起こらないと考えていたが、現状からは歴史は繰り返

すものであることを改めて感じている。子どもたちがテレビを見ている時間帯で

あっても、遺体の映像も含めて悲惨な現実をしっかりと伝えていたことを評価した

い。視聴者からはさまざまな意見があったと思うが、かなりの覚悟を持って放送し

たと感じた。日本の安全保障や経済にもさまざまな影響が出ることが考えられるが、

国際秩序を保つために、日本や私たちが何をすべきか考えさせられる番組だった。

２週にわたり、同じ専門家をゲストに招いたことがよかった。この戦争がいつまで

続くのかが最大の関心事項だが、２月２７日(日)の「ＮＨＫスペシャル」と比較す

ると、専門家の表情や口調はかなり厳しいものになっていて、事態が深刻であるこ
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とをひしひしと感じた。番組の最後に「強大な権力者にあらがうロシアの人々とも

連帯していかなければならない」という趣旨のコメントがあったが、あいまいで具

体性がないと感じた。もう少し踏み込んだ提言をすべきだったのではないか。ＳＮ

Ｓの力は大きく、この番組でもＳＮＳなどにアップされた現地の映像が数多く紹介

されていた。全体としてロシアの軍事侵攻の詳細を伝える番組として高く評価した

い。 

 

○  ２月２７日(日)のＮＨＫスペシャル「緊迫ウクライナ～瀬戸際の国際秩序～」も

見た。世界秩序が危機的な状況にあることを突きつけられる番組だった。３月６日

(日)の「ＮＨＫスペシャル」は同じ専門家が出演して解説をしていたが、事態が極

めて深刻であることがよく伝わってきた。「攻撃は止められるのか」というタイト

ルだが、現状止める方策は見いだせず、ウクライナの人たちはさらなる悲劇に見舞

われ争いも長期化する見通しだということに、いたたまれない気持ちになった。ロ

シア国内の様子もよく取材されていた。ロシア国内でも抗議活動が行われていると

のことだが、ロシアの軍事侵攻を止められるのは、ロシア国民しかいないことが示

唆されているように感じた。ロシアの国民に客観的な情報を伝えるすべはないのか

と感じた。 

 

○  とても興味深く、意義のある番組だった。ただ、民放で見たような映像が多く使

われていて、全体的に既視感を覚えた。出演している専門家も民放で見かけた方ば

かりで、新しい視点や示唆はあまり得られなかったように思う。ウクライナ関連の

ニュースがあふれているが、プーチン大統領の側近の話を伝えるニュースや、ソ連

時代の歴史を掘り下げるような番組はあまり放送されていないので、そのような情

報も伝えてほしかった。ＳＮＳなどを見ると、日本人として何ができるのか悩んで

いる人がとても多い。ウクライナの人たちを支援する方法などを番組の最後に伝え

るとよかったのではないか。ウクライナ報道をきっかけに、動画投稿サイトのＮＨ

Ｋ公式チャンネルにニュース番組のクリップが頻繁にアップされるようになった

と感じている。内容はとても充実しているのに、あまり再生されていないのがとて

も残念だ。サムネイルにこだわるなど、ユーザーがクリックしたいと思わせる工夫

をしてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  私たち日本の市民がどのような行動ができるのかについて

は、駐日ウクライナ大使館を訪れて寄付をした方々のニュー

スを伝えたほか、「ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢ」の「ウクライ

ナへの寄付、どうすればいいの？」という記事で、ＵＮＨＣ
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Ｒ（国連難民高等弁務官事務所）や日本ユニセフ協会への寄

付の方法などを掲載していて、多くのアクセスを集めている。 

 

○  番組構成や出演していた専門家の選定がよく、しっかりとした取材が尽くされた

すばらしい内容だったと思う。一方で、状況は刻々と変化しており、番組だけでは

伝えきれない情報もある。ＮＨＫはインターネットを活用してさまざまな動画を展

開しているのだから、番組でも紹介するなど、もう少しウェブとの連携を積極的に

行うとよいのではないか。また、極めて難しいことだが、個人レベルで悲惨な状況

があるという報道と、国家レベルの動きについての報道は、切り分けて論じること

が重要だと考えている。戦争の悲惨さやウクライナの人たちがどのような状況に置

かれているのかを伝えることは重要だ。しかし、ウクライナの人たちが苦しんでい

ることばかりが強調されてしまうと、視聴者が情緒的にあおられてしまい、混乱し

かねない。ロシアが国家として軍事侵攻をしていることとは、切り分けて考える視

点が必要だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢ」にウクライナ情勢に関する

特設サイトを開設し、動画や解説記事などを提供しているほ

か、動画投稿サイトにも動画を掲載している。放送だけでは

なく、デジタルでの展開も積極的に行っていきたい。動画の

サムネイルについては、頂いた意見を参考に改善していきた

いと思う。 

 

○  厳しい現実を改めて突きつけられる内容で、衝撃を受けた。専門家でもこの状況

に動揺を隠せず、事態を解決に向かわせる手だてが見いだせないとのことで、極め

て厳しい状況であることがよく分かった。私たちも現実を直視し、しっかりと考え

なければならないと感じた。ウクライナの子どもが泣きながらさまようように歩い

ている映像に衝撃を受けた。日本の子どもたちに、どのようにこの現実を伝えるの

がよいか、とても難しい問題だと感じた。日本では、戦争は絶対に起こしてはなら

ないものだと教育されてきたが、実際に戦争が起きてしまったとき、どのような行

動をとればよいのかについては考えてこなかったことを実感した。日本が同様の状

況に陥ってしまうかもしれないことを、私たち一人ひとりが考えなければいけない

時代になったと感じた。今現実に起きていることについて、親子で考えられるよう

な番組を放送してほしいと思う。その際は、核兵器の恐ろしさについて掘り下げる

と、自分に関係があることとして現実を受け止めることができるのではないか。 
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（ＮＨＫ側） 

  子どもたちに分かりやすく伝えるという視点はとても重要

で、各部局と連携して取り組んでいきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  戦争と平和について、親子で考えることができる番組を放

送したいと考えている。ＮＨＫは「日本賞」という教育番組

のコンクールを主催していて、世界各国の多様な教育番組も

エントリーされる。現在のウクライナ情勢を踏まえ、過去に

エントリーされた番組の中から、親子で見てもらいたいもの

を選び、各国の制作者たちのインタビューも交えながら番組

化して放送することを検討している。また、異文化理解など

がテーマの番組を「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」のウク

ライナ特設コーナーで紹介するなど、取り組みを進めていき

たい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ロシアの軍事侵攻が始まった３日後の２月２７日(日)にＮ

ＨＫスペシャル「緊迫ウクライナ～瀬戸際の国際秩序～」を

放送した。独立した民主主義国家の政権転覆を、ロシアが軍

事侵攻で実現しようとしているという、衝撃的な事実を伝え

た番組だ。ウクライナへの侵攻が進み、凄惨（せいさん）な

状況になっていることを受け、３月６日(日)にはあえて同じ

専門家をゲストに迎えて「攻撃は止められるのか～最新報告 

ロシア軍事侵攻～」を放送した。同じ専門家に出演いただい

たのは、１週間で状況がどのように変化し、先の見通しがど

のように変わるのかなどについて語ってもらえるのではない

かと考えたからだ。専門家の方々も一様に動揺していて、あ

りえないことが現実に起きていることがよく伝わったと考え

ている。この番組は、ウクライナで現実に起きていることや、

ロシア軍の侵攻の状況をしっかりと取材し、映像とともに伝

えることを大事にした。ロシアの軍事侵攻を受けた国際社会

の動きや外交努力などのほか、旧ソ連の各国やヨーロッパ全

体の緊張感を広く伝えることも意識した。現地で取材をする

ことは難しく、インターネット上の映像も活用し、ファクト

チェックをしっかりと行ったうえで放送しているので、民放
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も含めて同じような映像が使用されているのだと思う。演出

を工夫するなど、既視感を覚えないよう取り組んでいきたい。

ウクライナ情勢については「ＮＨＫスペシャル」や「クロー

ズアップ現代＋」などで引き続き伝えていく。頂いた意見は

今後の番組制作の参考にしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ロシア国内での取材活動についてだが、職員・スタッフの

安全を最優先にしながらも、現在も特派員がモスクワなどで

取材を続けている。先日もモスクワでロシア政府系シンク

タンク会長にインタビューを行った。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  北京パラリンピックの放送について、去年の東京大会に続き、衛星放送やサブ

チャンネルも活用し、日本人選手が出場していない競技も含めてしっかりと中継した

ことを評価したい。今後もパラスポーツ関連の放送を充実させてほしい。パラス

ポーツがさらに注目を集めるには、健常者のスポーツに比べてどうしてもスピード

感などで見劣りする場合があるなどの課題がある。競技や選手の魅力だけではなく

課題についても詳しく伝えるなど、さまざまな工夫をしてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見を参考にし、アスリートの努力や競技の魅力を

分りやすく伝えるなど、パラスポーツ放送の充実に取り組ん

でいきたい。 

 

○  ロシアのウクライナ侵攻を受け、北京パラリンピックは選手のパフォーマンスだ

けでなく、パラリンピックの意義と平和の尊さを問う大会になったと思う。「デイ

リーハイライト」を見ていた。競技の結果だけであればスポーツニュースでも知る

ことができるが、周辺情報も扱っていてすばらしかったと思う。今後もさまざまな

大会で、ハイライト番組を放送してほしい。ＮＨＫのスポーツ中継は、例えば競技

の合間などで詳しい解説を入れることができるので、その競技のポイントを視聴者

に分りやすく伝えることができる。競技の魅力を伝えるには、解説がとても重要で、

このＮＨＫの強みを生かした放送に今後も取り組んでほしい。また、放送する競技

のルールなどが一般にどの程度浸透しているかといったことも十分に考慮し、バ



9 

ランスのよい中継を心がけてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫの強みやＮＨＫができることをしっかりと考え、よ

りよいスポーツ中継を届けられるよう努力を続けたい。 

 

○  ２月１３日(日)の目撃！にっぽん「声をあげて、そして」を見た。実名と顔を出

して性暴力の被害を訴えたジャーナリストの伊藤詩織さんの５年間を記録した番

組だった。声をあげ続けることで傷ついていく伊藤さんの姿がリアルに伝えられて

いた。性暴力被害という社会問題を背負い、強く活動する伊藤さんの姿に心を動か

された。ＳＮＳなどでは、公共放送として中立ではないのではないかといった否定

的な意見も見られたが、性暴力被害を減らし、よりよい社会の実現に寄与したいと

いうＮＨＫの強い意志が感じられる内容ですばらしかった。性暴力がどれだけ人を

傷つけるものであるか、しっかりと伝えていたと思う。日本の性教育が不十分であ

るとの言及があったのもとてもよかったが、午前６時台に放送された番組で見逃し

た視聴者も多いと思うので、ＮＨＫプラスで見てもらえるよう、放送後にもＳＮＳ

で情報発信をしてほしい。また、動画のサムネイルは、それを見ただけで番組の内

容が想像できるような画像を使用してほしい。社会に問題提起をするような番組は、

制作者の熱量が欠かせないと思う。制作者や出演者に心ない批判が寄せられること

もあると思うので、ＮＨＫとして関係者のケアはしっかりと行ってほしい。 

 

○  ３月１３日(日)の目撃！にっぽん 選「妹が生まれなかったかもしれない世界 

～出生前診断と向き合って～」を見た。おなかの赤ちゃんに障害があることが分

かった場合にどうするかということをテーマにした番組だが、多くの反響があった

のではないか。ダウン症の妹がいるディレクターが自身の家族や出生前診断を受け

た親たちに話を聞いていて、とてもすばらしい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ダウン症の妹がいるＮＨＫのディレクターのストーリーだ。

妹が生まれたときには、現在のような出生前診断は行われて

いなかったが、自身の母親との会話の中で、同じような検査

があれば妹は生まれていなかった可能性があることを知った

ことをきっかけに、番組やタイトルにつながった。「ＮＨＫ 

ＮＥＷＳ ＷＥＢ」にテキスト記事も掲載したが、多くのア

クセスを集めた。頂いた意見は現場にも伝えたい。 
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○  ２月２６日(土)の「サタデーウオッチ９」(総合 後 8:55～10:00)を見た。新年

度に向けたトライアル版だが、もう少し硬派なスタイルにしたほうがよいという感

想を持った。ゲストとのトークの時間をたっぷりと設けた、肩の凝らないニュース

ショーのような番組がＮＨＫに期待されているのか疑問に感じている。学者や文化

人の出演者に自分の専門外のことについても感想を求めながら進行する演出は民

放で多用されているが、このような番組が増えたことで情緒的な感想や当たり障り

のないコメントがまん延し、結果としてニュースが表面的にしか伝わらなくなって

いるように思う。ＮＨＫにはそれぞれの専門分野を深めた記者がいて、資料の蓄積

も豊富なので、人材や資源を駆使して、踏み込んだ論点や解説、今後の展望などを

披露する番組を期待したい。このような番組を若いキャスターが担当することで、

視聴者が増えていくのではないか。この番組を見ておけば安心して次の週を迎えら

れるような、最新のニュースについて深い理解が得られる番組になることを期待し

たい。誰でも簡単に理解できるように、分かりやすく伝えることが必ずしも若い世

代の支持につながらないと考えている。ＮＨＫのような実力のある報道機関は、み

ずからの強みを生かし、最新のニュースを踏み込んで伝えたほうがよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新年度に向け、ＮＨＫが変わったと視聴者に実感してもら

えるような番組作りに取り組んでいる。５９歳以下の働く世

代にＮＨＫのニュース番組があまり見られていないという

データがあり、試行錯誤を続けている。指摘はもっともであ

り、頂いた意見は現場とも共有し、よりよい番組制作に生か

していきたい。 

 

○  ３月８日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「命を懸けて、命を巡らす～わ

な猟師・片桐邦雄～」を見た。獲物をわなで生け捕りにする片桐さんの技術や、そ

の姿に圧倒された。生け捕りにすることで味のよい肉が得られることや、獲物の命

を余すことなく大切に扱うことなど、新たな知識が得られるＮＨＫらしい番組で感

銘を受けた。ＮＨＫの強みは、時間をかけて自然や人物を丁寧に取材し、多様な視

点で多角的に伝えられることにあると思う。「ＮＨＫスペシャル」などはその証左

だ。今後もエビデンスを大切にした良質な番組を放送し続けてほしいと思うし、災

害報道など国民の安全・安心に寄与する情報を発信し続けてほしい。一方で、どの

ような視聴者をターゲットにしているのかよく分からない番組が散見されるのが

課題だと考えている。若い世代に向けた娯楽番組は民放のそれと差別化できておら

ず、“ＮＨＫらしさ”が感じられない。「ガッテン！」が終了するが、次世代の長寿

番組を作るという気概で取り組んでほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  時代に即して視聴者に楽しんで見ていただける番組を放送

することがＮＨＫの使命だと考えている。継続して楽しんで

もらえる番組の開発に日々取り組んでいる。どうような視聴

者をターゲットにしているのか開発の意図があまり伝わって

いないという意見は現場とも共有し、今後の番組開発に生か

したい。 

 

○  ３月９日(水)の解体キングダム「都心の超難敵を解体せよ」(総合 後 7:33～8:18)

を見た。周囲に迷惑をかけず、驚くべき技術で都心のビルを解体する様子を紹介し

ていて、興味深い内容でおもしろかった。今回は地上だけではなく地下の建造物も

解体していて、その技術に感心した。ナビゲーターに男性タレントを起用していて、

それ自体はよいのだが、機械が動き建物を破壊する瞬間にそのタレントの表情を何

度かアップで映していたのは疑問だった。この番組の視聴者は建物が解体されてい

くシーンを見たい人が多いと思うので、やや的外れだったと思う。視聴者のニーズ

を考え、視聴者の立場に立った番組作りをお願いしたい。 

 

○  ３月１２日(土)に再放送されたうまいッ！「生でも安心！脂が甘～い！ 養殖サ

バ～鳥取・岩美町～」を見た。鳥取県で養殖されているサバは、生で食べることが

できるとのことだった。アニサキスの心配がないという紹介があったが、サバにア

ニサキスという寄生虫がいることを知っている人はあまり多くないし、サバを生で

食べると食中毒のリスクが高いことは意外と知られていないと思う。アニサキスが

どのような症状を引き起こすのかなど、詳しい解説がなかったので、生食のリスク

について疑問が残った視聴者も多かったのではないか。また、サバ料理の紹介は、

加熱したものばかりだった。番組のタイトルに「生でも安心！」とあるので残念だっ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘はもっともであり、頂いた意見は現場にも伝え、今後

の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ３月４日(金)の京コトはじめ「進化を続ける 京のお守り」を見た。日本有数の

観光地で、長い伝統のある京都の魅力を多角的に伝える番組で、新鮮だった。最近

ではＳＤカードのお守りも登場しているとのことで、時代の変化を反映した内容だ

と感じた。毎回さまざまなトピックを取り上げていてとてもよい番組なので、再放
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送がないのをもったいなく感じている。また、４月になると新番組が始まるのが楽

しみである一方、これまで親しんでいた番組が終了してしまうのを寂しくも感じて

いる。番組改定で放送時間が変わると見たい番組を見逃してしまうことも多いので、

ＮＨＫプラスの見逃し配信があるとはいえ、放送時間などを丁寧に周知してほしい

と思う。 

 

○  ３月１１日(金)のラウンドちゅうごく「ドライブ・マイ・カー 広島に導かれて」

をＮＨＫプラスで見た。世界から注目を集めている映画の舞台裏に迫った広島局制

作の番組だ。話題の映画について、舞台が広島になった理由など、さまざまなこと

を知ることができた。広島の街全体に平和の理念が浸透していることや、映画の

テーマである死と再生が街の歴史とつながっていることがよく分かり、監督の思い

もしっかりと伝わってきた。２７分間にやや詰め込みすぎでまとまりがない印象で

はあったがよい番組だった。機を捉えて全国放送するとよいと思う。ＮＨＫプラス

では各地域局の番組が配信されている。３月なので東北地方の番組が多いのは理解

できるが、地方によって配信本数に偏りがある。制作している番組本数も違うと思

うが、各地域の番組をバランスよく配信するなど、地域の多様性も大切にしてほし

い。 

 

○  【よるドラ】「恋せぬふたり」を見ている。他者に恋愛感情を抱かず性的にもひ

かれない「アロマンティック・アセクシュアル」に焦点を当てたドラマだ。出演し

ている俳優が魅力的で、丁寧な作りに好感を持った。ＮＨＫは多様性を意識した

テーマのドラマを制作しているが、多様性とはどのようなことなのか、普通とは何

か、深く考えさせられた。また、冒頭で「ドラマの中で性的接触の描写があります」

という断りが入っていたが、時代の変化を反映し、さまざまな立場の視聴者に配慮

していると感じた。 

 

○  ３月５日(土)のＥＴＶ特集「原発事故・幻のシナリオ～埋もれた遮水壁計画～」

を見た。重要な政策決定や政治判断の検証は、将来に向けた教訓を得るためにとて

も重要だ。処理水の海洋放出が１年後に迫る中、「地下水」の問題に着目した意義

のある検証番組だった。当初から警鐘を鳴らす専門家がいて、遮水壁を造る構想も

あったのに、さまざまな事情から結局は実現しなかった。現在の政治や行政、企業

が抱える課題が数多く浮き彫りにされていた。そもそも地下水の問題は、原発の規

制基準でどう扱われていたのか、新しい規制基準ではどうなったのかが気になった。

福島以外のほかの地域の原発には地下水の問題はないのか。事故を教訓に、その後、

何か対処がなされているのかなど、さまざまな疑問が湧いた。さらに掘り下げた番

組を期待したい。大きな政治判断が問われたテーマだけに、番組中の証言者に、当
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時の菅直人首相や枝野幸男官房長官が登場しなかったのは少し気になった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地下水の問題や、各地の原発の課題についての指摘は現場

と共有し、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ３月５日(土)のＥＴＶ特集「原発事故・幻のシナリオ～埋もれた遮水壁計画～」

を見た。緊迫の歴史の一場面を見るような臨場感のある番組で、感銘を受けた。民

主党政権時代の政治の力学や、経営破綻をおそれる東京電力が拒否したことで実現

しなかった遮水壁計画の内幕がよく分かった。馬淵澄夫元総理補佐官の発言は無念

さがにじみ出ていて印象に残った。ただ、遮水壁計画の中止が処理水の増加にどの

ような影響を与えたのか、科学的な根拠に基づいた説明が不十分だったと思う。計

画が実現していたら状況はどのように変わっていたのか、その後完成した凍土遮水

壁との違いなども含めて、丁寧に解説すべきだったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  遮水壁計画の中止と処理水の現状との関係性について説明

が不十分というご指摘だが、この番組は、当時の数か月間の

動きや政治的判断が地域の漁業関係者の不信を生んでしまっ

たという事実などを伝えることに焦点を絞って制作した。頂

いた意見は、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ２月２７日(日)の古典芸能への招待「金春流 能関寺小町 古式」を見た。一般

的にはやや渋めともいえる能の演目を、全曲放送していて感心した。良質な舞台を

まるまる放送したことを高く評価したい。日本舞踊をはじめとした古典芸能につい

ても、初心者に分かりやすく伝える番組が増えていると思う。さまざまな世代の人

に見てもらうためによい取り組みだと思うが、紹介する作品は上質なものを取り上

げてほしいと思う。ＮＨＫの映像は美しく、装束などもとてもきれいに映している

ので、初心者も含めて多くの人が興味を持つと思う。良質な番組を若い世代に見て

もらうためにも、個々の番組がＳＮＳを開設するとよいのではないか。ＳＮＳで着

物や扇子などの道具の美しさを紹介することで、番組の視聴を促すことができると

思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新年度は「新・にっぽんの芸能」という、誰でも予習なし

で古典芸能を楽しめる入門番組を放送する。多くの視聴者に
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興味を持ってもらえるよう、現在の「にっぽんの芸能」をリ

ニューアルするものだ。ご覧いただき、ご意見を頂戴できれ

ばと思う。 

 

○  ３月１２日(土)のＴＶシンポジウム「食卓に迫る危機 食料自給率３７％」を見

た。ロシアのウクライナ侵攻とも関連した内容で、時宜を得た番組だった。ロシア

やウクライナは小麦の輸出国であり、日本への影響も懸念されている。日本の食料

自給率が３７％程度しかないという事実を多くの人は知らず、日常生活の中ではあ

まり意識されていない。日本の小麦の自給率は１６％程度で、この課題を世界情勢

とともに考える内容に意義があると感じた。Ｅテレで午後２時台に放送していたが、

もう少し多くの視聴者に見られる時間帯で再放送してほしい。また、「うまいッ！」

などの番組で食材を取り上げる際は、産地の実情や生産者の苦労などをしっかりと

伝えてほしい。コロナ禍で地方への取材や番組制作は難しいと思うが、地域に密着

した番組を積極的に全国放送してほしい。 

 

○  ３月２日(水)の千鳥のスポーツ立志伝「銀メダル＆賞金女王 ゴルフ・稲見萌寧

選手」を見た。お笑いコンビの千鳥が、強烈な個性を持つアスリートたちをゲスト

に迎え、選手の魅力や成功の秘密を解き明かす番組だ。今回はゴルフの稲見選手に

焦点を当てていた。東京オリンピックでの活躍や子どものころの映像、ふだんの練

習の様子を紹介しながら、稲見選手とのトークで魅力を伝えようとしていた。ただ、

映像や演出に新鮮さが感じられず、やや散漫な印象を受けた。コンセプトが違うの

で比較するのは不適切かもしれないが、「球辞苑」がＢＳ１ならではのマニアック

な内容で地上波と差別化しているように、この番組ももう少し振り切った内容にし

てもよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  千鳥さんの持ちネタである、“クセ”をキーワードに、アス

リートの魅力を深掘りする番組で、ＢＳ１ならではのマニ

アックな方向性を意識した番組だ。新鮮さが感じられなかっ

たという意見は現場に伝え、今後の番組作りの参考にしたい。 

 

○  全国放送のニュースの枠に続けて、地方向けのニュースが放送されることがある。

例えば、東京では全国向けのニュースのあとに関東甲信越向けのニュースが放送さ

れる。全国向けと同じようなニュースを、地域向けの放送でもしばしば繰り返して

いるが、重複感があるのでなるべく避けてほしいと思う。また、関東甲信越という

範囲はかなり広く人口も多いので、もう少し地域を細分化してもよいのではないか。 
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（ＮＨＫ側） 

  当該地域で大きなニュースがあった場合は、全国放送と地

域向けの放送で同じ事柄について伝えることは避けられない。

できるだけ新しい情報を盛り込み、切り口を変えるなど、重

複感が出ないよう工夫している。頂いた指摘は受け止め、重

複感を避ける取り組みを続けていきたい。 

 

○  ＮＨＫ放送文化研究所が公開しているデータによると、１０代女性と２０代男性

の半数以上が平日にまったくテレビを見ていないということだ。ＳＮＳが急速に発

達したここ５、６年で、テレビを見る１０代、２０代の数は２５％程度低下してい

る。若い世代にしっかりとコミットしなければ、数年後にはほとんどの若者がテレ

ビを見ないという状況になりかねないと感じている。これはＮＨＫに限らず放送業

界全体の問題で、動画配信サービスと比較して語られることも増えている。テレビ

で番組を見るという視聴スタイルでなく、ＳＮＳを通してＮＨＫのコンテンツを見

つけ、ＮＨＫプラスやＮＨＫオンデマンドで見てもらうというような、新しい視聴

スタイルの視聴者を増やすことが重要だと考えている。ＮＨＫオンデマンドは過去

の良質な番組を見ることができるので、オンデマンドのアプリで見ることができる

おすすめ番組の紹介に特化したＳＮＳアカウントを開設するなど、新年度にむけて

新しい視聴スタイルの創出に積極的に取り組んでほしい。 

 

○  ＮＨＫは、社会に必要な視点を提示するという重要な役割を担っていると考えて

いる。ＮＨＫ文研フォーラム２０２２の一部をオンラインで見たが、放送やジャー

ナリズムの役割やジェンダーバランスなど、興味深い内容ばかりだった。ジェン

ダーバランスのセッションでは、民放も含めたテレビの出演者の年代は、男女で傾

向が異なることが示されていた。女性は２０代、男性は４０代が最も出演の割合が

高い。ジェンダーに対する意識を変えていくには、メディアと学校教育に課題があ

ると示されていた。各番組の出演者がどれだけ多様であるかを調査して公表するよ

うな取り組みをしてもよいのではないか。放送文化研究所が示すアイデアは興味深

いものが多いので、放送現場で役立て、実験や検証をしてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  出演者の男女の割合などを調査し、ジェンダーバランスを

意識した制作を心がけた取り組みはまさに進めており、いく

つかの番組でトライアルを行っているところだ。 
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ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２２年２月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、２１日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１７人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」についての調査結果を報告の後、最近の番組について報告があり、議事に入っ

た。会議では、まず、経営計画における「達成状況の評価・管理」（２０２１年度第３四

半期・１０～１２月）について説明があり、続いて「２０２２年度国内放送番組編成計

画」についてと、「インターネットサービス実施計画」について説明があった。その後、

放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、３月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（株式会社松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

磯崎 功典（キリンホールディングス株式会社代表取締役社長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

馬場 利彦（全国農業協同組合中央会専務理事） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 
 

（主な発言） 
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＜経営計画における「達成状況の評価・管理」 

（２０２１年度第３四半期・１０～１２月）について＞ 

 

○  インターネットサービスでは、ＮＨＫプラスやＮＨＫオンデマンドがあるが、利

用者数はどうなっているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫオンデマンドについて、月ごとにばらつきはあるが、

「まるごと見放題パック」はひと月あたり３５万から４５万

件程度購入されている。また、番組単品はひと月あたり８万

から１３万件程度購入されている。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」の

字幕の問題について、調査報告書が公表された。誤った内容の字幕を付けて放送した

と結論づけ、詳しい経緯が記載されていた。この件は、あいまいな情報をもとに裏付

け取材を行わず誤った内容の字幕を放送してしまったことよりも、五輪反対デモは

ホームレスの人たちに金銭を払って行われている、というような認識が制作者たちの

中に前提としてあったことが問題だと考えている。プロデューサーも含めて、このこ

とに何の疑問も持たずに番組が放送されてしまった。米軍基地反対デモや安保法制反

対デモなど、まっとうにデモをしている人たちまでも傷つけたことは遺憾だ。公共放

送であるはずのＮＨＫの内部に、このような偏見がまん延しているのではないかとい

う疑念が、世間の批判につながっていると思う。残念だが、公表された報告書はこの

ような批判に真摯（しんし）に答えているようには思えない。 

 

（ＮＨＫ側） 

  問題の字幕を付け、当該シーンを放送することがどのよう

な意味を持つのかについて、制作担当者の間で認識が欠如し

ていたことも大きな問題だと考えている。コロナ禍での開催

となったことで、東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クについてはさまざまな意見があった。そのことをテーマに

した番組なので、当該シーンが持つ意味や事実関係などにつ

いて十分な検討が必要だったにもかかわらず、それができて

いなかった。視聴者に誤解を与えてしまったことや、五輪反
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対デモに参加した方々を傷つけてしまったことを大変申し訳

なく思う。 

 

○  報告書の内容についてだが、取材相手の男性が話したという「五輪反対のデモに

参加する可能性はある」ということばは未来のことだ。番組制作の過程で「五輪反

対デモに参加しているという男性」という字幕に変遷していったとのことだが、こ

れは「あるかどうか分からない」と言ったことを、「あった」と言い換えているこ

とに等しい。事実誤認や誤った思い込みというより、虚報と言えるのではないか。

チーフ・プロデューサーとディレクターという、上司と部下の関係のやりとりの中

で、字幕の内容が変わっていくことは理解できる。しかし、番組の品質を管理する

立場のチーフ・プロデューサーや専任部長も含めて、しっかりとした議論がなされ

なかったことにあぜんとした。何人かの目を通していたにもかかわらず、字幕の内

容について素通りしてしまったことはゆゆしきことだ。ＮＨＫが信頼される理由は、

伝える情報の正確さにある。この件はＮＨＫの根幹に関わる極めて重大な問題であ

り、再発防止にしっかりと取り組んでほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  報道の基本ができていないという指摘を頂いた。この番組

の編集に関わった外部の編集担当者に話を聞くと、問題の

シーンについて制作担当者の間で十分な議論があったという

記憶はほとんどないとのことだった。今回の調査で、番組制

作における重要な点について制作担当者間でどのような確認

をし、何を行ったのかということがあいまいであることが分

かった。そもそも、重要なポイントが何かをあまり意識せず

に番組制作を進めていたことに問題がある。事実を正確に伝

えることはジャーナリズムの基本であり、最も重要なことが

疎かになっていたことは極めて遺憾だ。 

 

○  再発防止について聞きたい。このような問題は、起こってしまった後の対処に加

え、今後起こらないようにすることが重要だ。この事案が起こってしまった経緯に

ついてはよく理解できた。再発防止策についても、示された内容をしっかりと行っ

ていくことが大事だろう。一方で、どの組織にも言えることだが、このような問題

が起こるとコンプライアンスの徹底が図られるが、そのための人的資源は増えずそ

れぞれの従来の業務に付加されることが多く、関係者は疲弊していく。また、時間

がたつとマンネリ化し、対策が緩んでしまうことが往々にしてある。今後は再発防

止策が形骸化しないようにすることを意識してほしい。ＮＨＫも業務過多になって
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いる面があると推察するが、その中でバランスを取りながら進めることは大変だろ

う。担当者だけに業務が集中しないようしっかりと配慮してほしい。また、通常、

職員に向けてどのような研修をしているのかも気になっている。研修についても工

夫を重ね、負担になりすぎない範囲で多くの職員が定期的に研修を受ける仕組みが

必要だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  時間がたつとどうしても再発防止策が形骸化したり、

チェックが行われているかの確認が負担となったりして、取

り組みの実効性が失われていくという側面がある。このよう

な点には十分に注意をし、ｅラーニングなども活用したいと

考えている。２０１５年に「追跡“出家詐欺”」の問題が起き

たあと、新人だけでなくあらゆる職員に向けた勉強会や研修

を行ってきた。指摘のように、風化をさせないことはとても

難しいが、再発防止の取り組みを不断に続けていきたい。 

 

○  制作現場にサイコロジカル・セーフティ（心理的安全性）がなかったのではない

か。事実を言いづらい雰囲気がＮＨＫの中にあるのであれば、それをどのように改

善していくか知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  事実を言いづらい環境があったのではないかという指摘を

頂いた。今回の原因はそうではなく、番組制作における基本

的な確認がずさんだったと考えている。一方で、この番組は

映像の権利などの都合上、かなりタイトなスケジュールで制

作していたため、番組全体をどのように仕上げるかというこ

とに制作担当者の関心が向いてしまい、最も重要な事実関係

の確認が疎かになった面がある。このことは、番組担当者だ

けの問題ではないこととして、報告書にも記載した。 

 

○  北京オリンピックは大会を通してＮＨＫの中継で楽しませてもらった。ただ、２

月１１日(金)の北京オリンピック「スノーボード 男子ハーフパイプ・決勝」(総

合 前 10:05～11:53、総合ｻﾌﾞﾁｬﾝﾈﾙ 前 11:53～後 0:15、総合 後 0:15～0:33)の中

継は、平野歩夢選手の最終滑走のタイミングでサブチャンネルに切り替わった。ま

さかのタイミングだったので、焦ってしまった。自動でチャンネルが切り替わった

ので見ることができたが、見逃してしまった人もいたと思う。競技中継を高画質で
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見ることを楽しみにしていたが、サブチャンネルでの放送となり、画質が落ちたこ

とも残念だった。視聴者の関心が高い場面であり、そのまま放送してほしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  視聴者からも、サブチャンネルに入るタイミングや、画質

についてなど、さまざまな声を頂いている。マルチ編成は極

力使わないことが原則だが、同時に伝えるべき番組が重なる

ときに使用する場合がある。指摘はもっともで、臨機応変に

対応することが極めて重要だと受け止めている。一方では、

東京２０２０オリンピック・パラリンピックのときと同様、

ニュースや気象情報の定時性を重視してほしいという声も数

多く頂いている。２月１１日(金)は前日からの雪の影響が残

り、路面の凍結等もあったことから、気象情報の定時性を重

視したが、しゃくし定規な対応になっていたのではないかと

反省している。２月２０日(日)のカーリング女子・決勝「日

本×イギリス」は昼のニュースにかかる時間だったが、ニュー

スの時間をずらして対応し、カーリングはサブチャンネルを

使わず放送した。ニュースの定時性を守るべきだという声も

頂いたが、平野選手のときほどは批判の声は多くなかった。

状況を見極め、よりよい編成を常に考え続けることが重要だ

と考えている。今後も視聴者の声に真摯（しんし）に耳を傾

け、最善の放送を心がけていきたい。 

 

○  サブチャンネルで放送すると画質が悪くなるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  決まった帯域の中で、メインとサブで２つの番組を放送す

ると、それぞれに割り当てられるデータ量が少なくなり、画

質は悪くなる。画質の低下を避け、総合テレビで放送してい

る競技中継をＥテレにう回させて放送する場合もあるが、幼

児や子どもが楽しみにしている番組の時間帯など、総合テレ

ビのサブチャンネルで放送したほうがよいこともある。画質

が落ちてしまうことも踏まえて、ケースバイケースで最適な

放送を考えていきたい。 

 

○  定時の「ニュース」とほかの生中継番組の放送時間が重なった場合の解決策とし
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てマルチ編成があるとも考えられるので、今回の件はたまたまタイミングが悪かっ

た事例だと捉えている。これまでもサブチャンネルへの切り替えの課題はたびたび

指摘されており、厳密なルールを定めることが難しいのは承知しているが、ニュー

スよりもスポーツ中継を優先する場合の基準を決めたり、サブチャンネルの見方を

視聴者に理解してもらう周知のしかたを抜本的に検討したほうがよいと思う。 

 

○  北京オリンピックの中継は映像が美しく、さまざまな競技の中継を楽しんで見た。

ただ、スポーツの科学的な側面も、もっと伝えてほしかったと思う。スポーツの感

動は選手たちの活躍やドラマをライブで目の当たりにすることにあるというのは

当然だが、あまりにもそればかりに焦点が当たりすぎているように感じた。スポー

ツは、科学と密接に関わっている。例えば、スキージャンプのスーツによってどの

程度飛距離が変わるのかといったことや、カーリングのストーンの回転の向きと曲

がり方など、さまざまな興味深い科学的テーマがある。スポーツなど身近で関心が

高いことと科学を結びつけて伝えることは、教育的にも価値がある。科学が私たち

の日常と密接に結びついていることを知らせる意味でも、実況などに科学的な要素

を入れ込んでほしかった。また、共感や感動を強調しすぎると、それに共感する人

と共感できない人の間で分断が生じることがあるので、その意味でも多角的に伝え

ることを心がけてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  スキージャンプのスーツの問題など、科学的な側面も含め

て取り上げるようにしたい。また、共感の押しつけにならな

いよう注意すべきという指摘など、頂いた意見は今後の番組

制作に生かしていきたい。 

 

○  ２月４日(金)の「北京オリンピック開会式直前スペシャル」(総合 後 7:30～8:25、

8:55～8:58)を見た。北京オリンピックの開会式を前に、競技も含めて見どころを

紹介する番組だった。日本人選手の活躍が期待される３つの競技の最新情報を、上

村愛子さんや佐野稔さんが分かりやすく解説していてとてもよかった。それぞれの

競技の注目すべき点がよく分かり、実際に競技中継を見る楽しみが増す番組だった

と評価したい。フィギュアスケートの鍵山優真選手や、スキージャンプの小林陵侑

選手のエピソードはとても興味深かった。相葉雅紀さんがリポートすることで、ア

スリートの視点に偏らず、バランスのよい内容になったと思う。外国人選手を取り

上げたコーナーでは、有力な選手に焦点を当てるのではなく、常夏のハイチから冬

季オリンピックに参加することになった選手を紹介していて興味深かった。 
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○  ２月４日(金)の北京オリンピック「開会式」(総合 後 8:58～11:21)と２月２０

日(日)の「閉会式」(総合 後 8:59～10:44)を見た。東京２０２０オリンピック・

パラリンピックの開閉会式と比較して、自然体で中継していたように感じ、純粋に

楽しむことができてよかった。 

 

○  ２月５日(土)から連日放送していた「北京オリンピック デイリーハイライト」

を見た。スポーツは結果だけでなく、プロセスが人々の心を動かす重要な要素だと

考えている。試合中のアクシデントなども含めてスポーツの醍醐味で、その点も踏

まえてハイライトを伝えていてすばらしかった。１日の競技をまとめて振り返るこ

とができるよい番組だった。 

 

○  北京オリンピックでは、競技の中でアスリートが不幸になってしまう場面がたび

たび見られた。とりわけドーピング問題は深刻だ。ドーピング問題の背景には、勝

利至上主義があると考えている。スポーツ報道においても、どうしてもメダルの獲

得など結果に焦点が当てられてしまう。結果だけではなくアスリートたちの新たな

挑戦や努力の過程について注目するような伝え方を期待したい。３月４日(金)から

は北京パラリンピックが始まる。大会期間中に３．１１を迎えることになるので、

パラリンピックだからこそ伝えられるメッセージを意識して、視聴者が共感できる

ような放送をお願いしたい。また、出演者など伝える側のダイバーシティも含め、

取り組みを進めてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ドーピングの問題の背景は指摘のとおりだと考えている。

指摘の点を踏まえた伝え方を心がけているが、引き続き十分

注意したい。北京パラリンピックが始まるが、あらゆる視聴

者がともに楽しめるユニバーサル放送で伝えるハイライト番

組を予定しているので期待してほしい。 

 

○  ２月６日(日)の「ＮＨＫニュース７」を見た。新型コロナウイルス感染者が増え

る中、訪問介護の現場でどのような対応を行っているのかについて伝えていてとて

もよかった。２月１８日(金)には、ニュースの中で、訪問介護事業者が介護報酬の

上乗せを国に要望したことが伝えられていた。新型コロナウイルス感染者を在宅で

ケアする場合、医師や看護師とヘルパーの間には報酬の面で大きな格差が生じてい

る。ＮＨＫがしっかりと取り上げたことで、この問題が前に進むきっかけになった

と感じている。引き続き丁寧に伝えてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍の中で、いわゆるエッセンシャルワーカーの人た

ちを取り巻く課題は重要だと考えている。引き続きさまざま

なテーマを取材して伝えていきたい。 

 

○  新型コロナウイルスに関連した報道のあり方について、ＮＨＫでどのような検討

がなされているのか気になっている。感染者数は連日報道されているが、どのよう

な理由で感染者数を伝えているのだろうか。このウイルスの危険性を理解し、私た

ちの行動変化につながるような伝え方をしないとあまり意味がないと思う。日本よ

り感染者数が多いにも関わらず、規制を緩和している国もあるので、日本の対策と

の違いや、その是非について朝のニュース番組などで合理的なデータを伝えること

が大切だと思う。また、新型コロナウイルスの課題は多分に医療システムの問題な

ので、感染症の専門家が解説するよりも、例えば厚生労働省の担当者がコメントす

るほうが適任なのではないだろうか。メディアの報道姿勢が国民の不安や経済の逼

迫（ひっぱく）に与えた影響は大きいと感じている。新型コロナウイルスの影響は

今後も続くが、報道のあり方については不断に検証して改善していってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  感染者数については一つの指標として伝えており、同時に

重症病床の使用率などのデータも伝えている。また、変異株

の特徴やワクチン接種の効果、副反応などについても伝えて

いる。視聴者の判断のよりどころとなる情報を引き続き丁寧

に伝えていきたい。海外と日本の規制緩和の対応の違いにつ

いては、海外の総支局からの報告も含めて伝えている。頂い

た指摘は現場にも伝え、今後の報道に生かしていきたい。 

 

○  ２月２日(水)に最終回となったガッテン！「しつこい目のぼやけ 気づいて！本

当の原因解明ＳＰ」を見た。番組を続けていくうえで、演出を変えたり改善を図る

ことは重要だし、それでもいわゆる長寿番組が終了することはごく普通のことだと

思う。ただ、「ガッテン！」の最終回はあわただしく終わってしまったという印象

を受けた。長く続いた番組で楽しみに見ていた視聴者も多いと思うので、もう少し

番組が終了する余韻にひたれるような終わり方でもよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  制作担当者と出演者が十分に話し合ったうえで、最終回の

放送を迎えた。頂いた意見は現場にも伝えたい。 
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○  ２月１９日(土)のＥＴＶ特集「ある子ども」を見た。ＳＮＳを通した性犯罪につ

いて取り上げていた。このような番組を通して、大人が子どもたちの現状を知るこ

とは極めて重要なことだと感じた。今の子どもたちは生まれたときからインター

ネット環境があり、数十年前とは置かれている状況が違うことは想像できるが、ド

ラマとドキュメンタリーで現代のリスクをよりリアルに分かりやすく伝えたこと

を評価したい。また、ＳＮＳのやり取りが児童ポルノ法違反になる事例や、略取・

誘拐罪になる可能性がある事例が紹介されたこともインパクトがあってよかった。

番組の最後に相談窓口が紹介されたが、表示される時間が短かったので、ホーム

ページなどに情報を掲載していることを伝えるとよかったのではないか。 

 

○  ２月１９日(土)のＥＴＶ特集「ある子ども」を見た。ＳＮＳを通して性犯罪など

の事件に遭う子どもたちの現状がドラマとドキュメンタリーで描かれていた。ＳＮ

Ｓなどでも大きな反響があった番組だ。ＳＮＳを通して恋人や友人を見つける子ど

もたちが急速に増えている。ドラマパートは、現代の中高生を取り巻く状況がリア

ルに表現されていてとてもよかった。大人たちは、子どもたちがＳＮＳをきっかけ

に見ず知らずの大人と直接会ってしまうことについて、ＳＮＳ時代を生きる子ども

たちの感覚を理解せずに、頭ごなしに叱ってしまいがちだと思う。否定せずに居場

所を作る、一緒になって考えてあげるなど、大人ができることもたくさんあること

を考えさせてくれる番組だった。中高生を取り巻く現状については、引き続き取り

上げてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＳＮＳをきっかけとした性被害から子どもたちをどのよう

に守るかについて、視聴者に考えてもらうことを意図した番

組だ。ドキュメンタリーでは伝えづらい部分を、ドラマを通

して分かりやすく描くことを心がけた。頂いた指摘は現場に

も伝え、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ２月１９日(土)のＥＴＶ特集「ある子ども」を見た。ＳＮＳの利用について、子

どもたちのリテラシーが足りていないと考えてしまう大人たちが多いと思うが、こ

の番組では子どもたちが互いに注意喚起をし、自分や友人を守る行動の様子も伝え

られていて、現実に近い現状がしっかりと描かれていたと思う。ただ、ＳＮＳとひ

とくくりにして伝えてしまうと、オンラインでつながることそのものがすべて悪い

ことであると捉えられかねないと思う。さまざまなインターネットサービスの中で、

危険度の高いものとそうでないものがあるが、その違いについても丁寧に説明して
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ほしかった。「加害者心理が浮かび上がった」としているが、心理ではなく、手口

であり、「本当に助けようと思っている」と言うが、説得力は感じられなかった。

極めて重要なテーマであり、引き続き取り上げ続けてほしい。 

 

○  １月１０日(月)から４週にわたって放送していた１００分ｄｅ名著「金子みすゞ

詩集」を見た。書店で目に留まったＮＨＫテキストをきっかけに、この番組を視聴

した。金子みすゞについてはあまり知識がなかったが、金子みすゞの生涯や詩の解

釈を作家の松本侑子さんが解説し、それを司会の伊集院光さんが的確にかみ砕いて

感想として話していたのはとても分かりやすくてすばらしかった。生前は作品があ

まり評価されず、２６歳の若さで生涯を閉じた金子みすゞの詩が広く認知されるよ

うになるまでの経緯は感動的で感銘を受けた。一方で、金子みすゞの評価について

は、複数の作家や専門家の意見を多角的に伝えるとなおよかった。 

 

○  新年度から、Ｅテレの子ども番組の時間が大幅に変更になる。「おかあさんといっ

しょ」の放送時間も変更になり、視聴者の間でもさまざまな議論がなされている。

人々のライフスタイルが変化し、視聴スタイルも多様化しているので、時代の変化

に適切に対応することは重要だと考えており、よい決断だと捉えている。視聴者の

反響を丁寧に分析し、次の番組改定に生かしてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ここ数年、午後４時以降の時間の視聴率が下がり続けてい

る。共働きの世帯がいわゆる専業主婦世帯の２倍になってい

ることや、保育園児の数が幼稚園児の２倍いること、そして

保育園児の帰宅時間は午後６時台がピークであることから、

「おかあさんといっしょ」を午後６時台に放送するトライア

ルを何度か行った。その結果なども踏まえ、総合的に判断し

て今回の改定を決めた。すでにさまざまな反響を頂いている

が、引き続き視聴者の声に耳を傾け、今後の改定に生かして

いきたい。 

 

○  １月２９日(土)のＢＳ１スペシャル「もう一度ペットに会いたい～世界に広がる

クローンビジネス～」(ＢＳ１ 後 7:00～7:49)を見た。ペットを亡くした飼い主に

向け、ペットのクローンを作るビジネスが広がっていることを取り上げ、そのこと

にどのような議論があるのかをドキュメンタリーで描いていた。若い女性がペット

のクローンを生み出す会社を見学し、質問をする様子が印象に残った。クローン技

術について、若い女性とその母親では生命倫理の観点で全く考えが異なっていて興
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味深かった。深い議論がごく普通の家庭で行われていることにも驚かされた。シン

プルな演出で多角的な論点を整理して伝えていて、見応えのあるドキュメンタリー

だった。良質な番組なので、地上波でも放送してほしい。 

 

○  １月２９日(土)の球辞苑～プロ野球が１００倍楽しくなるキーワードたち～

「ルーキー」を見た。野球にまつわるキーワードを一つ選び、選手や専門家の証言

をもとにスタジオで議論を深める番組でとても楽しめた。最近はプロ野球について

深く掘り下げて伝える番組が少ないと感じていたこともあり、とても興味深い内容

だった。「ルーキー」をテーマに、過去１０年間のさまざまなデータを分析してい

て説得力があった。昨年ルーキーだった選手たちのインタビューから、努力の様子

や新人ならではの苦労を知ることができ、来シーズンのプロ野球を見る楽しみが増

えた。選手の育成についてコーチなどが語っていたが、企業の人材育成に通じる話

も多く、とても参考になるものだった。このような良質な番組が放送されているこ

とを知らない視聴者も多いと思うので、番組の周知を工夫してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  プロ野球をマニアックな視点で伝える内容で、コアな

ファンも多い番組だ。過去に放送した回も再放送しているの

で楽しんでいただけたらと思う。 

 

○  ２月１日(火)のＢＳ１スペシャル「新大久保 明日を探す多国籍タウン」(ＢＳ

１ 後 7:00～7:49)を見た。外国籍の多様な人たちが新大久保で暮らす様子をあり

のままに伝えた番組でとてもよかった。外国人に対する差別や偏見をなくす意味で

も、重要な取り組みだと感じている。引き続きこのような番組を制作し続けてほし

い。 

 

○  ２月１日(火)のＢＳ１スペシャル「動画が暴いた軍の弾圧～ミャンマー クーデ

ターから１年～」(ＢＳ１ 後 8:00～8:49)を見た。現地での取材が困難な中、市民

が撮影した動画で番組を構成していた。軍と抵抗勢力の闘争により、多くの市民が

犠牲になっている事実に胸が痛んだ。人道危機という意味で、かなり深刻な状況が

よく伝わってきた。２月３日(木)の「国際報道２０２２」も見た。上智大学の根本

敬教授が、ミャンマーに投資している世界中の企業の動向や、それに対する軍の動

きについて解説していた。企業の動向を取り上げていることも含め、ミャンマーに

関する一連の報道を評価している。今後もしっかりと取り組んでもらいたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  ミャンマーについては去年４月と８月の２回、「ＮＨＫスペ

シャル」で放送した。今回の「ＢＳ１スペシャル」は、これ

まで伝えてきた映像に加えて、およそ 1000 本の動画を分析し、

まとめた番組だ。ミャンマーは今でも軍の弾圧が続いていて、

一部では内戦状態になっている。引き続き取材を続けたい。 

 

○  ２月１日(火)のＢＳ１スペシャル「動画が暴いた軍の弾圧～ミャンマー クーデ

ターから１年～」を見た。ＳＮＳ上の動画を活用して作られた番組ですばらしかっ

た。市民がＳＮＳを通してミャンマーの現状を世界に発信していることが、新たな

抵抗の形となっていると紹介されていて興味深かった。公共メディアのＮＨＫが、

その点をしっかりと取り上げ、視聴者に伝えるたことは意義深い。ミャンマー情勢

については、番組だけではなくホームページでもさまざまな情報をまとめて伝えて

いて評価したい。 

 

○  １月２４日(月)のワイルドライフ「自然写真家 野生へのまなざし 今森光彦 

里山 みんな命の輪に生かされている」を見た。自然写真家に密着したドキュメン

タリーで、里山での農業と生きものの関わりなど、さまざまな意味で自然と人間の

関係についての理解が深まった。自然写真家でありながら、里山の被写体には人間

も含まれていて、人々が自然と共生し、生物の多様性を生み出していることがよく

伝わってきた。今森さんの「里山と生きる人や、自然と戯れる子どもたちが一番の

絶滅危惧種だ」という趣旨のコメントが印象に残った。このような良質な番組を、

地上波でも放送してほしい。また、ＮＨＫスペシャル「新・映像詩 里山」のシリー

ズが始まるとのことなので、期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  動物写真家を取り上げ、カメラマン独自の目線で自然を描

くシリーズの一つだ。今後もさまざまな写真家を取り上げる

ので期待してほしい。 

 

○  ２月１１日(金)の「キュレーターバトル！！」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)を

見た。博物館や美術館のキュレーター（学芸員）が、自慢の収蔵品をアピールし、

競い合う番組だった。今回は、「＃ヘンな生きもの」と「＃ナゾすぎる」というお

題が出されていた。「＃ヘンな生きもの」では、干支の十二支が合体した架空の動

物を描いた幕末の浮世絵などが、「＃ナゾすぎる」では、法華経の経文で描かれた

江戸時代の「五百羅漢図」などが紹介されていた。裏方役の学芸員が“推し”の収
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蔵品を情熱的にアピールする姿が好印象を抱き、作品の持つ意味や背景もよく理解

できた。堅い印象を与えがちな博物館や美術館の存在が、ぐっと身近になる番組

だった。ふだんはなかなか足を運べない地方の博物館や美術館の収蔵品も紹介され

ていて、現地に行って実物を見てみたくなった。第２弾、第３弾の制作を期待した

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ドキュメンタリーを得意とする制作会社とＮＨＫエデュ

ケーショナルが協力して制作した番組だ。制作会社のアイデ

アにＮＨＫのノウハウを生かした企画だと考えている。 

 

○  インターネット活用業務実施計画について、地域のニュースや番組を全国に向け

て伝えることは視聴者のニーズに応えるよい取り組みだと思うので引き続き期待

したい。ＮＨＫという存在感やブランドを、インターネットを通じて、またスマー

トテレビの中で高めていくことも重要だと考えているので、今後の取り組みを期待

したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地域の情報をきめ細かく伝えられることは、ＮＨＫの大き

な強みだと考えている。新年度はＮＨＫプラスで、地域で放

送した番組の配信を段階的に拡充する予定だ。地域のニュー

スや番組を全国に向けてデジタル発信することで、地域に貢

献できればと考えている。引き続きサービスの充実に努めて

いきたい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２２年１月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１７日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１６人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」の内容について報告があり、議事に入った。 

会議では、まず、ヒューマニエンス ４０億年のたくらみ「“時間”命を刻む神秘の

リズム」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（株式会社松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

磯崎 功典（キリンホールディングス株式会社代表取締役社長） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

馬場 利彦（全国農業協同組合中央会専務理事） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜ヒューマニエンス ４０億年のたくらみ「“時間”命を刻む神秘のリズム」 

（ＢＳプレミアム １２月１６日(木)放送）について＞ 

 

○  専門的な内容の番組であまり興味が持てなかった。「時間」をテーマにしていて、
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人間が意識できる最小の時間がおよそ０．１秒であることなど、知識は増えたもの

の、おもしろみが感じられなかった。この分野の研究が進むことで私たちの生活に

どのような変化が生じるのかよく分からなかった。ゲストの発言には、認知症につ

いて誤解を生みかねない表現があったと思うので気をつけてほしい。 

 

○  「ヒューマニエンス」はとても興味深い番組だ。上田泰己東京大学教授の透明な

マウスを作ることで体内時計のメカニズムを解明したという研究に驚かされた。血

中のコレステロール濃度が高まる時間帯なども体内時計によってコントロールさ

れているということを科学的な根拠を示して解説していたので理解が深まった。

「今」とは具体的に何秒であるかについて、ミニドラマで分かりやすく伝えていて

とてもよかった。「今」を認識することで、「過去」と「未来」がつながり、それぞ

れを意識できるようになることがよく理解できた。司会の織田裕二さんは好奇心旺

盛で、専門家に対してさまざまな質問をしていたのがよかった。専門家の複雑な解

説も映像やテロップを交えて分かりやすく伝えていてすばらしかった。科学的な研

究成果が社会的課題の解決にどのように生かされるのかもしっかりと示されてい

たと思う。質の高い番組であると評価したい。 

 

○  専門的かつ高度な内容で、完全に理解するのは難しかったが、感心させられた。

アドレナリンが出やすい時間帯などが表で示されていたのが、とても興味深く参考

になるものだった。ゲストの為末大さんのコメントから、スポーツ選手が時間をど

のように捉えているのかがよく分かった。陸上競技でのフライングの判断もしっか

りとした根拠があるとのことで、説得力のある紹介だった。認知症になると時間を

認識できなくなる場合があるという解説は興味深く、誰もが関係しうることなので

もっと深く知りたいと感じた。私たちの日常生活に関連がある内容をもう少し手厚

く紹介するとなおよかった。１時間に内容を詰め込みすぎているように感じたので、

２回シリーズで放送してもよかったのではないか。 

 

○  「今」とは何かについて考える軽いタッチのミニドラマで番組が始まったが、そ

のあとはしっかりとした科学番組だったので番組の導入にはやや違和感を覚えた。

認知症について時間を切り口に解説していたが、目新しい内容で感心した。私たち

の人生に直結することであり、よい紹介だったと思う。時間帯ごとの人間の活動傾

向についても紹介されていた。とても参考になった一方で、個人的には当てはまら

ないことも多く、それぞれが多様で個人差があることも再認識できた。「ヒューマ

ニエンス」は、最新の学説などについて紹介するやや高度な内容の番組だと感じた。

今回取り上げられていたような最新の学説を誰にでも分かるよう、かみ砕いて伝え

る番組があってもよいと思う。 
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○  番組の本編が始まるまでの導入部分が３分以上あり、どのような意味があるのか

理解に苦しんだ。視聴者のわくわく感を高める意図の演出なのかと思ったが、番組

のテーマがとても興味深いものだったのでややもったいぶっているような印象を

受けた。有名なロックバンドの曲を番組の中で使っていたのはセンスがよいと感じ

た。 

 

○  専門的な内容を分かりやすく解説した、水準の高いすばらしい番組だと感じた。

専門家の人選のバランスがとてもよかった。また、為末さんのコメントはスポーツ

の観点だけではなく、一般的な視点も盛り込まれていて説得力があった。時間認識

について、科学的な側面と社会的な側面の双方から説明する構成がとてもよかった。

人間の意識は、「今」という瞬間を認識し、脳がそれを再編成することで作られて

いるというのは新しい考え方だと感じた。この考え方によれば、何らかの方法で脳

を操作して人の意識を操ることができるということであり、科学技術と倫理の問題

につながる話だと思った。脳とスポーツの関係について為末さんと北澤茂大阪大学

教授が議論していたが、これまでの考え方が覆されるような内容で興味深かった。

これらの研究成果が、私たちの暮らしとどのように関わってくるのかについて、も

う少し丁寧に紹介するとより多くの視聴者に関心を持ってもらえる番組になった

のではないか。 

 

○  体内時計や時間認識など、身近であるにも関わらずふだんあまり考えることのな

いテーマに焦点を当てていて、とても勉強になる番組だった。ただ、専門家やゲス

トのコメントは概念的でやや高度すぎる気がした。多くの視聴者にとって、やや

ハードルの高い番組になってしまったと思う。若い世代がコンテンツを受け入れる

のには、自分に関係のあることだと捉えるかどうかが、重要な要素だ。ＳＮＳなど

では、自分の生活に取り入れられることが話題になるケースが多い。例えば、体内

時計のパートで、昼夜逆転で生活することが健康によくないことや、何時に寝て何

時に起床するのが理想であるかなど、もう少し身近な内容を伝えたほうが、多くの

人が興味を持てる番組になったと思う。内容がとても濃い番組なので、ホームペー

ジやＳＮＳなどで、それぞれの回のポイントやサマリーなどを掲載すると視聴者も

学びを深められると思う。 

 

○  日頃からよく見る番組だが、冒頭のミニドラマやスタジオの進行、ＶＴＲや音楽

も含めてバランスのよい番組だと評価している。ゲストや織田さんに妄想を語って

もらうこともこの番組の重要な要素だが、今回はゲストの選定がよく、考えさせら

れる問いかけもあってとてもよかった。答えを教えるのではなく、視聴者に考えて
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もらうことを意識した番組で、解説も適度だったと思う。「人間とは何か」という

テーマが根底にある番組なので、どうしても哲学的な内容になってしまっていたの

ではないか。また、やや詰め込みすぎで消化不良な部分もあったので、２回シリー

ズで放送してもよかったのではないか。使われていた音楽やその使い方はしゃれて

いて、センスのよい番組だと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は、さまざまなテーマについて視聴者に深く考え

てもらうことを意識して制作している。指摘のように、実生

活に役立つ情報を得たいと考えて見ると、期待とは異なる番

組だと感じると思う。番組のコンセプトを視聴者に対して

しっかりと示すことも大切だと感じた。認知症の症状につい

ての表現など、頂いた意見は、今後の番組制作に生かしてい

きたい。 

 

○  時間という概念をどのように捉えるのかという、すべての人に関わるテーマだっ

た。日々の生活の中で時間の使い方を意識する場面が多いので、番組での分析には

納得させられる部分が多かった。ゲストの選定もよく、為末さんは見識があるうえ

に独自の考え方を持っていて、コメントがすばらしかった。ただ、とても興味深い

内容であるにも関わらず、およそ１時間にわたって要素を凝縮して伝えていたため

か、最後まで集中して見続けるのは大変だと感じた。演出に変化をつけるなど、飽

きさせないための改善の余地があると思う。透明なマウスには生命倫理の観点でや

や違和感を覚えた。人類の未来のために研究をすることはすばらしいことだが、

なんとも言えない気持ちになった。 

 

○  為末さんのコメントは、番組のテーマである時間とスポーツがうまく結びつけら

れていてとても分かりやすかった。この番組では、人間の命を可視化したものが時

間であるというような考え方が紹介されていて、時間という概念について理解を深

めることができた。私たちが「生きている」という実感を得るための考え方につい

ても触れられていた。コントロールが不可能な時間という概念を、自分がうまく管

理していると感じることで、自己認識を確かなものにできることがよく分かった。

興味深い番組ですばらしかった。 

 

○  時間という概念について、よく理解できる番組だった。地球の自転が生物の体内

時計を作っていることなど、その仕組みがよく分かった。人間が過去と今、そして

未来を意識することができることに、地球の自転が関わっているのは、とても興味
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深かった。冒頭のミニドラマでは、「今」とはどのようなものなのかという哲学的

な問いが提示されていたが、その解説は高度でなかなか理解が難しかった。一方で、

陸上競技のフライングなど、身近な事例を交えて人間が認識できる最短の時間を解

説していたのは分かりやすくてよかった。 

 

○  時間と生命との関係など高度な内容で、理解が難しいと感じた。時間とはどのよ

うなものなのか、そして今回紹介されていた研究がどのように活用されていくのか

という解説が興味深かった。為末さんのコメントは論理的で説得力がありとてもよ

かった。体内時計のメカニズムが科学的に明らかになったことで、起床や食事の時

間などこれまで経験的に決めていたことが、理に適ったものだということがこの番

組で理解できた。体内時計の理解が進むにつれ、現代人の生活リズムは、生物とし

ての人間本来のリズムとはズレが生じているという指摘は重要だと感じた。時間に

ついての研究がさらに進むことで、多様な現代人の生活のあり方にどのような影響

をもたらすのか、引き続き役に立つ情報をしっかりと伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  透明なマウスについて指摘があったが、動物を用いた実験

にはさまざまな問題や課題がある。そのことをしっかりと認

識し、バランス感覚をもって番組を制作することが重要だ。

頂いた意見は参考にしたい。 

 

○  新たな知識を得ることそのものがエンターテインメントであることを感じさせ

てくれる内容でとても興味深かった。明確な答えがない問いに対して、視聴者がさ

まざまな疑問を持ち、考えることができる番組ですばらしかった。洞窟の実験では、

人によって時間の流れる早さの感じ方が大きく異なることが明らかにされていた。

脳が情報をどのように処理し、時間を認識しているのかも解説していて考えさせら

れた。論点の多いテーマだと思うので、続編を期待したい。また、音楽の使い方の

センスがよく、内容以外でも楽しめる番組だった。 

 

○  科学的というよりは、哲学的な内容の番組で一度見ただけでは理解が難しく、や

や疲れてしまった。概念的な解説が多く、イメージ映像が多かったので、もう少し

具体的な話題も交えてメリハリをつけたほうがよかったのではないか。また、話題

をやや詰め込みすぎていたせいか、全体的に掘り下げが足りないように感じた。洞

窟の実験の話はとても興味深かったが、実験結果を紹介しただけにとどまっていた

のは残念だった。為末さんのコメントはすばらしく、この番組におけるゲストの重

要性がよく分かった。上田教授の透明なマウスはインパクトがあった。北澤教授が
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人間の認知機能は「今」という時間と、「ここ」という場所を認識することで働く

ことを解説していたのは参考になった。「ヒューマニエンス」は扱うテーマによっ

て受ける印象が全く異なる番組だと感じた。 

 

○  ゲストの選定がよく、すばらしい番組だった。このような良質な番組を作り続け

る仕組みをＮＨＫがどのように構築しているのか気になった。最先端の研究を

ジャンルの偏りなく幅広く番組で紹介することは重要だが、プロデューサーなどの

個人の能力に依存することなく、良質な番組を制作し続ける環境を作ることが大切

だと思う。良質な番組を継続的に制作できる仕組みをシステム化することで、多様

な展開をすることもできるだろう。ＮＨＫがどのような取り組みを行っているのか

興味を覚えた。 

 

○  上田教授の取り組みや研究は評価が高く、とても興味深く番組を見ることが出来

た。体内時計や透明化技術について委員からさまざまな意見が出たが、とてもおも

しろかった。透明化技術はそれだけでも卓越した業績だが、体内時計との関連につ

いての番組での解説は理解しづらかった。また、自然科学を扱っているわりにはや

や断定的な解説があったことは気になった。人間が認識できる最短の時間単位は０．

１秒であるとのことだが、これはさまざまな実験やデータと比較するとなるほどと

納得できるもので、とても興味深い紹介だったと思う。番組前半の体内時計と後半

の時間認識は直接結びつく内容ではなかったので、２回に分けて放送したほうがよ

かったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回のテーマの時間には、どうしても哲学的な要素が含ま

れるので、理解が難しい面があったかもしれない。難解なテー

マに対して、解説が不足している部分があったことは反省点

だ。良質な番組を継続して生み出すシステムの構築は試行錯

誤しているところだ。「ヒューマニエンス」はプロデューサー

が３人いて、それぞれ専門の分野を持っている。これまで科

学番組を制作することで積み上げてきた知見を後輩たちに伝

え、ＮＨＫエンタープライズなどの関連団体や外部のプロダ

クションも含めてノウハウを伝えることに取り組んでいる。

頂いた意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○  １２月２６日（日）のＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」(ＢＳ

１ 後 10:00～10:50、11:00～11:49)の字幕の一部に不確かな内容があったとのこ

とだが、視聴者からはどのような指摘があったのか。ＮＨＫの基本姿勢に関わるこ

とであり、ＮＨＫが深刻な問題として受け止めていると認識している。再発防止が

最も重要なことであり、その点についてもう少し詳しく説明してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  字幕の内容について、「お金をもらってデモに動員されたと

いうのは本当なのか」という趣旨の指摘があった。クローズ

アップ現代の「出家詐欺」問題を踏まえ、「匿名チェックシー

ト」や「複眼的試写」という対策をこれまでも行ってきたが、

今回は映画製作過程への密着取材という内容の番組で、制作

現場の判断で「匿名チェックシート」が適用されていなかっ

た。今後はドキュメンタリー番組を中心に、チェックを徹底

するほか、取材制作に携わる職員を対象とした勉強会も速や

かに実施することにしている。 

 

○  番組は見ておらず、報道でこの件を知った。今後このようなことが起こらないよ

うにすると同時に、起きてしまった後にどのように対処するのかということも重要

だ。今回の対応の詳細や、教訓などがあれば知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この事案が判明してすぐ、取材対象者に確認したが、事実

関係があいまいで、字幕の内容は不確かであることが分かっ

た。番組はＮＨＫの責任で制作しており、ＮＨＫは速やかに

この事実を公表するとともに関係者にお詫びをした。また、

１月９日（日）夜には、この番組と同時間帯に放送した「Ｂ

Ｓ１スペシャル」の直後で、関係者と視聴者の皆様に対する

お詫びの放送を実施した。 

 

○  迅速かつ適切な対応と情報公開、そして再発防止の徹底、という２点にしっかり

と取り組んでいるとのことなので、今後はこのようなことが起こらないよう十分注

意してほしい。 

 

○  番組制作における倫理的な問題や、取材における事実関係の確認などについては、
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入局してからどのような研修が行われているのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ディレクターは入局時の新採用者研修の中で、放送倫理に

ついての研修を受講する。現場配属以降も、ＯＪＴや年次に

応じた研修の中などで放送倫理について学んでいく仕組みに

なっている。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。ロゴマークも紅から

白へのグラデーションになり、ＳＮＳなどでも話題になっていたので楽しみにして

いた。「カラフル」をテーマにした演出がとてもすばらしく、良質な内容だったと

思う。松平健さんの歌唱シーンは、東京２０２０パラリンピックを思い起こさせる

演出だった。レガシーをつないでいこうとする意思が感じられ、すばらしかった。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。「カラフル」をテー

マにした演出がすばらしかった一方、歌合戦というスタイルよりはショーであるよ

うに感じた。世代によってはなじみのない歌も多く、スタイルも含めて受け入れる

のが難しい人も多かったのではないか。若い世代にも見てほしいという気持ちは理

解できるが、そのバランスはとても難しく、今後の課題だと感じた。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」についてだが、この時代に男

女で分かれて勝ち負けを決めることには違和感がある。多様性を大事にしているの

であれば、男女でチームを分けることも一考したほうがよいのではないか。伝統の

ある番組なので反対意見も多いとは思うが、性別に関係なくチーム分けするなど工

夫してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  多様性を意識し、今回は「カラフル」をテーマに、紅白の

区別なく、すべての出場者の方を応援したいと司会進行の面

で、紅組と白組の対抗という図式を薄めた演出とした。指摘

のように、若い世代だけではなく幅広い年代の視聴者に番組

を見てもらうことは課題であり、引き続き検討を重ねていき

たい。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。同時間帯に例年放送

していた民放の番組がなかったこともあり、今回は若い世代でも「紅白」を見た人



9 

が多かったように思う。実際に見た若い世代の評価は高く、おもしろかったという

声が聞かれた。若い世代に向けた紅白だったという意見があったが、新しい視聴者

を獲得するという意味ではよかったのではないか。紅白の公式ＳＮＳでは毎年曲順

をリアルタイムで発表しているが、昨年と比べて掲載している画像がとても見やす

くなっていて、工夫されていたことがよかった。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。２年ぶりに有観客で

開催したことはよかったと思う。毎年テーマを決めるのは大事なことかもしれない

が、大みそかにまで難しいことを考えたくはないという気持ちも見る側にはある。

テーマの設定や演出がやや過剰だと感じることもあり、華やかなステージでしっか

りと歌を届け、１年の出来事をおおまかに振り返るだけでも十分なのではないか。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。毎年楽しんで見てい

る。男女のチーム分けのあり方などは今後の課題だが、その第一歩として今回の「カ

ラフル」というテーマはよかったのではないか。紅白は日本で最もよく見られる音

楽番組であり、新しい取り組みを行って視聴者の反応を見ることも重要だろう。日

本社会が今後さらに多様性を受け入れられるようになるとよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫ紅白歌合戦」のありようについては、頂いた意見

も参考に引き続き検討を重ねていきたい。 

 

○  １１月７日(日)のＮＨＫスペシャル「グレート・リセット～脱炭素社会 最前線

を追う～」を見た。最新の世界の動きとともに、「グレート・リセット」というこ

とばが表している意味について学ぶことができる番組だった。地球温暖化によるさ

まざまな影響が深刻になっている中で、このような番組は視聴者の意識を高めるこ

とにつながるので意義がある。今後も同様の番組を積極的に放送してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＣＯＰ２６の開催に合わせて、世界で行われている地球温

暖化対策をリポートした番組だ。海外の支局も含め、全局態

勢で取材・制作した。 

 

○  １２月２９日(水)のＮＨＫスペシャル「検証 コロナ予算７７兆円」(総合 後

9:00～9:59)を見た。新型コロナウイルスによるパンデミックを記録に残し、しっ

かりと検証し、未来につなげていくことはＮＨＫの重要な役割だと考えている。こ
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の番組は放送だけにとどまらず、ホームページでも特集するなど、さまざまな形で

データが検証できるようになっていて、すばらしい取り組みだと評価している。布

マスク配布事業については、ホームページには詳しく掲載されていたが、番組でも

触れてほしかったと思う。また、専門家会議の提言についても、もう少し詳しく伝

えてほしかった。特集ページに詳しい内容を掲載するとよいのではないか。とても

すばらしい取り組みで、良質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  番組だけではなく、ホームページでの展開も充実させるこ

とで、より多くの人にこの問題について理解を深めてもらい

たいと考えた。頂いた意見は現場に伝え、今後どのようなこ

とができるのか検討していきたい。 

 

○  １月１日(土)のＮＨＫスペシャル「パーフェクト・プラネット～生命あふれる“奇

跡の惑星”～」(総合 後 7:20～8:34)を見た。映像がとにかくすばらしく、圧倒さ

れた。世界各地に生息する生き物たちが、その地の環境に適応し、どのように暮ら

しているのかがよく理解できた。渡り鳥の軌跡を伝えるシーンは、地球全体が一つ

のシステムになっていることが分かるように描かれていて感心した。俳優の鈴木亮

平さんの司会もすばらしかった。それぞれの生き物についてもっと掘り下げて伝え

られるとなおよかったと思う。撮影の舞台裏についても別の番組などで伝えてほし

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＢＢＣを中心とした国際共同制作の番組だ。主にＢＢＣの

経験豊富なカメラマンがおよそ４年をかけて撮影した映像で

構成している。国際共同制作で撮影の舞台裏を伝えることに

は課題もあるが、頂いた意見は現場にも伝えたい。 

 

○  １２月２７日(月)の笑いをシェアしよう！れこめん堂「佐藤勝利＆チョコプラ松

尾駿が贈るお笑いネタ番組」(総合 後 10:50～11:20)を見た。出演者同士であるテー

マに基づいたお笑い動画をレコメンドし合い、笑いを共有して議論をするという、

これまであまりなかった番組で興味深かった。若い世代は新しいお笑いに興味を

持っていると思う。高齢層向けの演芸中継や毎年恒例となっているネタ見せ番組の

特番は民放でも放送されているが、この番組は若い世代も楽しめる本格的なお笑い

番組になりうると思うので、今後の展開に期待したい。 
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（ＮＨＫ側） 

  いわゆる開発番組で、若い世代に向けた新しいお笑い番組

を届けたいという思いで制作している。頂いた意見は現場に

伝え、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  １２月３０日(木)の「映像全記録 ＴＯＫＹＯ２０２０ 私たちの夏」(総合 後

7:30～8:43、9:00～9:59)を見た。数百時間以上の映像を２時間強にまとめること

は苦労が多かったのではないか。賛否があったコロナ禍での大会開催に向けた議論

や、大会開催の舞台裏が克明に記録されていた。東京２０２０大会についてだけに

とどまらず、日本社会が抱えている課題など、さまざまな示唆に富んだ番組だった。

今なおコロナ禍にあることをしっかりと反映した、ＮＨＫの取材力が示された番組

であると評価したい。社会におけるスポーツの役割や意義を考えるうえでも、貴重

な記録番組になったと思う。番組の中でも紹介されていたが、パラリンピックへの

関心はまだまだ低いのが現実なので、次の大会に向けて引き続き放送で伝えていっ

てほしい。 

 

○  １月４日(火)のクローズアップ現代＋「世界注目のキーパーソンにキャスターが

問う！新時代の提言」を見た。ノーベル平和賞を受賞したフィリピンのジャーナリ

ストのマリア・レッサさんと、国民に寄り添うことを大事にしているアイスランド

のカトリン・ヤコブスドッテイル首相という、いま世界が注目する女性リーダーた

ちの活躍がよく分かる番組だった。マリア・レッサさんは自らの身の危険を恐れず

に堂々と声をあげていて、その取り組みに感心した。キャスターの二人が入念に準

備をして、堂々とインタビューしたことを評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  年頭の放送にあたって、世界で注目されている二人の女性

リーダーにキャスターがインタビューする、通常の「クロー

ズアップ現代＋」とは異なる体裁でお届けした。コロナ禍の

影響でリモート取材が当たり前になったことで、以前は実現

が難しかったことが可能になるケースもある。今回もリモー

ト取材を活用することで貴重なインタビューを届けることが

できたと考えている。 

 

○  １月８日(土)の侍たちの栄光「野球日本代表 金メダルへの８か月」(総合 後

4:15～5:55)を見た。東京オリンピック日本代表チームを率いた稲葉篤紀監督の

チームづくりに密着した番組だった。選手選考や、先発投手を決める首脳陣の会議
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の様子も伝えられていた。選手の実名が出てくる緊迫した場面を撮影できたことは

驚きだった。選手たちは答えづらい質問にも丁寧に対応していてすばらしかった。

対戦相手の分析や緻密な作戦を立てていたことなど、金メダルを獲得するまでの軌

跡がよく分かる番組でとてもよかった。 

 

○  １月１０日(月)の「気候危機を食い止めたい！若者たちが挑むＣＯＰ２６」(総

合 前 10:05～10:50)を見た。日本から「ＣＯＰ２６」に参加する若者たちを追っ

た番組で、若い世代が気候問題についてしっかりと危機意識を持ち、海外に行って

声を上げる姿に感銘を受けた。ＳＤＧｓに関連した番組が数多く放送されているが、

現場から離れたスタジオの中で平凡な内容を議論していることも多い。しかしこの

番組は実際に行動を起こしている若い世代の奮闘を描いていてすばらしかった。た

だ、ＳＮＳでの評価は賛否両論だった。気候危機で長期的に影響を受けるのは若い

世代だ。日本の若い世代が問題意識を持って、頑張っていることを多くの人に伝え

た貴重な番組だと評価したい。今後もこのような番組を放送し続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍での現地取材には苦労も多かった。若い世代の活

動を追いかけることで、危機感を伝え、問題提起ができたと

考えている。頂いた意見は現場にも共有したい。 

 

○  １月１２日(水)の歴史探偵「武士の都・鎌倉」を見た。大河ドラマ「鎌倉殿の１

３人」と関連したテーマで、鎌倉誕生の秘密と鎌倉幕府滅亡の真相に迫っていて興

味深い内容だった。鎌倉という都市の防御力の高さをシミュレーションで示したう

えで、鎌倉が攻め落とされた理由をさまざまな文献から推測していた。現地での調

査や科学実験などを駆使していて、「歴史上の事件の真相に迫る探偵社」という番

組の設定にも合致した内容だった。以前放送されていた「歴史秘話ヒストリア」と

の差別化もしっかりと図られていたと思う。 

 

○  １月１３日(木)の「エマージェンシーコール ～緊急通報指令室～」(総合 後

10:30～11:00)を見た。１１９番通報から救急隊が到着するまでの間にどのような

ことが起こっているのかを知ることができる、興味深い番組だった。ヨーロッパや

アメリカで放送されている、緊急電話のオペレーターに密着する人気のノンフィク

ション番組であるとのことだ。今回は、横浜市の消防局を取り上げていたが、登場

したオペレーターはみな手際よく的確な指示と助言を行っていて、感動を覚えた。

動揺する通報者を落ち着かせ、心臓マッサージの手順を電話で指示する場面は感心

した。救急隊が到着するまでの間の、このような応急処置によってどの程度の患者
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の命が救われているのか、データを示してほしかった。また、それぞれの事例につ

いてその後の経過も知りたいと感じた。そのほか、オペレーターの精神的なストレ

スはかなり大きいと思われるので、どのように気持ちを保っているのかなどについ

ても話を聞きたかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  オペレーターの声は実際の音声を使用し、通報者の声はプ

ライバシー保護のため、加工・吹き替えし、通報内容の一部

を変更して放送している。同じくプライバシーの観点から、

その後の経過について伝えることは難しいが、頂いた意見は

現場に伝え、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  １月１４日(金)の「チコちゃんに叱られる！」を見た。マンホールの謎について

取り上げられていたが、生活の中にある身近なものに焦点を当て、おもしろく取り

上げることは子どもたちへの教育という観点でもとてもよいと思う。 

 

○  １月１４日(金)のドキュメント７２時間「看護専門学校 ナイチンゲールに憧れ

て」を見た。コロナ禍の中で看護師を目指す学生の姿が描かれていた。さまざまな

背景を持った学生たちの姿がリアルに伝わってきて、とても印象に残る番組だった。

一人ひとりのエピソードが紹介される時間はとても短かったが、編集がすばらしく、

それぞれの人生に思いをはせることができた。努力を続けることの大切さや、人間

はいつでも挑戦することができると感じさせてくれる内容で、勇気をもらえる番組

だった。 

 

○  １月１５日(土)の【ストーリーズ】ノーナレ「変かんふうふ コンピューター史

に残る伝説の夫婦の物語」を見た。異才のプログラマー夫妻の物語で、演出も含め、

しっかりと作り込まれていて感動的な番組だった。理数系に進む女性が日本は少な

いことや、イノベーションのあり方など、私たちが直面している数々の課題を解決

するためのヒントが夫婦の姿を通して示唆されていたように思う。遊び心を忘れず

に新たな価値を生み出し、社会に貢献して生きていくことのすばらしさを感じた。

この夫婦のようなすばらしい人が日本にいることを、多くの視聴者が誇りに思った

のではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  いわゆる日本語入力ソフトを開発したプログラマー夫婦の

物語を紹介した。これからの日本のものづくりに対するメッ
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セージが感じられるような番組になったと考えている。 

 

○  １月９日(日)、１６日(日)の大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」を見た。とても見や

すくおもしろい大河ドラマだという印象を持っている。１年間にわたって視聴者に

見てもらう導入として、見やすいことは重要で、すばらしかったと思う。登場人物

のキャラクターがとても魅力的で、俳優たちの演技もよかったと思う。共感できる

エピソードが散りばめられていたこともよく、引き続き期待したい。 

 

○  大河ドラマ「青天を衝（つ）け」はコロナ禍で制作上の困難も多かったと思うが、

新鮮なストーリーでとてもおもしろかった。また、大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」

の初回を見た。大河ドラマにしては会話の調子が軽く、やや違和感を覚えたが、三

谷幸喜さん脚本の作品であり、引き続き楽しみに見たいと思う。 

 

○  １２月２７日(月)の「でこぼこポン！（１）」と１２月２８日(火)の「でこぼこ

ポン！（２）」(Ｅテレ 前 9:30～9:40)を見た。発達障害による困りごとへの解決

策を提示する内容で、ニーズのある番組だと思う。ただ、提示された解決方法は現

在の技術では実現不可能なもので、伝えたいこと自体は理解できるが、もう少し視

聴者が実践できるような方策を提示してほしかった。番組のホームページに、ＮＨ

Ｋ健康チャンネルの「発達障害って何だろう」のリンクを掲載するなど、ウェブで

の展開も積極的に活用してほしい。 

 

○  １月１日(土)の「植物に学ぶ生存戦略 話す人・山田孝之（６）」(Ｅテレ 後 11:00

～11:30)を見た。俳優の山田孝之さんが進行を務めているとのことで、興味を持っ

た。ホワイトボードが置かれているだけのスタジオで繰り広げられる山田さんと林

田理沙アナウンサーのやりとりはシュールで、斬新な演出に驚かされた。植物の奇

妙な生態を大胆に擬人化して解説するという内容が興味深かった。おもしろおかし

く擬人化しているものの、植物についての解説は極めて科学的で説得力があり、そ

のギャップがとてもよい。新しいスタイルのバラエティー番組だと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  植物の生態をおもしろく擬人化して伝える番組だ。Ｅテレ

で放送している教育番組をセルフパロディーした、やや踏み

込んだ演出を楽しんでもらいたいという思いで制作している。 

 

○  １２月２９日(水)のＢＳ１スペシャル「寂しくても楽しく～栗原はるみ 夫と

歩んだ料理人生～」(ＢＳ１ 後 6:00～6:49)を見た。とても興味深い内容だった。
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亡くなった夫との思い出が紹介されるシーンで、唐突に二人の思い出のレシピが紹

介されたのには違和感を覚えたが、実際のレシピは視聴者も知りたいところだと思

うので納得した。４９分間、飽きずに見ることができる良質な番組だった。 

 

○  １月１日(土)のＢＳ１スペシャル「欲望の資本主義２０２２ 成長と分配のジ

レンマを越えて」(ＢＳ１ 後 10:00～10:50、11:00～11:49)を見た。「欲望の資本

主義」のシリーズは、毎年楽しみに見ている番組だ。今回はＳＤＧｓを踏まえた時

宜を得た内容だった。コロナ禍で富裕層と貧困層が二極化していることや、産業構

造が変化していることのほか、政府介入による金融緩和の危うさなどがよく理解で

きた。また、若い投資家がかなり増えている現状を初めて知った。世界的な有識者

がさまざまな見解を述べていて、盛りだくさんの内容だった。人的資本への投資を

進め、労働者の流動性や賃金水準の上昇、さらに二酸化炭素の排出量を削減してい

るというスウェーデンの例は参考になるものだった。また、資本主義を進化させ、

資本主義のもとで脱成長化するという意見も興味深かった。循環型経済や地域共生

社会を目指すことの重要性を再確認できる番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  現在の資本主義の限界と、今後の可能性についてさまざま

な切り口で取り上げた番組だ。「分配」や「これからの資本主

義のあり方」など、最新のテーマも含めて紹介した。 

 

○  トンガで大規模な噴火が起きたことが原因で、１月１５日(土)の深夜に津波警

報・注意報が出され、ＮＨＫは臨時ニュースで伝え続けていた。ふとテレビをつけ

たときに、自分が暮らしている地域がどの程度危険なのか、すぐに認識できること

が大切なので、避難の促し方など、伝え方には工夫の余地があるように感じた。ま

た、避難にあたっての具体的な持ち物や、コロナ禍での注意点なども伝えるとなお

よかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の津波警報・注意報は地震が原因ではなく、噴火によっ

て引き起こされた海面変動という、これまであまり経験した

ことがない現象で、伝え方は難しかった。今回の経験を生か

し、同様のケースでどのように報道するのがよいか、検討を

重ねていきたい。避難する際の持ち物やコロナ禍での注意点

について指摘があったが、今回は津波警報が出され一刻を争

うケースだったので、まずは避難してもらうことを呼びかけ
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た。頂いた意見は現場に伝え、今後の参考にしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  情報を伝え、視聴者に呼びかける役割を担うアナウンスの

現場にも意見を伝え、今後に生かしたい。 

 

○  「バラエティー生活笑百科」など、いわゆる長寿番組の一部が今年度いっぱいで

終了するとことが報じられている。司会者などメインの出演者が亡くなられたり、

高齢になったりすることで、一新することはやむを得ないと理解できる。一方で、

長年このような番組を見ている視聴者に、引き続きＮＨＫの番組を見てもらう工夫

も必要だと感じている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見は参考にし、検討を重ねていきたい。また、長

寿番組が飽きられることなく継続して見ていただけるよう、

工夫を重ねてしっかりと取り組んでいきたい。 

 

○  英国政府がＢＢＣの受信料制度廃止を示唆するというニュースが報じられてい

るが、ＮＨＫへの影響は必至だと思う。さまざまな議論があることを踏まえ、どの

ような視聴者に向け、どのようなコンテンツを作るべきかは、ＮＨＫが議論するべ

き重要なテーマだと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  受信料制度のあり方については不断に検討していく。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１２月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、２０日(月)、ＮＨＫ放送センターにおいて、

１６人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画(案)」の諮問にあたっ

て説明があり、審議の結果、中央放送番組審議会として原案を可とする旨、答申するこ

とを決定した。続いて、阿佐ヶ谷アパートメント「日本一バラバラなお茶の間からお届

けする新感覚エンタメ！」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交

換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（株式会社松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

磯崎 功典（キリンホールディングス株式会社代表取締役社長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

馬場 利彦（全国農業協同組合中央会専務理事） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜２０２２年度国内放送番組編集の基本計画（案）について ～諮問～＞ 

 

○  「編集の基本方針」で、「ホームページやＳＮＳ」という表現があるが、ソーシャ
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ルメディアという言い方があるように、インターネット関連の用語は一般でもあい

まいに使われていると思う。用語の使用法についてはいま一度確認してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  用語の使い方が全体で統一されているかについて、改めて確

認させていただく。 

 

○  各委員の意見の趣旨が番組編成に生かされていることを前提に、今回の原案を可と

し、答申したいと思う。異議はないか。 

 

○  異議なし。 

 

○  原案を可とし、答申することにする。 

 

（ＮＨＫ側） 

  答申いただき感謝申し上げる。中央放送番組審議会の答申を

いただいたので、「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画

（案）」を経営委員会に提出し、議決を得たい。来年度の具体的

な番組編成を記した「編成計画」については、２月に予定して

いる審議会で報告させていただく。 

 

 

＜阿佐ヶ谷アパートメント「日本一バラバラなお茶の間からお届けする 

新感覚エンタメ！」（総合 １１月３日(水)放送）について＞ 

 

○  多様な出演者がそれぞれ部屋に分かれて皆でＶＴＲを見るというスタイルは、コ

ロナ禍でオンラインの会議が普及したこともあり違和感はなかった。コロナ禍で三

密に配慮する必要があることなど、番組づくりに制約がある中で画期的なアイデア

だと感じた。中高年にも人気のあるお笑い芸人の阿佐ヶ谷姉妹が進行を務めていた

ので、主なターゲットは中高年なのかと思っていたが、若い世代から反響があった

とのことで、出演者の選定もよかったのではないか。番組で取り上げていた視覚障

害者の方の行動力はすばらしく、印象に残った。何事も先入観を持って捉えてはい

けないことがよく分かる番組だった。やや重いテーマも扱われている割には少し掘

り下げが足りない部分もあったように思う。番組のコンセプトがよく分からなかっ

た。また、一般的に、各メディアでは「障がい者」と書かれることが多いが、ＮＨ

Ｋは「障害者」と表記している。障害はその人自身にではなく社会側にあり、それ
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と向き合っている人たちであるという考えから「障害者」と表記しているそうだ。

とてもよい考え方だが、害の字がひらがなで書かれることが多くなっているので、

表記の意図をしっかりと示したほうがよいのではないか。 

 

○  多様性について難しくなく考えることができる内容で興味深く、良質な番組だっ

た。これまで、ジェンダーがテーマになるときは女性の問題やＬＧＢＴについて話

題になることが多かったが、早稲田大学の男らしさを追求するサークル「早稲田精

神昂揚会」のメンバーの一人が、ジェンダーについて考えるサークルにも参加して

いることなど、男らしさとジェンダーに関連があることがしっかりと描かれていた。

最近では男らしさに縛られてストレスを感じる男性が多いことが話題になってい

たので、時宜を得た内容だったと思う。スタジオトークは出演者の多様な価値観を

知ることができ、とても参考になった。 

 

○  番組名に「お茶の間」ということばが入っているが、制作者には昭和の懐かしい

お茶の間を取り戻したいという願望があったのだろうか。現代は家族であっても時

間の使い方はさまざまで、かつてのお茶の間を取り戻すことはもはや難しいと感じ

ている。アパートに住む多様で個性豊かな人たちが、阿佐ヶ谷姉妹ふんする大家の

もとで令和の価値観を探っていたが、あまり伝わってくるものがなかった。令和の

男らしさとは何かについても議論していたが、掘り下げが足りなかったように思う。

若い世代にとっては男らしさや女らしさという概念がなくなってきていることを

認識すべきだと感じた。出演者は皆自然体で好感を持った。今後も視聴者にしっか

りと寄り添ったＮＨＫらしい番組を追求してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  阿佐ヶ谷姉妹は中高年に人気があるという指摘があったが、

若い世代にも支持されている。二人はアパートの大家になる

ことが夢と語っていることもあり、番組の設定にも合致する

ことから出演を依頼した。「障害」という表記は、指摘のとお

りいわゆる「社会モデル」という考え方に基づいて採用して

いる。この番組は、多様性について、あまり重くならないよ

う明るい雰囲気とともに伝えることで、多くの人が気づきを

得るきっかけになればと考えて制作した。頂いた意見は今後

に生かしていきたい。 

 

○  若い世代から比較的好評だったのであれば、引き続きさまざまな挑戦をすればよ

いと思う。ただ、個人的には、この「新感覚」にはあまりついていけなかった。「日
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本一バラバラなお茶の間からお届けする」の「バラバラ」は、多様性を意味してい

ると思うが、それが生かされず、文字どおりバラバラで統一感がない印象を受けた。

早稲田精神昂揚会の話や、目の不自由な人との旅を通じた健常者の気づきなど、部

分的には興味深い内容もあったが、「令和の価値観」を考えるという打ち出しにし

ては、深みに欠け、もの足りなさを感じた。 

 

○  ジェンダーをテーマに語り合う番組は、けんか腰の討論になってしまいがちだが、

この番組は柔軟性や前向きさが感じられ、他者を尊重していたことがとてもよかっ

た。ジェンダーについて考える際には、相手の立場に立つことが重要だと考えてい

るが、さまざまな背景を持つ人たちが互いの気持ちを理解し、私たちがこれからの

時代をどのように生きていくかという視点でも、示唆を与えてくれる番組だった。

視覚障害者とギャルの二人旅は、さまざまな気付きが得られるよい企画だった。た

だ、旅の最後に視覚障害者の方に自分の姿がどのように見えるかという質問をして

いたが、そのやり取りが視覚的な意味にとどまってしまっていたのが残念だった。

見た目だけではなく、性格などをどのように感じたのかについても知りたかった。

また、ＶＴＲ中、それぞれの部屋のゲストの様子を画面の右上と右下に分けて同時

に表示していたが、やや見づらく工夫の余地があると感じた。重くなりすぎないよ

う配慮された見やすい番組だったが、もう少し内容を深めるとなおよいと思う。 

 

○  「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画（案）」の「５．多様な価値観を認

め合い、ともに生きる社会を目指した放送・サービス」に合致した内容で、意欲的

な番組だった。理念がとてもよいので、今後もこのような番組を制作し続けてほし

い。早稲田精神昂揚会のメンバーが、男らしさを追求する中でジェンダーについて

深く考えているのは興味深かった。ただ、やや内容を盛り込みすぎていたように感

じた。また、それぞれのテーマについてもう少し掘り下げたほうがよかったと思う。

ＶＴＲだけではなく、住人も巻き込んだトークがあると深みが出たのではないか。

アパートの住人が多様なのはよいが、どのような考えで選定されているのかがよく

分からなかった。また、そもそも多様性がなぜ重要なのかということを分かりやす

く伝えるコーナーがあるとなおよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  多様性について深く掘り下げて伝えることが、押しつけが

ましくとられて敬遠されてしまわないように、伝え方のバ

ランスは熟慮した。「ＥＴＶ特集」のような番組であればかな

り深い部分まで伝えられるが、今回はエンターテインメント

番組として気軽に見られることを重視した。また、若い世代
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は多様性の考え方が自然に身についていることも意識して番

組を制作した。それぞれの部屋のやり取りをどのように伝え

るかは課題で、改善していきたい。頂いた指摘は今後の番組

制作に生かしていきたい。 

 

○  出演者が多様でコンセプトも興味深い番組だった。ただ、なぜ早稲田精神昂揚会

を取り上げたのかは疑問だった。男性のみのコミュニティーであり、彼らの考える

男らしさを扱うだけではやや掘り下げが足りていないと感じた。例えば、彼らとは

異なる新しい男らしさを追求している人たちと対比させるとよかったのではない

か。また、男らしさとは、自立や不言実行、優しさといったことが挙げられていた

が、これは性別に関係なく重要なことなのでふに落ちなかった。男らしさや女らし

さということよりも、私らしさという価値観が今日的だと思う。「ギャル×障害者 

二人旅」という企画のタイトルにも違和感を覚えた。ギャルや障害者ということば

からはどうしても先入観が生まれてしまうだろう。出演者の選定は文字どおり多様

性がありとてもよかった。 

 

○  ６月３０日(水)の「阿佐ヶ谷姉妹が大家に？ 居候ＥＸＩＴと送る新感覚エンタ

メ」も見たが、そのときよりも押しつけがましさがなくなり、とても見やすい番組

になっていた。出演者の選定もバラエティーに富んでいてよかったと思う。過剰な

演出がなく、ＮＨＫならではの番組だった。扱うテーマや切り口などを時代に合わ

せ、誰にでも分かるように伝えていたことがよい。どの程度深くまで掘り下げるの

かについてだが、若い世代の視聴傾向を考えると、押しつけがましいものは避けら

れてしまうと思う。その意味でも、番組を見て自分で気付きを得るような番組のほ

うが受け入れられると思うので、今回の番組はよい内容だったのではないか。ＶＴ

Ｒを見て出演者が話していた内容を音声やテロップを付けて伝えてほしかった。こ

の番組は、テーマの選び方や出演者の選定がとても重要であると感じた。多様性を

考える番組というコンセプトに縛られすぎると視聴者が離れてしまうと思うので、

今後はその点にも注意してほしい。 

 

○  押しつけがましさがなく、温かい雰囲気の番組でよかった。ただ、なぜ男らしさ

をテーマにしたのかがよく分からず、どのような視聴者に向けたものなのか疑問

だった。若い世代は比較的柔軟性があるので、どちらかといえば、ある程度年齢を

重ねて考え方が固まってしまいがちな人に向けて情報を伝え、よりよい社会の実現

につながる番組にしたほうがよかったのではないか。自分の中にもいくつもの多様

な考えを持つ自分がいてもよいと感じさせてくれる番組で、まさにそれを体現して

いる人たちが出演していたことがよかった。若い世代はゲームをやりながらテレビ
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を見るなど、多くのことを同時に行うことが当たり前になっているが、そのような

価値観がかいま見えたこともよかった。「２０２２年度国内放送番組編集の基本計

画（案）」での示されていた「多様な私たち一人一人」ということばを体現した番

組で評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  押しつけがましい印象の番組にならないよう注意をして制

作した。互いを尊重してそれぞれの考え方の違いを認識し、

それを受容することを伝えたいと考えた。取り上げる人物や

テーマによって、「多様性」の幅が狭くなってしまうことは課

題で、引き続きさまざまな議論を深め、改善を重ねていきた

い。今回、男らしさを取り上げたのは、私らしさが重要であ

ることを前提に、あえてこの時代に男らしさについて考える

学生たちの姿や出演者たちのトークを通して、現代における

“男らしさ”や“女らしさ”について考えてみるきっかけに

してもらおうという意図だ。 

 

○  多様な出演者に加え、さまざまな企画があって雑多な番組かと思っていたが、

コーナーの合間に登場するタブレット純さんがよいアクセントになっていて、全体

的にまとまりがあった。知識を得るというよりは、感覚的に理解する番組だと思う

ので、視聴者によって受け止めは異なるだろうと感じた。多様性について認識を広

めることを意図していたと思うが、押しつけがましさがなく、自然に伝えていたこ

とがとてもよかった。ギャルと視覚障害者の旅では、ギャルが見たものを言語化し

て伝えていて、それが２人の距離を縮めるのに役だっていると感じた。相互理解を

深めるには共通の体験をすることが効果的であることがよく分かった。今後もこの

ような番組を制作し続けてほしい。 

 

○  新感覚のエンターテインメント番組だという印象を受けた。ＥテレなどでもＳＤ

Ｇｓに関連した番組を数多く放送しているが、この番組もＳＤＧｓの目標１０「人

や国の不平等をなくそう」を意識したうえで、押しつけがましくならないよう配慮

して制作されたものだと感じ、興味深かった。ＳＤＧｓの考え方の根底には、多様

性を大切にすることがあるが、それがよく伝わってくる番組だった。さまざまな出

演者が登場する多様性をテーマにしたエンターテインメント番組を総合テレビで

放送したことは画期的で意義があると感じた。 

 

○  ６月に放送した初回も見たが、興味深いコンセプトの番組だと感じている。さま
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ざまな立場の人たちの考え方や感じかたを丁寧に伝えていて、時宜を得た内容で評

価したい。多様な価値観に触れ、自分自身の思い込みに気づかされた視聴者も多

かっただろう。多様性がキーワードになっている時代に、それをテーマにしている

番組だからこそ、出演者のバランスがとても重要だと感じている。選定には十分な

配慮をお願いしたい。タブレット純さんが登場していたが、温かな気持ちになりと

てもよかった。 

 

○  多様性について考えるというよりは、多様性を感じる内容で、さまざまな人がい

ることが当たり前だということが自然に意識できる楽しい番組だった。ジェンダー

をテーマにしたパートで、なぜ早稲田精神昂揚会に焦点を当てたのか最初は疑問に

感じたが、彼らの活動が深い思考に基づいていることがよく分かり、もう少し話を

聞きたいと感じた。テーマや内容はとてもよい番組だったが、それぞれの企画の掘

り下げがやや不足していたように思う。 

 

○  かつては男らしさや女らしさなどがごく一般的に求められていたことを考える

と、時代の変化を感じている。一方で、現代の考え方にやや違和感を覚えることが

あるのも事実だ。ギャルと視覚障害者が旅をするコーナーは斬新で、多様な人が当

たり前にテレビに出ることがとてもよいと感じている。この番組は毎週放送すると

いうよりは、さまざまな企画を温めておき、特集番組として放送すると効果的だと

思う。 

 

○  この番組をどのように受け止めたらよいのか戸惑った。多様性について軽いタッ

チで扱っていたことがその理由だが、一方でこの軽さが視聴者の好評につながって

いる点に難しさを感じている。バラエティー番組としては爆笑のない平凡な番組だ

し、社会問題を掘り下げる番組だとすれば問題意識が不明確だと思った。結果的に、

バラエティーでもなければ社会問題を扱った番組でもない、中途半端な内容になっ

てしまったのではないか。ただ、その中途半端さが安心して見られることにつな

がった可能性もあり、評価の難しい番組だと考えている。この番組の善しあしは、

視聴者の意識がどのように変化したのかを見ないと判断できないのではないかと

思う。視聴者の意向をくみつつも、伝えるべきことはしっかりと伝えることを意識

して番組を制作してほしい。 

 

○  受け止め方の難しい番組だと感じたが、深く考えすぎずに見ることができる内容

で好感を持った。出演者の選定がこの番組の最も重要な要素になると感じているの

で、番組の内容も含めて検討を重ねてほしい。 

 



8 

（ＮＨＫ側） 

  多様性については福祉番組やドキュメンタリー番組などで

も扱っているが、この番組ではあえてエンターテインメント

の仕立てとし、ふと気付きが得られるような内容にしたいと

考えた。番組の中で大きな笑いが起きるわけではなく、制作

には苦労した。出演者の選定やテーマの設定、ＶＴＲの内容

をどこまで掘り下げるかなどについては、検討を重ねている

ところだ。頂いた意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月２７日(土)のＮＨＫスペシャル「景気回復ｖｓインフレ～どうなる私たち

の暮らし～」を見た。燃料や商品の原材料価格の高騰について丁寧に伝えた、見応

えのある番組だった。番組で紹介されていたこの問題に直面した企業はさまざまな

努力をしているものの、商品の値上げはしづらく極めて厳しい状況にあるとのこと

で共感した。人々の生活に直結する内容でとても興味深かった。一方で、なぜ企業

努力をしても商品の価格を据え置くことができないのかについてはあまり掘り下

げられておらず残念だった。株主への過剰な還元などにより、企業が本来必要な投

資ができていないこともその背景にあると思う。このような視点でも考察してほし

かった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍を経て日本の経済がどのように回復していくのか

という中で、賃金が上がらず物価だけが上がってしまう「悪

いインフレ」が進んでいる現状を具体的な事例も交えてしっ

かりと伝えることを心がけた。これは日本だけではなく世界

各国でも危惧されていることだ。頂いた意見は今後の番組制

作に生かしていきたい。 

 

○  １２月４日(土)のＮＨＫスペシャル 新・ドキュメント太平洋戦争「１９４１ 

第１回 開戦（前編）」と１２月５日(日)の「１９４１ 第１回 開戦（後編）」を

見た。当時の人々の思いや意識の変化に焦点を当て、戦時中の日記をＡＩで解析す

るなど、最新の技術を活用した番組で興味深かった。日記を書いた人物のプロ

フィールが紹介されていたことで、具体的な状況をイメージすることができた。平

和を守ることなど、社会課題の解決にはそれを人々が自分のこととして関心を持つ
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ことが第一歩であると考えているが、この番組はそれを体現していたと感じた。押

し付けがましさがなく、新しい知識を与えてくれる内容で評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  実際に戦争を経験した人が少なくなり、戦争への意識が次

第に薄れていることを踏まえ、この番組を制作した。戦時中

の日記をＡＩで解析することで、当時の日本の空気感を視聴

者が追体験できるような番組になればと考えた。 

 

○  １２月１９日(日)のＮＨＫスペシャル 中国新世紀（５）「“多民族国家”の葛藤」

を見た。中国共産党が少数民族に対して厳しい弾圧を行っていたことがよく理解で

きた。しっかりとした取材が感じられる秀逸な番組だった。 

 

○  １２月１９日(日)のＮＨＫスペシャル 中国新世紀（５）「“多民族国家”の葛藤」

を見た。中国の少数民族の問題については、現地で取材することができないだけで

はなく、中立な取材対象者を見つけることが難しいという問題もある。このような

制約がある中でも、関係者の証言やインターネット上の情報を駆使して客観的に伝え

たことを評価したい。アメリカなどが北京オリンピック・パラリンピックに政府関係

者を派遣しない“外交的ボイコット”を表明するなか、少数民族の問題を報じた時宜

を得た番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  中国共産党創立から 100 年の節目にあたり、中国の現状や

どのような問題を抱えているのかについて５回シリーズで伝

えた。今回は、中国共産党のアキレスけんとも言われる民族

問題について取り上げた。極めてセンシティブな問題で、現

地で取材をすることはできないので日本やアメリカなどで関

係者に取材をしたほか、インターネット上の情報もファクト

チェックを慎重に行ったうえで活用した。中国で何が起きて

いるのかについて、克明に伝えることを心がけた番組だ。 

 

○  １１月２４日(水)のクローズアップ現代＋「ピーター２．０ サイボーグとして

生きる 脳とＡＩ最前線」を見た。これまで人類はさまざまな道具を生み出してき

たが、人体の機能や思考などを拡張する技術がここまで進化していることに驚かさ

れるとともに、人類が新たな時代に足を踏み入れようとしているのだということが

感じられるすばらしい番組だった。脳と機械を接続する「ブレインテック」の研究
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が進むことで、人間の存在や生きることの意義が改めて問い直され、人々の意識も

大きく変わってくると思う。倫理的に議論を尽くさなければならないことも多いと

思うが、ＮＨＫには人類の未来をどのように捉えるのか、視聴者とともに考えるよ

うな番組を制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  最新のＡＩ技術と医療が結びつくとどのようなことができ

るのかを示すことで、視聴者がさまざまなことを想像できる

番組になったと考えている。頂いた意見は今後の番組制作の

参考にしたい。 

 

○  １２月１４日(火)のクローズアップ現代＋「民間人が次々と！宇宙旅行・新時代

▽宇宙開発の最前線に迫る」を見た。新しい時代が始まったことが感じられ、とて

も興味深かった。宇宙からの中継もあったが、映像や音声が遅延することもなく、

技術の進歩を感じた。前向きな内容がとてもよく、好感の持てる番組だった。宇宙

飛行士の山崎直子さんのコメントもとても分かりやすかった。地球環境保全の大切

さについて触れられていたこともすばらしいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  民間による宇宙開発が進んでいて、２０年後には 100 兆円

規模の市場になるとも言われている。民間人が気軽に宇宙に

行けるようになったとき、世界がどのように変わっていくの

かを感じてもらえるような番組にしたいと考えた。頂いた意

見は現場にも伝えたい。 

 

○  １２月１５日(水)のクローズアップ現代＋「“私には帰る場所がない”家を失う

女性たち」を見た。コロナ禍で収入が減り、苦境に立たされている女性が増えてい

ることを丁寧に伝えていた。支援先や支援制度についての詳しい情報を２次元コー

ドで案内しているなど、誰もが暮らしやすい社会の実現に寄与したいという番組の

姿勢が示されていたことがよかった。住居の問題を切り口にして、その背景にある

貧困や家庭内暴力について整理して伝えていて分かりやすかった。女性の貧困は日

本の社会構造上の問題でもあり、簡単に解決できるものではないが、今後もこの問

題について継続的に取り上げるとともに、人々の行動変容につながるような報道を

お願いしたい。 

 

○  １２月１５日(水)のクローズアップ現代＋「“私には帰る場所がない”家を失う
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女性たち」を見た。女性の貧困問題について継続的に取材をして伝えていることを

評価したい。リーマン・ショックのような世界的な金融危機と今回のコロナ禍の違

いは、より女性の収入や生活に影響が甚大であることだと思う。この番組では、問

題の解決や解消に向けた提言が示されていたが、いずれも検討に値する内容でとて

もよかった。番組の最後に、これらの提言をまとめて振り返るとなおよかったので

はないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  よりよい社会を実現したいという思いで番組を制作してい

る。特に、コロナ禍での女性の貧困問題は重点的に取材をし

て伝えている。今後もこの問題について多角的に伝えるとと

もに、さまざまな社会問題を深く掘り下げて伝えていきたい。 

 

○  １１月１４日(日)の目撃！にっぽん「遺（のこ）された声～横井庄一の“戦争”

～」を見た。戦後２７年間グアムの密林に潜伏していた横井さんについて特集した

番組でとても興味深かった。潜伏生活の詳細や戦争体験についての証言はあまり記

録されていないと思っていたので、今回 1500 分に及ぶ肉声テープが発見されたこ

とは驚きだった。肉声の紹介はわずかだったが、横井さんは冷静かつ論理的に自身

の考えを語っていて、その内容も新たに知ることばかりだった。潜伏中２０年程度

行動を共にしていた残留日本兵がいたことにも驚かされた。戦争を経験した人が高

齢となっているので、当時の話を直接聞くような番組を積極的に制作してほしい。 

 

○  １２月６日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「田中将大スペシャル２０２

１」を見た。メジャーリーグで活躍したのち今シーズンから日本球界に復帰した田

中選手だが、ファンの期待とは裏腹に思うような結果を残せなかった。田中選手の

苦悩や野球への思いがよく伝わってきただけではなく、東日本大震災が自身に与え

た影響などについても語っていて、すばらしい内容だった。コロナ禍で何かと制限

が多い時代だが、田中選手のことばは多くの視聴者の心に響いたのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  野球に対する真摯（しんし）な姿勢や、現実との向き合い

方など、田中選手の思いや考え方をしっかりと伝えることが

できたと考えている。頂いた意見は現場にも伝えたい。 

 

○  １２月６日(月)の逆転人生「逆転ゼミ～地球再生ヒットの法則～」を見た。これ

まで放送してきた事例をふかんして捉えることで日本の課題解決に挑むという新



12 

しい企画で、とてもよい試みだと感じた。ＮＨＫは、関連する番組やデジタルコン

テンツどうしをひもづけるサービスを検討しているとのことだが、それを活用する

ことで、この番組で取り上げていたような地域の活性化や新たな価値の創出も容易

になると考えている。引き続き、新たなサービスや技術の開発を積極的に進めてほ

しい。 

 

○  １２月１１日(土)の「この道わが旅～すぎやまこういち音楽の旅路～」(総合 後

5:00～6:00)を見た。９月に亡くなったすぎやまさんの音楽人生を振り返った番組

で興味深かった。東京オリンピックの開会式ですぎやまさんが作曲したゲーム音楽

が流れたことも記憶に新しい。すぎやまさんがさまざまな音楽を作曲していたこと

に驚かされたが、もう少し早くこのような番組を見たかったと思う。すぎやまさん

がゲーム音楽を通してオーケストラに親しんでほしいという思いを持っていたこ

とを初めて知った。亡くなったあとで業績が評価される人は多いが、亡くなられる

前に番組で特集することも意義があると思うのでよろしくお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  存命中からこのような番組を制作してほしいという意見は

受け止める。著名な作曲家やアーティストについては機を見

てしっかりと取り上げていきたい。 

 

○  連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」を見ている。前作と違って展開が速く、

見逃すと話についていけなくなるので録画も活用して楽しんでいる。ＢＳプレミア

ムで午前７時３０分からの放送を見ているが、直前の７時１５分から放送している

1979 年放送の連続テレビ小説「マー姉ちゃん」と見比べると、同じ時代をテーマ

にしていても、戦時中の描き方が全く異なっていて、改めて時代の変化を感じてい

る。さまざまな布石があり、今後の展開も興味深いので、引き続き期待している。 

 

○  連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」を見ている。若い世代でも見ている人

が多く、展開が速いこともよいと思う。ツイッターやインスタグラムなどＳＮＳの

使い方も工夫されていて評価したい。ただ、ＳＮＳ上では「エヴリバディ」を「エ

ブリバディ」と投稿している人がとても多い。また、公式アカウントが推奨してい

る「＃カムカム」はあまり浸透していないように思うので、もう少し前面に押し出

したほうがタイトルの誤表記を減らしていく意味でも効果的だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見は現場に伝え、「＃カムカム」が浸透するような
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方策を考えたい。 

 

○  １２月１１日(土)の地球ドラマチック「地球“冷却化”作戦！」を見た。大気中

から二酸化炭素を取り出して地中に戻すなど、革新的な取り組みが行われているこ

とに驚かされた。このほか、太陽光を遮ることで地球全体を冷やす技術など、世界

中の科学者たちが研究を進めていることがよく理解できた。食品廃棄物を肥料にす

ることで、炭素の削減と同時に食料安全保障にも役立つという紹介は興味深かった。

ＳＤＧｓをテーマにした番組でとてもよかったが、私たち一人一人が何をできるの

かについて問いかけがあるとなおよかった。 

 

○  Ｅテレの「大西泰斗の英会話☆定番レシピ」を見ている。英語が得意な人でも学

ぶべきことが数多くある、すばらしい番組だと思う。 

 

○  １２月２日(木)のＢＳ１スペシャル“激変”「復帰沖縄・一夜で車線が左右逆！」

(ＢＳ１ 後 7:00～7:49)を見た。アメリカ統治時代の沖縄は車線が右側通行で、本

土復帰後に左側通行に切り替わったことは知っていた。ただ、それを実現するまで

に、バス車両の一新や乗用車のヘッドライトの取り替え、一晩での標識変更など、

これほどまでの苦労や工夫、ドラマがあったことを初めて知った。今は当たり前に

思っていることが実は以前はそうではなく、できないと思われていたことも、人間

の知恵と工夫、努力次第で成し遂げられるのだという、人間社会の柔軟性や底力の

ようなものも感じさせてくれる番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  2022 年は沖縄復帰５０年という節目の年であり、沖縄を

テーマにした番組を展開できればと考えている。この番組を

沖縄県向けにリメークして放送するなど、地域サービスにも

つなげていきたい。 

 

○  １２月３日(金)のＢＳ１スペシャル「コロナシフトでつくる日本の未来 デジタ

ル」(ＢＳ１ 後 8:00～8:49)を見た。メディアアーティストの落合陽一さんが、コ

ロナ禍で浮き彫りになった日本のデジタル化の遅れについて分析する内容で、問題

の本質に鋭く切り込んだとてもよい番組だった。研究環境のよい国へ人材が流失し

ていることなど、問題の背景についてもしっかりと取り上げていたことがとてもよ

かった。日本にも若くて優秀な人材はいるのに、社会構造の問題で活躍が阻まれて

しまっている側面がある。その部分についての掘り下げは足りていないと感じた。

この視点での議論もあると、より深みのある番組になったのではないか。 
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（ＮＨＫ側） 

  若い才能がなかなか活躍できないという日本社会の構造に

は大きな課題があると考えている。意見は現場に伝え、今後

の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  １２月３日(金)の「池上彰の零戦（ぜろせん）講義～高校生との対話～」(ＢＳ

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)を見た。高校生たちの素朴な疑問や感想がとても興味深

かった。講義の内容は歴史の授業のようで、戦争を経験した人が身近にいないであ

ろう高校生にとってはリアルな想像をするのが難しいのではないかと感じた。また、

一つの高校の生徒だけが参加したことで友人の顔色をうかがいながら発言してい

るように見えたことは残念だった。さまざまな地域の高校生に向けて講義をしたほ

うが議論も深まったのではないか。今後、「若年層×戦争」をテーマにした番組を

制作するのであれば、今回紹介されていた特攻の話など、より具体的なエピソード

を組み込むと若い世代に響くと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスの感染対策もあり、特攻に関連のある

地域の一校に絞り、少人数で収録をした。指摘のように互い

の顔色を伺ってしまった部分もあったかと思う。意見は現場

に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  新型コロナの変異ウイルスであるオミクロン株の影響がとても気になっている。

今後の見通しなども含めて、ニュース番組などで分かりやすく伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  オミクロン株については引き続き最新の情報を丁寧に伝え

ていきたい。３回目のワクチン接種の進捗（しんちょく）に

ついても視聴者の関心が高いのでしっかりと伝えていく。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１１月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１５日(月)、ＮＨＫ放送センターにおいて、

１４人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、経営計画における「達成状況の評価・管理」(２０２１年度第２四

半期・７～９月)について説明があった。続いて、放送番組の種別および種別ごとの放送

時間(２０２１年４～９月分)と、「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画(案)」につ

いて説明があった。その後、万物トリセツショー「食欲」について説明があり、放送番

組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（株式会社松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

磯崎 功典（キリンホールディングス株式会社代表取締役社長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

 
 

（主な発言） 

 

＜経営計画における「達成状況の評価・管理」 

（２０２１年度第２四半期・７～９月）について＞ 

 

○  東京オリンピック・パラリンピックの開催もあり、平時とは異なる特徴が見られ

た。Ｅテレのリーチや個人全体総合視聴率が前年と比較して伸びたのもその効果な
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のだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東京オリンピック・パラリンピックの影響が大きいと考え

ている。また、教育番組もよく見られており、今期の結果に

つながったと捉えている。 

 

 

＜２０２２年度国内放送番組編集の基本計画（案）について ～予備審議～＞ 

 

○  多岐にわたりバランスよく項目立てをしていて、全体的に視聴者にしっかりと向

き合った内容だと感じた。「編集の重点事項」の「１．一人ひとりの命を守り、ウィ

ズコロナ時代の安全で安心な暮らしに貢献」と「２．持続可能な社会を目指し、日

本と世界の課題を発信」についてだが、情報の信頼性が揺らいでいる現代において、

科学的根拠に基づいた情報を伝えることをもう少し強調したほうがよいと思う。価

値観の違いや心情など、科学的な正しさだけですべてが解決するわけではないが、

さまざまな議論の出発点には科学的な正しさがあるべきだと考えている。「５．多

様な価値を認め合い、ともに生きる社会を目指した放送・サービス」の項目で多様

性について触れているが、「７．分断ではなく対話を 日本と世界の相互理解を促

進する発信を強化」や「８．“東京２０２０”のレガシーを生かし、放送・サービ

スを充実」も多様性に関わる内容が含まれているので、それぞれに多様性という

キーワードを書き込むとよいと思う。また、「３．幅広い視聴者に応える、多彩で

質の高いコンテンツを提供」や「６．青少年や子どもの教育と健全な育成、“人生

１００年時代”の学びを支援」ではデジタルコンテンツの活用について言及してい

てよいと思う。テレビとインターネットでは特性が異なっており、インターネット

では動画を繰り返し見られたり、抽象的で難解な内容も文章で説明することができ

るなど、教育上の利点がある。それぞれの媒体の利点を生かしてコンテンツを届け

ることを明記してほしい。 

 

○  視聴者の声を放送に反映させることやデジタルとの連携、多様性についてなど、

ＮＨＫの考えがしっかりと理解できた。ただ、「編集の基本方針」で、「ＤＸを意識

した最先端のＡＩ技術などを駆使しながら、公共メディアのＮＨＫだからこそお届

けできる放送・サービスの実現を目指します」と書かれているが、具体的にどのよ

うな取り組みやサービスなのかがイメージしづらいと感じた。「編集の重点事項」

の２では、持続可能な社会の実現に言及しているほか、意見が対立している問題に
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ついては多角的に論点を明らかにすることを示している点もよい。３で「インター

ネットサービスでは、放送で伝えきれなかった情報を提供し、番組内容の理解増進

に寄与します」とあるが、この表現ではＮＨＫの進化が明確になっていないと思う。

放送が軸であることは理解できるが、視聴者にとって利便性の高いデジタルサービ

スを提供することが重要だろう。ＮＨＫプラスで権利上配信できない番組があるこ

となど、現在のデジタルサービスには課題があるので、ＮＨＫの姿勢をもう少し明

確に示してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  インターネットサービスについての指摘は受け止めたい。

一つのキーワードをきっかけに、関連する番組やニュースな

どのさまざまなコンテンツが有機的に連携して表示されると

いったような、視聴者が関心のある情報に簡単にアクセスで

きる仕組みを強化していくことが重要だと考えている。視聴

者が関心のあるコンテンツを、関連するものも含めて探しや

すくすることで、ＮＨＫのデジタルコンテンツを最大限活用

してもらえるよう取り組んでいきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫが提供しているデジタルコンテンツには、放送番組

や動画、記事などさまざまなものがあるが、それらが有機的

に結びついて、関連するコンテンツを自由に行き来できるま

でにはなっていない。費用をはじめさまざまな問題で、すぐ

に目指す形を実現できるわけではないが、視聴者がＮＨＫの

デジタルコンテンツに接しやすい仕組みを充実させていくこ

とが重要だと考えている。指摘の点を踏まえ、努力を続けた

い。 

 

○  「編集の基本方針」に、「公共メディアのＮＨＫだからこそお届けできる放送・

サービスの実現を目指します」とあるが、ＮＨＫだから届けられる放送・サービス

とはどのようなものを指すのだろうか。また、「受信料で支えられる公共メディア

として、正確な報道、教育番組、ドキュメンタリー、さまざまな人が楽しめる娯楽

など、ＮＨＫだからこそ制作できる多彩なコンテンツを提供し、みなさまからの信

頼の獲得に努めます」とあるが、受信料を原資に視聴者に求められることなら何で

もやるというような誤解をされかねないと思う。何に取り組み、何はやらないのか、

この基本計画について説明する際に言及するとよいのではないか。 
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（ＮＨＫ側） 

  指摘を受け止め、表現も検討する。原資は限られているが、

その中では公共メディアとして教育分野などには特に力を入

れていきたいと考えている。このためにも、ジャンル管理を

徹底し、視聴者に資するコンテンツを提供していきたい。 

 

○  「編集の基本方針」では先端技術を活用する姿勢が示されていてよいと思う。これ

まで以上の推進を期待している。先日の衆議院議員選挙では、ＮＨＫを含む各社の獲

得議席予測と実際の結果には大きな隔たりがあったが、ＮＨＫはなぜ予想が外れたの

か、分析や検証を真っ先に行っており感心した。このような姿勢が視聴者の信頼を維

持するうえで重要だと考えている。コロナ禍では、メディアの報道が国民の生活や経

済に与えた影響はとても大きかったと感じている。政府や自治体の新型コロナ対策に

対する検証と同様、メディアの報道に対する検証も必要だろう。これまでの報道を検

証し、今度に生かしていく姿勢を文章に反映してほしい。教育分野についてはしっか

りと言及されている。日本の教育の発展に貢献してほしい。 

 

○  教育テレビジョン（Ｅテレ）にもっと力を入れたほうがよいと考えている。学校

教育から離れたあとも、もう一度学び直し、さまざまな知見を増やすリカレント教

育はこれからいっそう重要になる。大人向けの教育番組にも期待したい。 

 

○  ソーシャルメディアという文言が入っていないのが気になった。若い世代に訴求

するためには、ＳＮＳの活用が必要不可欠だ。例えば、ＮＨＫ広報局のツイッター

アカウントは、日本を代表するアカウントの一つだろうが、一方で、インスタグラ

ムなどのアカウントは一部の番組を除いて開設されていない。いわゆるＺ世代はツ

イッターを使用しなくなってきているというデータもあるので、より若い世代に

リーチするＳＮＳの活用を検討してほしい。 

 

○  「編集の重点事項」の８についてだが、東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クは基本的に無観客で開催されたため、テレビで競技を見た人が大半だっただろう。

これまで見たことがなかった競技に興味を持った人も多いと聞いているが、ＮＨＫ

の中継は競技のおもしろさを丁寧に伝えていて評価したい。今後も幅広い世代にス

ポーツの魅力を伝え続けてほしい。 

 

○  「編集の重点事項」の「４．地域情報の全国発信を強化し、各地域の発展に貢献」

についてだが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で地域経済は疲弊しており、コ
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ロナ禍からの再生には地域の活性化が不可欠だろう。その意味で、東京は情報発信

という役割を果たさなければならないので前半の文章はとてもよいのだが、後半は

東京の放送センターのバックアップのために大阪などの地域放送局を活用する、と

いう印象を受けてしまい違和感を覚えた。危機管理についてどの程度言及するのか

も含め、この項目では地域の発展に寄与することをもっと強調してほしい。 

 

○  「編集の重点事項」の５は、例年と比べてもかなり完成度が高いと感じた。ただ、

その中に、「多様な人たちが」という文言があるが、多様性とはすべての人に当ては

まることであり、一部の特徴ある人たちだけについてのことではないだろう。多様性

への理解を深めるには、それを自分のこととして捉えることが重要だと考えている。

「多様な人たちが」という表現はどこかひと事のような印象を受けるので、「多様な

私たちが」というような表現にするとよいのではないか。また、８では「“東京２０

２０”で認知度が上がった競技」とあるが、パラリンピックはようやく広く認知され

るようになってきたと考えている。パラリンピックがどのように見られたか、分析を

踏まえてパラ競技の発信を積極的に行ってほしい。 

 

○  ＮＨＫが示している「国内放送番組の基本計画」はここ数年分をホームページなど

で見ることができる。だれも取り残さないことを意識し、丁寧な情報発信を心がけて

いるＮＨＫの編集方針には多くの企業や団体にとっても参考になる視点が数多く含

まれていると思うので、この文章そのものを広く知らせるような取り組みにも期待し

たい。 

 

○  ＮＨＫの放送とインターネットのサービスはまだまだバラバラな状態だと考えて

いる。例えば、ニュースやドラマなどを見ていて分からないことがあった際に、イン

ターネットを活用して理解が深められるような仕組みがあるとよいと思う。インター

ネットの活用など、放送とデジタルサービスの連携についてしっかりと言及してほし

い。また、「ＮＨＫ地域局発」では、地域の放送局が制作した番組が紹介されている。

地域の魅力を全国放送で伝えることは意義があるので、引き続き期待している。 

 

○  2021 年度の「編集の基本方針」の冒頭には、「ＮＨＫ経営計画(2021-2023 年度)」

のキーコンセプトである「新しいＮＨＫらしさの追求」が掲げられていたが、今回の

基本計画案にはこの文言がない。「らしさ」という表現は、やや意味があいまいで、

使用してないことはよいと思うが、何か意図があるのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回、「新しいＮＨＫらしさの追求」という文言を入れてい



6 

ないのには、明確な意図があるというわけではない。大切に

していることは、メディアを取り巻く環境を踏まえ、公共メ

ディアのＮＨＫでなければできないことは何かを考え、追求

し続けることだ。その結果として放送する番組やサービスな

どを通して「新しいＮＨＫ」の姿が視聴者に伝われば、と考

えている。全国各地に放送局があることで、放送やデジタル、

イベントなどを通して全国の視聴者にあまねくサービスを届

けることができると考えている。公共メディアのＮＨＫにし

かできない、視聴者のためになるコンテンツを創造して届け

ていきたいという思いをこの基本方針に込めている。頂いた

意見は参考にしたい。 

 

○  「新型コロナウイルス」や「ウィズコロナ」という文言が数多く使われているが、

来年度はウィズコロナでなく「ポストコロナ」になってほしいと考えている。一方

で、「ポストコロナ」になったとしても、未知の感染症流行の危険性がなくなるわ

けではない。このような視点も盛り込んでもらいたい。医療分野については、新型

コロナウイルスに関連する内容ばかりだが、人生 100 年時代に向けて、視聴者の健

康寿命を伸ばす取り組みなどについても記載するとよいと思う。「編集の重点事項」

の８で書かれている、「“東京２０２０”のレガシー」とはどのようなものなのか、

具体的に記載してほしい。 

 

 

＜万物トリセツショー「食欲」（総合 １０月１１日(月)放送）について＞ 

 

○  食欲のコントロールがテーマで、楽しみながら視聴した。空腹の時間を１６時間

以上とる方法は、科学的で説得力があったものの、実生活に取り入れるのは難しい

と感じた。また、単に世間にさまざまあるダイエット法の一つとして受け止められ

てしまうのではないかと心配になった。一方で、過度なダイエットの危険性につい

て、視聴者が実感を持てるよう丁寧に伝えていたことがよかった。食欲を満たすこ

とは人間にとって快楽であり、必要なことだと思う。そのコントロールは理性や知

識でするしかないので、どのような食事を取るのがよいかなど栄養面からのアプ

ローチもあるとなお効果的だったのではないか。家族で楽しみながら見ることがで

きる番組だった。 

 

○  身近なテーマについてエンターテインメントショー仕立てで掘り下げる番組で、

俳優の満島真之介さんの司会がよかった。一方で、番組で使っていた音楽は、もと
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もと使っていた有名な映画やテレビ番組を連想してしまい、効果的ではないと感じ

た。また、内容が多岐にわたっていてまとまりが感じられず、何を伝えたいのかポ

イントが分かりづらかった。空腹時間を長くとる手法も実生活に取り入れたいとは

思わなかった。ゲストのタレントがＶＴＲを見て感想を述べていたが、司会とのや

り取りがあると、より視聴者に情報が伝わりやすかったのではないか。 

 

○  痩せすぎている方への注意点や配慮が感じられてよかったが、新型コロナウイル

ス感染の後遺症で味覚障害に悩まれている人など、食欲への向き合い方、捉え方も

一様ではないので、さまざまな人に配慮した番組作りを継続してほしい。 

 

○  率直に言って、自分自身ではあまりおもしろいとは思わなかったが、若い世代に

話を聞いてみると、とても反応がよかった。ＳＮＳなどでも、おもしろい番組だと

いう評価が見られた。今後も継続して放送していくのであれば、番組の趣旨やコン

セプトをもっと明確にすべきだと感じた。 

 

○  純粋な科学番組というより、エンターテインメントとして楽しく見た。ただ、一

般的に空腹の時間を１６時間以上とるという手法を日常生活で取り入れることは

難しい。「朝はしっかりと食事をとる」「空腹はかえって脂肪をためる」など、一般

的な健康指導と矛盾する部分もあり、どのように捉えるべきか戸惑いもあった。ま

た、「大調査」や「大実験」と銘打って検証していたが、サンプルが少なく、その

選び方も含め、科学的といえるか疑問が残った。あくまでもエンターテインメント

であると、留意して見るべき番組だと感じた。 

 

○  今回は「食欲」をテーマにしていたが、視聴者が関心のある人だけに限られてし

まうように思う。すでに知っている情報が多く、情報そのものよりも楽しみながら

見る番組だと感じた。満島さんとゲストのやりとりがもう少しあるとなおよかった

のではないか。今後は「睡眠」についても扱う予定とのことで、期待したい。 

 

○  「食欲」についての悩みを持つ人は多く、興味深いテーマだったが、番組で紹介

されていた、空腹の時間を１６時間以上とるという手法は取り入れることが難しい

と感じた。「ガッテン！」との違いがあまり感じられなかった。テレビで伝えられ

たことはすべて正しいと思ってしまう人は多いので、エンターテインメント仕立て

にするときには特に、その点にはしっかりと留意してもらいたい。 

 

○  「食欲」という身近なテーマについて、科学的な根拠に基づいて、日常生活にど

のように生かすかを伝えており、よい内容だったと思う。しっかりと番組で調査を
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行うなど、ＮＨＫの強みも生かされていると感じた。この番組に限ったことではな

いが、番組の中で論文を紹介した際などに、参考文献の情報があまり表示されない

ことが気になっている。信頼できる根拠に基づいて情報を伝えることが重要である

と考えているので、注釈のようにテロップで表示したり、ホームページで詳しく案

内するなど検討してほしい。また、番組の中で次に扱うテーマをキーワード的に登

場させてもよいのではないか。「食欲」と「睡眠」は関連している部分もあるので、

次につながるような演出をしたほうがよいと思う。また、ゲストの中に専門知識を

持つ人を入れるなど、もう少し多様性があってもよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ケトン体が多い状態が続くのは危険だと言われることも多

かったのが、ここ数年の研究で実は安全であることが研究者

たちの間ではっきりとしてきた。この番組では「食欲」をテー

マにして、ケトン体についての最新情報を伝えたいと考えた。

「万物トリセツショー」は、しっかりとした根拠に基づいた

科学的な内容をエンターテインメントに仕立てることで楽

しんで見てもらうことを意図している。十分に配慮して制作

したつもりだが、まず正確な情報を伝える科学番組であるこ

とを前提に、エンターテインメント性も追求番組していけれ

ばと考えている。日常生活に取り入れづらいという指摘は真

摯（しんし）に受け止めたい。頂いた意見は参考にしたい。 

 

○  クレイアニメや鳥のキャラクターのトリンキーなど、設定が複雑すぎ、「トリセ

ツショー」がどのような番組かをひと言で説明できない。もう少しシンプルな演出

にしてもよいのではないか。１６時間食事を取らないという実験の部分は、拒食症

の経験がある人には見るのがつらくなると思うが、ダイエットによって体や心がボ

ロボロになってしまう危険性もしっかりと紹介されていたのは、そうした視聴者の

安心感につながる。今や世界中の若い世代には“ながら食べ”が普通な状況なので、

五感を活用して食べる「マインドフル・イーティング」の紹介は新鮮で興味深かっ

た。 

 

○  第１回の「イカ」と今回の「食欲」をどちらもオンタイムで見た。若い世代に向

けた番組のテーマとしては、「イカ」のほうがマニアックな内容でおもしろかった

と思う。「食欲」は、これまでさまざまな番組で取り上げられてきており、関心を

持つ人も多い一般的なテーマであるがゆえに、内容にあまり驚きがなく、派手な演

出とのバランスが悪いと感じた。知っている情報をオーバーに伝えられると、見る
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のがつらくなる。視聴者に飽きられないように、定期的に演出を変えることは重要

だが、「ガッテン！」のほうがよりクリアに情報を受け入れられると感じた。 

 

○  関心のあるテーマで、興味深く視聴した。ＶＴＲを見て出演者がさまざまなコ

メントをするという演出はインターネットの動画でもトレンドになっており、違和

感はなかった。出演者のコメントもある程度評価できる内容だと感じた。ただ、エン

ターテインメントショーとしてはおもしろかったが、紹介された情報を日常生活に

どのように生かすかという点では、あまり印象に残らなかった。丁寧に解説するの

はよいが、ややメリハリが足りなかったように思う。“トリセツ”をコンセプトに

するのであれば、どのような行動を取るのがよいのかしっかりと伝えることが重要

だと思う。番組の最後に、ポイントのおさらいがあると、視聴者の行動喚起につな

がると感じた。 

 

○  食欲を抑える実験の被験者たちは個性的でおもしろかったが、ややバラエティー

色が強すぎたと思う。情報があまり伝わってこないと感じたが、それが一因だった

のではないか。ダイエットに関連する情報は、よい面だけが伝えられることが多い

が、リスクについてもしっかりと言及していたのは評価したい。さまざまなあるダ

イエット法も、体質などによって合う、合わないがあるので、その点にも留意した

情報の伝え方を今後も意識してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  食欲の抑え方だけではなく、どのようしたら食欲が湧くの

かという視点の情報も伝えたいと考えていたが、結果的に盛

り込めなかったことは反省点だ。楽しんで見てもらいたいの

で、明るい雰囲気の演出を意識しているが、過剰ととられる

としらけてしまうというのは指摘のとおりなので、バランス

をしっかりと考えたい。視聴者の役に立つ番組になるよう、

改善を重ねていきたい。 

 

○  とても分かりやすく情報が伝えられていて、過度なダイエットに走らないよう注

意を促すコーナーもあり、興味深い番組だった。ただ、今回の番組の内容は数々の

ダイエット法と何が違うのかや、信頼性についてはよく分からなかった。番組で紹

介していたジョンズ・ホプキンス大学の研究結果に基づいた食欲の抑制が、どの程

度インパクトのある研究成果であるのかを示すと、この手法がすぐれていることが

より伝わったと思う。過度なダイエットに対する警告も伝えていたが、根拠とした

米国の実験はやや特殊な状況で、あまり実感が湧かないので、日常生活に潜むダイ



10 

エットの落とし穴を紹介したほうがよかったと思う。また、コロナ禍で摂食障害の

子どもたちが増えているので、長い空腹時間を設ける手法に焦点を当てたことは少

し気になった。 

 

○  ジョンズ・ホプキンス大学のマーク・マトソン教授の論文に基づいて正確な情報が

伝えられており、丁寧な取材が行き届いた番組だと感じた。ただ、空腹時間を１６時

間とることで、１日のうちの食事をしてもよい時間が８時間に限られ、１日の食事量

が減るという効果もあるが、空腹時間でないときは好きなだけ食べてもよいと誤解し

てしまう恐れもあると感じた。また、今回のテーマは「食欲」であるものの、ダイエッ

トという視点では運動も欠かせないので、その点についても言及があるとよかったの

ではないか。委員からはさまざまな意見が出たが、個人的にはとてもおもしろかった。

この番組をきっかけに生活習慣を変えることは難しいとは思うが、１日おきに絶食す

るなどの空腹時間を長く取る別の方法もあるので、視聴者がさまざまなことに関心を

持つきっかけになったと思う。よりよい番組になることを期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  さまざまな手法がある中で、今回はマーク・マトソン教授

の論文を根拠にした手法をお伝えした。食欲というテーマを

取り上げるとどうしてもダイエットが関係してくるが、むや

みにダイエットを勧めることは本意ではないので、番組の構

成には苦労した。頂いた意見は今後の番組制作に生かしてい

きたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月３日(水)の「第６９回全日本剣道選手権」(総合 後 3:10～4:00)を見た。

番組の中で日本武道館での開催は３年ぶりとなったことや、選手は面の下にマスク

を着けるなどしっかりとした感染対策がなされて行われた大会であることを伝え

ていた。コロナ禍で長期間練習できないことが影響し、成績が振るわない選手がい

ることも紹介されていた。スポーツの大会や競技の実施にあたっては、みな感染対

策に苦労していることと思う。剣道は国内の競技人口も多いので、現状について

もっと報道してもよいのではないか。また、試合残り時間が表示されていないなど、

中継には工夫の余地があると感じた。競技の中継はもちろん、剣道の魅力や有力な

選手の日常を伝えるような番組をもっと放送してほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  試合の残り時間が表示されないという指摘など、頂いた意見

は現場に伝え、今後に生かしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  １１月３日(水)の「ニュースウオッチ９」では、剣道経験者

の田中正良キャスターが会場に赴き、２人の選手に焦点を当て

てリポートで伝えた。 

 

○  １１月１３日(土)の【ストーリーズ】ノーナレ「鯨を獲（と）る 密着！商業捕

鯨船団の５３日間」を見た。波音やクジラの呼吸音に臨場感があり、自然の音をう

まく活用していると感じた。ナレーションをつけないことで、映像そのものがダイ

レクトに伝わってきて感動を覚えた。捕鯨については国際的にも賛否両論ある。ク

ジラがしとめられるシーンは刺激が強いものだったが、命をいただくことで私たち

が生きていることがよく伝わってくる映像だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  海外のドキュメンタリー番組では、ナレーションを付けな

いのが主流になっている。ＮＨＫがこれまで制作してきたド

キュメンタリー番組の中には、ナレーションがやや過剰だと

されるものもあり、その反省も踏まえて数年前に立ち上げた

番組だ。頂いた意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  １１月３日(水)の「未来王２０３０」(総合 前 10:07～11:07)を見た。ゲームの

ように楽しみながらＳＤＧｓについて学べる内容で興味深かった。かつては「主婦

の知恵」として知られていたようなことが、今ではＳＤＧｓの取り組みとして若い

世代が向き合っていることに時代の流れを感じた。一方で、番組のテンポがやや早

く感じたので、出演者の疑問に対する解説の時間をもう少しとるとよかったのでは

ないか。ＳＤＧｓについては今後もさまざまな番組で扱い、考え方を広めてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  バーチャルリアリティーなどスタジオ演出にさまざまな工

夫を凝らして取り組んでいる番組だ。頂いた意見は今後の番

組制作に生かしていきたい。 
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○  １１月４日(木)のコズミック フロント「レディ・サピエンス」を見た。近現代

の男女の役割分担を先入観にした、これまでの“古代の女性像”が、最新の研究で

次々と覆っていることが紹介されていた。ジェンダーの視点で人類の歴史を見直す

と、新たな発見があることがよく分かった。古代に限らず、さまざまな時代の研究

成果を紹介してほしい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１０月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１８日(月)、ＮＨＫ放送センターにおいて、

１６人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、２０２１年度後半期の国内放送番組の編成についてから説明があり、

２０２２年度の番組改定とあわせて意見の交換を行った。続いて、放送番組一般も含め

て活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（(株)松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

磯崎 功典（キリンホールディングス(株)代表取締役社長） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

馬場 利彦（全国農業協同組合中央会専務理事） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜「２０２１年度後半期の国内放送番組の編成」および  

「２０２２年度の番組改定」について＞ 

 

○  北京オリンピック・パリンピックについての放送予定は決まってきているのか。 
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（ＮＨＫ側） 

  現在、放送計画を検討中なので、確定しだい改めてお知ら

せする。 

 

○  コロナ禍の影響で「連続テレビ小説」と「大河ドラマ」の放送時期が通常と異なっ

ているが、いつごろから本来の形に戻るのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスの感染状況次第ではあるが、「大河ドラ

マ」に関しては通常通り年明けからスタートできる予定だ。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月２６日(日)のＮＨＫスペシャル「認知症の先輩が教えてくれたこと」を見た。

認知症の専門医療を行う病院の一角で、認知症の当事者自身が認知症の人やその家

族の悩みを聞くという取り組みに焦点を当てていた。認知症の人だけではなく、支

える家族たちの葛藤がそれぞれの視点で描かれ、しだいに事実を受容するプロセス

が印象的な番組だった。今や家族に介護が必要な人や、認知症の人がいることは当

たり前になってきているので、多くの人に希望や気づきを与えてくれる良質な番組

だった。番組の中の、認知症の当事者を献身的に奥さんが支える様子はとてもすて

きなシーンだった。しかし、日本では、家族が介護すべきだという価値観がいまだ

に根強いので、施設などを利用している方々が後ろめたさを感じてしまう可能性が

あると感じた。施設を利用することは当事者を取り巻く関係者が幸せに暮らすため

にも悪いことではないので、さまざまなサービスを利用しながら生き生きと過ごし

ている事例も紹介してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍の影響で取材は困難を極めたが、番組の舞台と

なった病院にディレクターが何度も通って取材を続けた。取

材相手と良好な関係を築けたたことで撮影できたシーンも多

かった。頂いた意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  １０月３日(日)のＮＨＫスペシャル「中国共産党 一党支配の宿命」(総合 後

9:00～9:54)を見た。２年前に 101 歳で亡くなった中国共産党元幹部の李鋭氏の日
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記をもとに中国の実像に迫っていて興味深かった。７０年にもわたって日記を書き

続けていたのは驚きで、とても貴重な資料だと感じた。中国の激動の歴史について、

中国共産党誕生以前から李鋭氏が亡くなる直前までを、日記をたどる形で丁寧に伝

えていたのがとてもよかった。共産党の幹部でありながら、李鋭氏が中国国家につ

いて客観的に捉えていたことがよく分かり、感心した。衝撃的な内容も含まれてお

り、１時間弱の番組では伝えきれなかったことも多いと思う。もう少し時間をかけ

て掘り下げてもよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  李鋭氏は書きためた日記を娘に託し、後世に残すことを

望んでいたと聞いている。今回、研究者とともにこの日記を

読み解いたことが、番組につながった。中国国家のあり方に

対して李鋭氏が抱いていた懸念やある種のアンチテーゼを伝

えられたと思う。中国については今後も多角的に伝えていき

たい。 

 

○  １０月１０日(日)のＮＨＫスペシャル「ＲＥＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ 銃弾のスラ

ム 再生の記録」を見た。南アフリカのケープタウンで、ギャングたちの更生を模

索する牧師の活動に焦点を当てていた。牧師の活動はギャングたちへの支援にとど

まらず、ビジネスについて指南をするなど、どのように貧困から抜け出して生活を

していくかということにまで及んでいて、示唆に富んだ番組だった。極めて治安が

悪い地域を長期間取材し、映像とともに伝えたことを評価したい。 

 

○  １０月１０日(日)のＮＨＫスペシャル「ＲＥＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ 銃弾のスラ

ム 再生の記録」を見た。投資家として成功した人物が牧師になり、現地のギャン

グを支援する様子を伝えていた。ただ支援をするのではなく、現状から抜け出し、

どのように生きていけばよいのか具体的な方法を伝えていることがすばらしいと

感じた。ギャングたちの生活の拠点をつくり、スラムを再生するというアプローチ

に感心した。世界各地にあるスラムでの、有効な支援のあり方を示唆した意義のあ

る番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  去年５月に放送したＮＨＫスペシャル「世界同時ドキュ

メント 私たちの闘い」で取材をしていたなかで、南アフリ

カでギャングの支援をしているこの牧師の存在を知り、取材

を深めて今回の番組につなげた。現地で撮影された膨大な映
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像の中から、厳選してお届けした。世界各国から参考にした

いという声が寄せられる、ユニークな取り組みを伝えること

ができたと考えている。 

 

○  １０月１７日(日)のＮＨＫスペシャル「横綱 白鵬 “孤独”の１４年」(総合 後

9:00～9:54)を見た。１４年間も横綱として活躍した白鵬関の歩みを伝えた番組で感

銘を受けた。横綱という一見華やかにも思える立場の裏に、想像を絶するプレッ

シャーや孤独があることがとてもよく伝わってきた。横綱の重責に加えて、外国人で

あるという事実が白鵬関を苦しめてきたことが改めて浮き彫りにされていた。稀勢の

里関との取り組みでは応援の歓声に大きな差があり、胸が痛んだ。相撲と日本を愛し、

心血を注いで土俵に立ち続けながらも、愛するものから愛されない悲哀と、それでも

横綱として勝ち続けてきた白鵬関の覚悟や強さがこれでもかと伝わってきた。元横綱

の北の富士さん、朝青龍さん、稀勢の里さんのインタビューからは、横綱を経験した

人でしか分からない横綱の重みがよく伝わってきた。関係者から見れば、物議を醸し

た取り組みも一般に誤解されている面が多いことも分かり、納得感があった。今もさ

まざまな差別があるなかで、日本人が国籍やジェンダーなどさまざまな境界線にとら

われず、受け入れる心を持つことができるのか問われていることを強く感じる番組で

すばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  白鵬関の引退をきっかけに、これまでの歩みを伝えたいと考

えた。白鵬関にはこれまでも取材を積み重ねてきており、本人

や関係者へのインタビューを通して、どのような気持ちで横綱

の重責を担ってきたのかについてしっかりと伝えることができ

たと考えている。 

 

○  ９月２０日(月)の「病院ラジオ～リハビリ病院編～」(総合 前 8:15～9:15)を見

た。お笑いコンビのサンドウィッチマンが病院に開設した特設ラジオ局を舞台に、

患者や家族との会話を通して彼らの日常や胸の内を伝えており考えさせられた。

サンドウィッチマンの２人の受け止め方やことばの選び方には優しさがあふれて

おり好感をもった。さまざまな患者の声や、家族を巡るエピソードが視聴者にも身

近に感じられるような構成になっていることがすばらしかった。番組の途中で差し

込まれる患者からのリクエスト曲も前向きさが感じられて印象に残った。細部まで

しっかりとした配慮が行き届いた秀逸な番組だった。 
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（ＮＨＫ側） 

  患者や病院の関係者がそれぞれの思いやコロナ禍での苦労

など、ふだんあまり口にできないことを語ってくれたことで視

聴者に届く番組になったと考えている。 

 

○  ９月２３日(木)の「追悼 経済評論家 内橋克人 未来への遺言」(総合 前 10:05

～10:30)を見た。９月１日(水)に経済評論家でジャーナリストの内橋克人さんが亡

くなられた。番組では内橋さんの数々の発言を振り返っていたが、示唆に富んだも

のばかりだった。かつて内橋さんは日本の技術力が相対的に低下することに危機感

を示していたが、現実のものになってしまったと感じている。また、労働者の問題

についても指摘していたが、非正規雇用が増え貧困層が拡大していることが深刻な

問題になっている。内橋さんが抱いていた危機感が今現実になっており、その先見

性に驚かされた。内橋さんはラジオにも数多く出演されていたので、音声のアーカ

イブもぜひ活用してほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  内橋さんには「クローズアップ現代」に５０回出演しても

らった。内橋さんがかつて危惧していた「行き過ぎた規制改

革」が引き起こす問題は現在でも古びていない。今後もさま

ざまな課題を取り上げていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  内橋さんについては、ラジオ第１でも９月１４日(火)から

１６日(木)に放送した「三宅民夫のマイあさ！」の中で過去

の音源をもとに振り返った。頂いた意見は現場に伝え、音源

の活用法も検討していきたい。 

 

○  ９月２３日(木)の時論公論 クエスチョン・タイム「９．１１から２０年 混迷

深める世界」(総合 後 1:05～2:00)を見た。アフガニスタン情勢などについて大学

生とＮＨＫの解説委員がともに考える内容でとても興味深かった。ＮＨＫの解説委

員がそれぞれ自己紹介をしていたが、さまざまな経験をしていて驚いた。大学生や

大学院生からの質問で構成されていたことがとてもよかったが、放送中に寄せられ

た視聴者の質問は、やや高齢の世代に偏っていて残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「時論公論」とは異なる時間帯に、拡大版として年に数回
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放送している番組で、若い世代の質問にＮＨＫの解説委員が

答えることをコンセプトにしている。アメリカの同時多発テ

ロ事件から２０年というタイミングに、この事件をリアルタ

イムで知らない学生たちに対して事件の衝撃と世界に与えた

影響を伝え、将来を見通すことを意図した。 

 

○  ９月２３日(木)の「１ミリ革命」(総合 後 7:30～8:15)を見た。自転車事故を減

らすことをテーマにしていたが、企画のおもしろさの裏に深い取材が感じられる力

作だった。自転車交通の問題点を明らかにし、それを解決するためのアイデアもう

まく提示されていた。また、番組のホームページも充実しておりすばらしいと思う。

ただ、自転車に乗る際のヘルメット着用の重要性についてはあまり触れられていな

かったのが残念だった。日本はヘルメット着用の意識が薄いと感じているが、事故

から頭部を守る重要性はとても高い。ヘルメットをかぶっていたことで命が助かっ

たという事例を紹介するなど、視聴者が受け入れやすい工夫をして、その大切さを

伝えてほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「１ミリ革命」は開発番組として制作した。今回は自転車事

故をテーマにしたが、ＮＨＫが社会課題を取り上げるにあたり、

少しでも問題の解決に資するようなアイデアを示したいという

思いを番組タイトルに込めている。この番組をきっかけに、実

際に新しい取り組みが始まった事例もあるようなので、その後

の動きも伝えられるような番組にできればと思う。ヘルメット

の重要性についての指摘は現場に伝えるとともに、今後の番組

制作に生かしていきたい。 

 

○  「１ミリ革命」を見た。社会課題について問題提起だけでなくその解決にまで踏

み込んでいて、従来のメディアの役割を超えたすばらしい番組だった。行政や企業

のほか、芸人や子どもたちなど、ありとあらゆる主体を巻き込みながらおもしろお

かしいアイデアで課題を解決しようとすることで、多くの視聴者がこの問題を自分

のこととして捉えることができたのではないか。全国各地で社会課題に取り組む大

学や企業などと番組が連携することで、世の中をよりよくする動きを活発化させる

ことができると感じた。 

 

○  ９月２８日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「一瞬に、心を込めて～空港

グランドスタッフ・中山弓子～」を見た。コロナ禍で国際線の運行数は激減し、国
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内線の予約率も低調で、航空業界は窮地に立たされている。このような状況の中、

従業員がどのようにモチベーションを保って質の高い仕事をしているのか、中山

さんの活動のドキュメントを通して伝えていて興味深かった。厳しい環境の中でも

おもてなしの心を忘れずプロフェッショナルとしてさまざまな業務に向き合う様

子に感動した。想像力を働かせる仕事ぶりは参考になったし、航空会社の底力も感

じられる内容でとてもよかった。 

 

○  １０月１２日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「心をこめる、人形を生き

る～人形操演・山田はるか～」を見た。Ｅテレの子ども番組で人生を救われた引っ

込み思案の少女が努力を重ね、人形を通じてさまざまなことを表現する“人形操演

者”として成功する様子を丁寧に描いており感動的だった。相手の気持ちを想像し

たうえでより深く伝わる方法を考え、それを人形に乗せて届ける技術に驚かされた。

本人はコミュニケーションが得意ではないと言うが、卓越したコミュニケーション

力を持っていると感じた。コミュニケーションとは何か、深く考えさせられた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  人形の操演が新しいコミュニケーションのヒントになると

いう指摘は興味深く、頂いた意見は現場に伝えるとともに、

今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ９月２９日(水)のロコだけが知っている「サンド×地元愛バラエティー 新潟お

にぎり＆奈良金魚すくい」を見た。これまで特集番組として何度か放送されていた

が、レギュラー化の第一回だった。番組タイトルで使用されている「ロコ」が意味

するものは、サブタイトルからおおよそ想像できたが、番組の中で丁寧な説明があ

るとよかったのではないか。地域愛を感じることができる番組で、「サラメシ」の

ようにしっかりと定着してほしいと思う。地域愛を持っている人は年々減ってきて

いるように感じているが、宮城県出身ということが広く知られているサンドウィッ

チマンの二人は、地域愛を象徴する意味でも司会に適任だと感じた。新潟県の米作

りの様子が紹介されていたが、農作業を体験したことがない数多くの視聴者に伝え

ることはよいと思う。食材などを番組で取り上げる際には、その生産現場について

も紹介するとより魅力が伝わりやすいのではないか。初めて知る情報も多く、引き

続き期待したい。 

 

○  ９月２９日(水)のクローズアップ現代＋「“孤立という病” コロナ禍の健康被

害」を見た。コロナ禍で外出など活動頻度が減少したことで身体機能が衰え、うつ

病や要介護状態になるリスクが高まっていることを伝え、社会とのつながりを作る
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「社会的処方」という取り組みについて特集していた。孤立が認知機能の低下など

の原因となることへの注意喚起とともに、医療関係者や介護関係者のつながりやさ

まざまな取り組みを紹介していてとてもよかった。緊急事態宣言解除で、社会活動

が活発になろうとしているタイミングでヒントを与えてくれる番組ですばらし

かった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍で社会からの孤立を感じている人も多いと思う。

現場を取材する中で、「つながり」の重要性が見えてきた。孤

立の問題は政府も重要な課題と捉え、政策課題に挙げている。

このテーマについては今後も掘り下げて伝えていきたい。 

 

○  １０月１４日(木)のクローズアップ現代＋「自衛隊アフガン派遣の内幕・緊迫の

“退避作戦”でなにが？」を見た。外務省や防衛省などの内部資料をもとに、さま

ざまな角度から、退避作戦の実態について詳しく伝えており、ＮＨＫの取材力の高

さを感じる番組だった。日本政府の危機管理や見積もりの甘さがよく理解できた。

およそ１年前から退避対象者のリストの準備を始めた国がある一方で、日本政府の

リスト作成は８月になってからだったことなど、しっかりと問題提起をしていた。

この番組をＮＨＫプラスで視聴したが、一部配信されていないパートがあった。配

信のできない映像があることはやむを得ないが、ナレーションだけでも聞くことが

できれば、番組の理解に役立つのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  有事の際の在留邦人関係者の救出は重要なテーマだと考え

ているので、評価をいただきありがたく思う。配信できない

映像をナレーションごとカットしているのには、権利の問題

だけではなく技術的な問題もある。ナレーションのみを配信

することは難しいかもしれないが、指摘は受け止め、よりよ

いサービスを検討していきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  インターネットで配信する権利のない映像は、付随する音

声も使用ができないケースがほとんどだ。映像の音声とナ

レーションがミックスされているため、現在は、ナレーション

も含めて音声を絞る対応をしている。指摘の点は課題として

認識しているものの、仕様の問題もあり改善は簡単ではない
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状況だ。意見は参考にし、引き続き検討していきたい。 

 

○  １０月６日(水)の「ニュースウオッチ９」を見た。連合の会長に初めて女性の芳

野友子さんが選ばれたことを伝えていた。今後もさまざまな観点で取材するのがよ

いと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  芳野さんは女性初の連合会長ということで、和久田麻由子

キャスターがインタビュアーとなって話を聞いた。ジェン

ダーや多様性の観点からも、意義のあるインタビューになっ

たと考えている。 

 

○  １０月１５日(金)のゲームゲノム「本田翼×星野源×小島秀夫出演！名作ゲーム

の魅力に迫る教養番組」(総合 後 10:45～11:15)を見た。動画投稿サイトなどでゲー

ムの実況配信などもしている俳優でモデルの本田翼さんがＭＣの番組で、とても楽

しみにしていた。あまりテレビの仕事をされないゲームクリエイターの小島秀夫

さんが出演していたことも評価したい。スタジオの雰囲気は柔らかくてよかったが、

ややゲームの紹介にとどまってしまったのは残念だった。ゲームが作られた背景や

歴史のほか、別の作品との関連性などをもっと深掘りするとなおよかったと思う。

スタジオトークは番組で使われた以外にも長時間にわたったそうだが、ＮＨＫプラ

スなどでノーカット版を配信するなど、新たな取り組みを考えてもよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ゲームを文化として捉え、掘り起こすことを目指した開発

番組だ。ゲームが作られた背景や歴史、別の作品との関連性

なども伝えることを目指していたが、指摘のようにそうなら

なかった部分もある。頂いた意見は現場に伝えるとともに、

今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスは、放送番組をそのまま配信しており、ノー

カット版の配信をすることは現状では難しい。未放送シーン

をデジタルも含めてどのように活用していくか、意見を踏ま

えてさまざまな手段を検討していきたい。 

 

○  １０月１６日(土)の有田Ｐおもてなす「Ｚ世代に人気のインフルエンサーをおも
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てなす！」を見た。芸人とＳＮＳなどで大きな影響力を持つインフルエンサーがコ

ラボレーションしてコントをする企画で、とても楽しめた。ただ、せっかくインフ

ルエンサーをゲストに迎えたのであれば、その機会を十分に活用してほしかった。

出演したインフルエンサーたちはそれぞれのＳＮＳアカウントで番組の告知はし

ていたが、もっとこの番組について拡散してもらうよう働きかけてもよいのではな

いか。また、流行のフレーズを使ったネタを披露するというコーナーがあったが、

取り上げたフレーズはもはやはやっているとは言いがたいことばだったのは残念

だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取り上げた流行語やゲストの活用について指摘は現場に伝

えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ドラマ１０「オリバーな犬、（Ｇｏｓｈ！！）このヤロウ」を見た。とてもおも

しろく、楽しむことができた。出演者が豪華で、個人的には満足度の高いドラマだっ

た。視聴者の賛否は分かれたかもしれないが、引き続きさまざまな形のドラマに挑

戦してほしい。 

 

○  ドラマ１０「オリバーな犬、（Ｇｏｓｈ！！）このヤロウ」を見た。俳優のオダ

ギリジョーさんが脚本と演出を担当し、みずから出演したドラマだ。そうそうたる

俳優たちが出演しており、予想もつかない場面転換など斬新な演出だと感じた。Ｎ

ＨＫが放送してきたドラマとはイメージが異なっていて、これまでにないドラマを

作りたいという制作者の意気込みを強く感じた。実験的な要素があり賛否はさまざ

まだと思うが、印象に残るドラマだった。 

 

○  ドラマ１０「オリバーな犬、（Ｇｏｓｈ！！）このヤロウ」を見た。俳優のオダ

ギリジョーさんが脚本と演出を手がけたドラマで、とてもすばらしかった。出演し

ている俳優も豪華で、展開や演出もしゃれていて、細部まで工夫されたよくできた

ドラマだった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  斬新な演出の挑戦的なドラマなので、制作側でも賛否が分

かれるだろうと考えていた。好評の声を多くいただきありが

たく思う。今後も多様なドラマを制作していきたい。 

 

○  【よるドラ】「古見さんは、コミュ症です。」を見ている。他人に対して過剰なほ
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どに配慮してしまう性格の主人公と、コミュニケーションが苦手なヒロインが繰り

広げる高校生活を描いたドラマでとてもおもしろく見ている。「よるドラ」はドラ

マを通して多様なテーマについて伝えていることを評価している。このシリーズも、

人とは少し違っていてもそのままでよいというメッセージが感じられて温かな気

持ちになった。伝えるべきことはしっかりと伝えるというＮＨＫの姿勢を示したう

えで、ときに挑戦的な演出も織り交ぜたドラマで好感を持っている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  人付き合いについて多くの人が共感できるようなシーンが

数多くあるドラマになったと考えている。ドラマについても

さまざまなテーマや演出に取り組み、多様な番組を制作して

いきたいと思う。 

 

○  【プレミアムドラマ】「白い濁流」を見ていた。大学の薬学部を卒業して就職し

た優秀な研究者が、みずからの野心やさまざまなしがらみから不正に手を染め悪の

道に転落していくという内容で楽しめた。ドラマを通して研究者の思いやその背景

にあるものを広く知らせる意味で、このようなドラマは意義があると思う。ただ、

ストーリーはありきたりでやや古い感じが否めなかった。研究者や研究について描

くドラマを制作したことは評価するが、もう少し現代の実情を反映したストーリー

のほうが、リアリティーがあったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ややありきたりな内容だという意見は受け止め、今後のド

ラマ制作に生かしていきたい。 

 

○  ９月２５日(土)のＴＶシンポジウム「増える心臓弁膜症 あなたは大丈夫！？」

(Ｅテレ 後 2:00～2:59)を見た。弁膜症を経験した方がゲストで、どのような症状

だったのか、再現ドラマなどを用いて分かりやすく解説していた。また、最新の治

療法を分かりやすいイラスト動画で解説していた点もよかった。視聴者からの質問

を受け付けて、ゲストの医師が回答するのは新しい試みで興味深かった。ただ、診

察していた医師が患者にマスクを外させ、自らもマスクを外すシーンには、ワク

チンを接種しているという断りのテロップがあったものの、違和感を覚えた。また、

フランスの実例など、高度な技術を有する治療を集約化する世界的な傾向について

紹介していたが、日本ではどの程度集約化が進んでいるのかもしっかりと伝えてほ

しかった。 
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○  「ねほりんぱほりん」を見ている。とてもおもしろく、若い世代もとりこになる

番組だと感じている。引き続き期待したい。 

 

○  １０月８日(金)のねほりんぱほりん「女子刑務所にいた人 前編」と１０月１５

日(金)の「女子刑務所にいた人 後編」を見た。後編は、女子刑務所で出産をした

人、手術をした人、結婚をした人の３人がゲストで、刑務所内での生活について赤

裸々に語っていた。司会のＹＯＵさんの突っ込みと、それに対する山里亮太さんの

フォローもいつも以上にキレがよく、女子刑務所内の実態が際どい内容も含めてよ

く分かり、とても興味深かった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  正面から扱いにくいテーマについても、人形を用いた演出

を加えることで印象を少し和らげて視聴者に伝えることを

コンセプトにした番組だ。今後もとがったテーマを取り上げ

ていく予定なので期待してほしい。 

 

○  １０月１７日(日)のＢＳ１スペシャル「五輪の厨（ちゅう）房密着８００日選手

村食堂の秘められたドラマ」を見た。東京２０２０オリンピック・パラリンピック

の選手村の食堂の舞台裏を伝えた番組で、これまで放送してきたシリーズのいわば

総集編だった。コロナ禍によって大会開催に向けた世の中の空気感がめまぐるしく

変化し、関係者がそれに振り回される様子は気の毒だった。コロナ禍での開催と

なった大会の裏側でどのようなことが起こっていたのかを記録した、資料価値も高

い番組になっていたと思う。選手村の食堂は海外の選手たちからも好評だったとの

ことで、対外的に日本をアピールする意味でも、重要な責務を果たしたと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘のとおり、「世界はＴｏｋｙｏをめざす」という番組で

継続的に取り上げてきたテーマについて、大会が終わったタ

イミングで総集編的に伝えた番組だ。コロナ禍で大会が１年

延期となり、関係者も苦労が多かったようだが、各国の選手

からは食堂がとても好評だったと聞いている。厨房という選

手村の食堂の知られざる舞台裏をしっかりと伝えることがで

きたと考えている。 

 

○  ９月１２日(日)のＢＳ１スペシャル「甲子園で輝きたい～女子高校球児の夏～」

(ＢＳ１ 後 11:00～11:50)を見た。ＮＨＫは女子高校野球についてニュース番組な
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どでたびたび取り上げており、すばらしいと感じている。高校生が一生懸命に取り

組む姿に胸を打たれた。全国高校女子野球に出場したのは４０チームで、まだまだ

発展途上なのだと思う。野球に限らず、サッカーやラグビーなどのスポーツの世界

のほか、学問の世界も含め、これまで男性中心と思われていた社会で活躍している

女性は数多くいる。引き続き丁寧に取材をして伝え続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  全国高校女子野球の決勝戦が甲子園球場で行われたことを

きっかけに番組を制作した。今後もスポーツの世界で起こる

さまざまなドラマを、視聴者に届けていきたい。 

 

○  １０月１４日(木)に再放送されたヒューマニエンス ４０億年のたくらみ「“筋

肉” 感応する奇跡のシステム」を見た。東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クの開催をきっかけにトップアスリートの肉体に注目が集まるなど、人体について

関心が高まっているタイミングに時宜を得た内容だった。科学的分析で筋肉の驚く

べき働きが解明されていて興味深かった。人類の進化とともに筋肉を使わなくなっ

たことでさまざまな弊害が生じていることが伝えられていた。脳の判断を介さず人

体が動かされるタイミングもあるというのには驚かされた。アスリートの筋肉の動

きを分析することで、人間の生命維持にとって適切な運動を知ることができるとい

う指摘も興味深かった。便利な時代になり筋肉を使うことが減っているので、筋肉

を使うことでさまざまなホルモンが分泌され、心の健康にもつながることをさらに

強調するとなおよかったのではないか。 

 

○  １０月１５日(金)の解体キングダム「都心の超難敵を解体せよ」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

10:00～10:50)を見た。さまざまな解体現場をリポートする内容で、新宿駅近くの

巨大ビルを取り上げていた。人通りが絶えない場所で、安全性や騒音を抑えること

が求められるなか、高い技術力でその難題をこなしているとのことだった。現場の

苦労や工夫などを詳しく知ることができるとても興味深い番組だった。身近な場所

で行われている解体工事の技術について、図などを用いて分かりやすく解説してい

てすばらしかった。 

 

○  「×（かける）クラシック」を聴いている。ＭＣはモデルの市川紗椰さんとサク

ソフォン奏者の上野耕平さんが務めており、クラシック音楽と音楽以外のものを掛

け合わせて伝えるのがコンセプトの番組だ。ＭＣの２人の声のトーンが心地よくす

ばらしい。市川さんはテレビで見る印象よりもさらに生き生きとしていて、クラ

シックについて楽しそうに話す様子に好感を持っている。とてもよいラジオ番組だ
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と思う。 

 

 

（ＮＨＫ側） 

  クラシックに詳しい方からそうでない方まで、クラシック

の魅力を幅広い方に感じてもらうことを意識した番組だ。「Ｎ

ＨＫネットラジオ らじる★らじる」で聴き逃し配信も行っ

ているので楽しんでほしい。 

 

○  １０月５日(火)にノーベル物理学賞の受賞者が発表され、プリンストン大学の上

級研究員でアメリカ国籍を取得している真鍋淑郎さんが選ばれた。気象の研究者が

ノーベル賞を受賞することは珍しく、環境への配慮が叫ばれる中で画期的だったと

思う。ただ、日本人が受賞したことを喜ばしいことであると伝えるだけの報道は疑

問だ。受賞の対象になった業績のほとんどはアメリカの研究施設や大学で行ったも

ので、真鍋さんはかつて日本の研究機構に招へいされたものの、しばらくしてアメ

リカに戻っている。日本は科学技術立国を掲げているにも関わらず制度面も含めて

内実が伴っていないと思う。受賞当日の報道はその偉業を伝えるにとどまっていて

違和感を覚えた。おめでたいニュースではあるが、課題も含めてしっかりと多角的

に伝えることを心がけてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  １０月９日(土)に放送した「週刊まるわかりニュース」で

は、サイエンスライターの竹内薫さんに取材し、日本人受賞

者の業績の多くが海外での研究によるものであることや、日

本の研究環境の課題について伝えた。指摘のとおり、アメリ

カ国籍を取得する日本人研究者は少なくない。その背景にあ

る問題についても引き続き伝えていきたい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年９月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１３日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１５人の委員が出席して開かれた。 

会議では、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１０月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（(株)松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

石堂 真弘（一般社団法人ＪＡ共済総合研究所参与） 

磯崎 功典（キリンホールディングス(株)代表取締役社長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  東京２０２０パラリンピックの競技中継がすばらしかった。中でも競泳や陸上の

実況では、観戦に必要な情報を的確かつ適度に伝えており評価したい。パラ競技は

障害の程度によってクラスが分かれるが、選手たちのハンディキャップについても

適切に紹介していた。一方で、開会式の中継では、式典の演出を詳しく説明しすぎ

ていたと思う。式典の中のパフォーマンスの意図はことばがなくとも伝わってくる

ものだったし、観客が想像力を働かせて解釈することにも価値があると思うのでや
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や煩わしく感じた。閉会式での解説は適度かつ自然でよかったが、アナウンサーの

実況の一部にはやや押しつけがましさを感じた。コロナ禍に配慮したコメントも随

所にあったが、式典についてはもう少しシンプルに中継すればよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  開会式での実況について、もう少し視聴者の解釈に任せた

ほうがよかったのではないかという指摘は制作部局とも共有

する。これからもより視聴者に届く情報の伝え方を考え続け

ていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  パラリンピックの競技中継については、オリンピックと同

様、スポーツ中継として楽しんでもらうことを第一に制作し

た。評価いただきありがたく思う。開閉会式の中継で、どの

程度内容を丁寧に説明するのか、そのバランスは難しく、視

聴者からもさまざまな意見がある。今回は、子どもからお年

寄りまで幅広い視聴者に伝わるよう、丁寧に解説することを

心がけた。頂いた意見は現場に伝え、今後の番組制作に生か

していきたい。 

 

○  ８月２４日(火)の東京２０２０パラリンピック「開会式」(総合 後 7:58～10:53)

を見た。選手たちの入場シーンでは、それぞれの国や選手の情報を丁寧に伝えてお

りわかりやすかった。一方で、開会式の演出については説明を加えすぎていたよう

に感じたので、副音声などを活用して視聴者の好みに合わせてそれぞれ楽しめるよ

うにするとなおよかったのではないか。ゲストの櫻井翔さんがこれからの社会のあ

り方についてコメントをしてしたのが印象に残った。障害者の暮らしやすさでは、

日本は欧米と比較して遅れをとっていると感じる。人々の意識もまだまだ十分でな

い面が多いと感じている。今回の中継は、社会をよくしていこうというメッセージ

が感じられてとてもよかった。 

 

○  東京２０２０パラリンピックについて、民放での放送があまりない中、ＮＨＫは

総合テレビやＥテレだけではなくＢＳ１などで放送したほか、マルチ編成の活用や

インターネットでの展開などあらゆる手段を尽くして競技を伝えており評価した

い。パラリンピックならではのクラス分けや種目数の多さなど、視聴者に分かりや

すく伝えるための苦労も多かったと思う。今大会の経験を生かし、次の大会の放送

につなげてほしい。 
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○  東京２０２０オリンピック・パラリンピックについてさまざまなサービスでしっ

かりと伝えたことを評価したい。パラリンピックがここまで長時間放送されたこと

はこれまでになく、すばらしかった。特に、今大会はパラ競技の魅力が伝わるよう

な工夫がなされており感心した。解説者だけではなく、実況のアナウンサーもルー

ルや戦術を研究していることがよく分かったし、選手たちの能力の高さもよく伝

わってきた。ＮＨＫの中継でパラ競技に興味を持った人も多かったのではないか。 

 

○  東京２０２０オリンピック・パラリンピックはＮＨＫのさまざまなサービスで楽

しませてもらった。オリンピックの開会式では多様性の認識が海外の一般的な見方

とはかけ離れていることなど、さまざまな問題が露呈したと感じたが、パラリン

ピックの開会式と閉会式はダイバーシティ＆インクルージョンを見事に表現して

おり、新しい時代の始まりを感じることができた。 

 

○  ９月１０日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「コロナ禍の東京大会 開催地の人々 

ひと夏の記録」を見た。東京２０２０オリンピック・パラリンピック閉幕後に大会

に関するさまざまな問題を検証していた。多角的な取材で構成されており、よい番

組だった。一方で、出演者のスタジオトークには一貫性が感じられなかった。また、

大会開催期間中の新型コロナウイルスの陽性者と重症者数を示したグラフが紹介

されていたが、大会の開催と陽性者数等の因果関係はまだ検証されていないので、

適切ではなかったのではないか。出演者の１人が、選手村のエアコンの扱いについ

て語っていたが、事実とは異なる話もあったように思う。このような情報について

は、より正確に伝えることを心がけてほしい。 

 

○  ８月１４日(土)のＮＨＫスペシャル「銃後の女性たち～戦争にのめり込んだ“普

通の人々”～」を見た。出征兵士を見送るなど、地域で戦争と関わった「国防婦人

会」に焦点を当てていた。一般の女性たちが戦争に協力させられていった状況がよ

く理解できた。国防婦人会のことを初めて知ったが、戦地に行っていなくても多く

の人たちが戦争に巻き込まれていった事実に恐怖を覚えた。国防婦人会での活動に

は女性の社会参加という側面もあったという紹介があった。軍部によって女性の社

会参加が利用されたという現実を示したことは、女性活躍の歴史を考えるうえでも

意義があると感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  国防婦人会についてはこれまであまり取り上げられてこな

かったが、実際に活動をしていた方々の娘の世代が高齢に
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なってきたこともあって、今回はこのテーマを掘り下げた。

番組の取材で、国防婦人会が当時の女性たちの社会参加の場

になっていたことが明らかになった。善意で活動に参加して

いた女性たちが次第に時代の波にからめとられ、利用されて

しまったという事実を伝えることができた。 

 

○  ８月１４日(土)のＮＨＫスペシャル「銃後の女性たち～戦争にのめり込んだ“普

通の人々”～」を見た。国防婦人会という、これまであまり取り上げられてこなかっ

た切り口から戦争を考えるユニークな番組だった。当初は選挙権もなく“イエ”に

縛られた婦人たちの社会参加の場だったが、次第に軍に利用され、戦争協力と愛国

心強制の装置になっていく課程が丹念に描かれていた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ３人の女性ディレクターが中心になって制作した番組だ。

丁寧に取材を重ねたことで、新たな事実を伝えることができ

たと考えている。 

 

○  ８月６日に戦争に関連した番組が放送されなかったことがＳＮＳなどでも話題

になっていたが、その理由について知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ８月９日(月)にＮＨＫスペシャルの新作「原爆初動調査 

隠された真実」を放送した。東京２０２０オリンピックの開

催期中は競技中継中心の編成とし、オリンピック終了後に原

爆や戦争について考える番組を放送することとした。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫスペシャル」の新作は８月９日(月)に放送したが、

８月６日(金)の深夜には過去に放送した原爆をテーマにした

「ＮＨＫスペシャル」を３本連続で再放送し、ＮＨＫプラス

でも配信した。今回の視聴者の声も参考に、時宜を得た編成

を心がけていきたい。 

 

○  ８月１３日(金)の終戦ドラマ「しかたなかったと言うてはいかんのです」(総合 

後 10:00～11:15)を見た。戦時中に生体解剖という許されない事件があったことは

知っていたが、詳細は知らなかった。このドラマは史実に基づいたフィクションで
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あるものの、実際の事件の詳細をうかがい知れる内容で戦慄を覚えた。冒頭の手術

の再現シーンはとてもリアルに描かれていた。ヒューマンドラマとして主人公の思

いや行動についてもさまざまなことを考えさせられる内容だったが、事件の背景や、

１０人以上いた関係者がなぜ生体解剖を止めることができなかったかについても

掘り下げてほしかった。医療の原点に関わる問題を考えさせられるドラマで、医師

を目指す学生に見てほしい内容だと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  総合テレビでは７５分版を、９月にはＢＳプレミアムで８

９分版を放送した。８９分版はよりメッセージ性のある内容

になっており、ＮＨＫオンデマンドで見ることができる。 

 

○  戦争に関連した番組について、ＮＨＫは毎年かなりの数を放送しており、その努

力を評価したい。これまでは戦争に至った背景など、歴史的事実の検証が多かった

が、ことしは兵士の胸の内や市民の苦悩など人々の心をテーマにした、充実した内

容の番組が多かったと感じた。後世に記録を残すという意味でも引き続き期待して

いる。また、再放送も有効に活用していると感じた。良質な番組を積極的に再放送

することは視聴者サービスとしてすばらしいので、この取り組みを継続してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスでの配信も念頭に、戦争関連の「ＮＨＫスペ

シャル」を集中的に再放送した。今後もさまざまな機会を捉

え、テーマごとにまとめて再放送する取り組みを継続してい

きたい。 

 

○  まれにＮＨＫプラスで視聴できない番組があるが、どのような事情があるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  権利上の問題で、インターネットで配信できない番組もあ

る。 

 

○  ９月１１日(土)のＮＨＫスペシャル「９．１１ 閉ざされた真相～遺族と国家の

２０年～」を見た。２０年前におよそ 3,000 人が犠牲となったアメリカ同時多発テ

ロ事件の背景について掘り下げた番組だった。実行犯の多くがサウジアラビア国籍

だったことなど、驚きの事実を伝えていた。情報開示を求める遺族の要求をアメリ

カの歴代政権が拒否してきたことも驚きだった。アメリカとサウジアラビアが密接
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な関係にあり、テロ事件後にはアメリカとサウジアラビアの武器の取引量が大幅に

増えたことまで取材されていて感心した。国益のために多くのことが公開されずに

隠されたままになっていることがよく分かった。ＮＨＫの取材力の高さを感じる番

組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「９．１１」で家族を失った遺族たちが真相を知ろうと闘

い続けてきたこの２０年の道程に焦点を当てた番組だ。アメ

リカ軍が撤退したアフガニスタンでは、再びタリバンが政権

を掌握する事態となっており、改めてこの２０年について考

えるきっかけとなる番組になったと思う。頂いた意見は現場

に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  アフガニスタン情勢に関する報道についてだが、現地で大きな動きが出たときに

素早く伝えることに苦労しているのだろうと感じている。例えば、８月１６日(月)

のＮＨＫのニュース項目で「アフガニスタン大統領が突然出国 タリバンが政権移

行迫る」としていたが、何をもって「突然」としたのかが明確ではなかった。一報

が海外の報道機関と比較するとおよそ１日以上遅れた報道だったと思う。刻々と事

態が変化する中で、報道機関としてどのように動くべきか苦労していることと思う。

一方で、しっかりと情報にキャッチアップし、特集番組などで丁寧に伝えているこ

とは、ＮＨＫの強みでありすばらしい。これからも海外の情報を正確かつ迅速に伝

えていってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  アフガニスタンについては、指摘のとおり目まぐるしく情

勢が動いている。状況の変化が速いので、情報を伝える時点

でそれが正しいのかという確認も含めて、慎重に報道してい

る。今後もアフガニスタン情勢については正確な情報を迅速

に伝えることを心がけたい。 

 

○  ９月１０日(金)の時論公論「アメリカ同時多発テロ２０年」など、アフガニスタン

情勢や「９．１１」をテーマにした番組が数多く放送されていた。いずれの番組も、

ＮＨＫの取材力が存分に発揮された意欲的な内容ですばらしかった。アフガニス

タンの最新の映像とともに、数々の問題やその背景について分かりやすく解説して

おり感心した。アフガニスタン情勢については、人道的な観点も含めて引き続き丁

寧に伝えてほしい。 
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○  ８月１０日(火)のフェイク・バスターズ「新型コロナワクチンと誤情報」を見た。

ＮＨＫが伝えるニュースをいかに正しい情報として受け取ってもらうかについて

の取り組みを紹介していた。ミスリードを生まない表現や文章の工夫のほか、

ニュースの一部が切り取られて拡散されてしまっても誤解を生まないよう細心の

注意を払っていることがよく理解できた。この番組では、これまでインターネット

上の情報の問題点をテーマにすることが多かったが、今回はＮＨＫとして何ができ

るのかについて正面から伝えており興味深かった。また、９月６日(月)の「ＮＨＫ

ニュース おはよう日本」ではＳＮＳなどを展開しているインターネット系企業が

誤情報とどのように向き合っているのかについて取り上げていた。新型コロナウイ

ルスに関連する誤情報がいかに巧妙に生み出されているのかを丁寧に伝えていた。

「こびナビ」という新型コロナウイルスやワクチンに関する正確な情報を届ける医

療関係者のプロジェクトと動画投稿サイトが協力し、誤解を招く動画が数多く削除

されていることが紹介されていた。このような取り組みはこれまであまり取り上げ

られていなかったので、よかったと思う。各メディアが協力して科学的な根拠に基

づいた正確な情報を正しく伝える必要があることがよく伝わってきた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスの感染が拡大し、ワクチンに関する

誤った情報があふれる中で、正確な情報を伝えることが極め

て重要だと考え、ＮＨＫの取り組みを紹介した。引き続き正

しい情報を伝える報道に取り組みたい。 

 

○  ８月２１日(土)の「アニメ・イン・ザ・ダーク」(総合 後 6:05～6:45)を見た。

視覚障害者たちが認識している世界をアニメで表現するとともに、その制作のプロ

セスを伝える番組だった。この番組を通して、自分自身がこれまで視覚にとらわれ

すぎて、世の中をしっかりと認識していなかったのではないかと感じた。目で見る

とはどういうことなのかについて考えさせられた。視覚がふさがれているからこそ

見えてくる世界があることもよく理解できた。このアニメの制作にあたって、監督

は対話の重要性にたどりついていた。世界の捉え方は人それぞれで、視覚の有無に

関わらずそれぞれが感じている世界は異なっている。対話をすることでそのことに

気付き、互いを認め合うことができると感じた。さまざまな人が共感し合えるきっ

かけになるような番組制作と、共生社会の実現に資するようなテレビの未来に期待

したい。 

 

○  ８月２９日(日)の目撃！にっぽん「東京宿屋ものがたり～オリンピックに見たも
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のは～」を見た。東京の下町にある老舗旅館に密着した番組だった。1964 年の東

京オリンピックの際には宿泊客が押し寄せたが、今回のオリンピックではコロナ禍

でキャンセルが相次ぎ、苦境に立たされているとのことだった。旅館を営む家族を

２か月にわたり取材し、経営者の苦悩や新たな挑戦などを視聴者目線で分かりやす

く伝えていたと思う。新型コロナウイルスの感染拡大の影響であらゆる業種が苦境

に立たされていることが報道されているが、コロナ禍に立ち向かう新たな工夫を取

材して伝えることは困っている人たちへのヒントになる。その意味でも、とてもよ

い番組だった。 

 

○  ９月４日(土)のアナザーストーリーズ 運命の分岐点「落語を救った男たち 天

才現る！古今亭志ん朝の衝撃」(総合 後 11:55～5 日(日)前 0:39)を見た。戦後、

衰退の危機にあった落語界で、入門から５年たらずで真打ちに抜てきされた志ん朝

さんのエピソードが数多く紹介されていた。偉大な父を持つことに悩みながらも、

圧倒的なキレやスピードを武器に芸術的な落語を完成させたことがよく伝わって

きた。ライバルの立川談志さんとの逸話も興味深かった。志ん朝さんの活躍をきっ

かけに落語界が復活していく様子がよく分かり、印象に残る番組だった。 

 

○  ９月６日(月)のうまいッ！「うまみ濃厚！赤身肉の女王！ ダチョウ～茨城・筑

西市～」を見た。ダチョウの肉という珍しい食材を取り上げていた。「うまいッ！」

は日本各地の食べ物の魅力を紹介する情報番組で、生産者たちの努力や工夫を丁寧

に伝えている。さまざまな地域の食材を取り上げ、関連する情報を幅広く取材し、

食の魅力を分かりやすく伝えていてすばらしい。司会でお笑い芸人の天野ひろゆき

さんと塚原愛アナウンサーのコンビも好感を持てる。コロナ禍で取材の苦労も多い

かと思うが、引き続き期待したい。初回放送が平日の昼の時間帯に、再放送が週末

の早朝に編成されていることも、幅広い視聴者に訴求するのでよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「うまいッ！」はさかのぼると「明るい農村」から続く歴

史のある番組だ。明るい雰囲気で地域の食材の魅力を伝える

ことがこの番組の使命だと考えている。ＮＨＫは地域情報の

発信に力を入れているので、今後も地域の情報をしっかりと

取材し、全国に伝えていきたい。 

 

○  ９月９日(木)のクローズアップ現代＋「その校則、必要ですか？ルール改革の最

前線に密着！」を見た。本来、規則はそのコミュニティーが健全かつ持続的に発展

するためにあるもののはずなのに、社会が変化し、ルールがかえって当初の目的を
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阻害する存在になっていしまっていることは数多くあると感じている。制服がなく

なると経済的に苦しい家庭の生徒が困ることなど、必ずしも物事を多数決で決める

のがよいとは限らず、議論を継続して対話を重ねる必要があることなど、実際に校

則を変えようとすることで子どもたちは今まで考えたことがないものに気づいて

いた。校則に限らず、変えられないと思うようなことでも実際には変えられるとい

う、重要な示唆を与えてくれる番組だった。ＮＨＫには今後もさまざまな問題を提

起し、よりよい社会の実現に向けた取り組みを期待したい。 

 

○  ９月８日(水)のクローズアップ現代＋「目指せ！世界標準のバリアフリー▽東京

２０２０大会の先へ」を見た。新国立競技場の設計は、障害のある人をはじめさま

ざまな立場の人が設計に参加する「インクルーシブデザイン」のプロセスを経てい

たことを紹介していた。発達障害など他者から見えにくい障害を持つ人たちへの配

慮もなされているとのことだが、国内ではまだ珍しいケースだ。この知見を全国各

地の公共施設に伝えることが使命だというコメントもあったが、その役割をしっか

りと果たした番組だと感じた。心のバリアフリーについても言及されていたが、こ

の問題は簡単ではなく、ハード面を整えるほど、心のバリアが高まってしまうとい

う側面もある。どのような社会が本当に豊かな社会なのかを考えさせられる番組

だった。健常者も障害者もない社会の構築に向け、他者への理解を深め、対話の場

を設けるような役割をＮＨＫには期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  さまざまな社会的課題が解決に向かうよう、議論のきっか

けとなる番組を放送することは公共メディアの重要な役割の

一つだと考えている。インターネットなども活用しながら、

引き続きこのような課題と向き合っていきたい。 

 

○  ９月１０日(金)のＬＩＦＥ！～人生に捧げるコント～秋「杉咲花、風間俊介、和

牛・川西、豪華キャスト集結！」を見た。以前から「ＬＩＦＥ！」は好きな番組で

よく見ているが、ここ数年の放送で最もよかったと思う。思いきり笑うことはとて

も大切で、その機会を与えてくれる貴重な番組だ。引き続き期待したい。 

 

○  ８月８日(日)の東京２０２０オリンピックの閉会式の時間は、台風９号の日本列

島への影響が心配されていたが、総合テレビでの中継は午後８時４９分から９時２

３分までの間、閉会式をサブチャンネルで放送し、メインチャンネルでは台風関連

のニュースを伝えるという判断がなされていた。人命を最優先に考えるＮＨＫの報

道姿勢が伝わってきて好感を持った。 
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○  ９月１３日（月)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。ミャンマー情勢

の話題を扱おうとしたところで、将棋の藤井聡太二冠のニュースに切りかわった。

ミャンマー情勢に関するニュースが減っていると感じているので残念だった。一方

で、「ＮＨＫスペシャル Ｗｈａｔ’ｓ Ｈａｐｐｅｎｉｎｇ ｉｎ Ｍｙａｎｍ

ａｒ？」というホームページでミャンマーの情報がまとめて伝えられているのは、

すばらしい。このような取り組みを継続してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  北朝鮮の巡航ミサイルに関するニュースが速報で入ってき

たことで、準備していたニュースのオーダーを急きょ変更し

た。ミャンマーについてのニュースは５時台に一度伝えてい

たため、藤井聡太二冠のニュースを生かすという判断をした

のだが、違和感のある放送になってしまった。ミャンマー報

道は重要であり、引き続きしっかりと伝えていきたい。 

 

○  東京２０２０オリンピック・パラリンピックの放送では、台風の接近時にはマル

チ編成を活用してニュースを伝えるなど柔軟な対応がなされており、緊急報道の重

要性がしっかりと考えられていると感じた。一方で、定時の「ＮＨＫニュース」が

短縮されたり、放送開始時間が少しずれたりすることがあった。オリンピック・パ

ラリンピックに対する視聴者の期待が高いことも分かるが、さまざまな事件や災害

も起こっているので、ニュースの扱いは慎重に考えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫニュース７」などの基幹となるニュース番組につ

いては、東京２０２０オリンピックが始まってすぐから定時

性を保って放送してきた。オリンピック中継によって定時の

ニュースを短縮した場合でも、新型コロナウイルスや災害な

どの重要なニュースは優先して伝えることを心がけた。頂い

た指摘を踏まえ、よりよい編成を考えていきたい。 

 

○  ７月３１日(土)のＥＴＶ特集「ドキュメント精神科病院×新型コロナ」を見た。

精神疾患のある新型コロナウイルスの患者を受け入れている病院に密着したド

キュメンタリーだった。衝撃的な内容で、新型コロナウイルスの治療の問題だけで

なく、日本の精神医療の実態を伝えていた。病院関係者が、満足なケアを行えない

病院であっても患者の唯一の居場所になってしまっていると語っていて考えされ
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られた。このテーマについては、引き続き取り上げ、現実を伝え続けてほしい。 

 

○  ８月１４日(土)のＥＴＶ特集「ひまわりの子どもたち～長崎・戦争孤児の記憶～」

を見た。戦争孤児施設の寮長であった餅田千代さんがどのような教育を通して孤児

たちを救おうとしたのかを伝える内容だった。当時の孤児たちが餅田さんの思い出

を語っており、餅田さんの人柄がよく伝わってきた。 

 

○  ８月２８日(土)のＥＴＶ特集「“玉砕”の島を生きて～テニアン島 日本人移民

の記録～」を見た。集団自決に追い込まれ、自らの子どもに手をかけたことなど、

聞くに堪えないような衝撃的な事実が次々と語られるドキュメンタリーだった。こ

のような事実をしっかりと記録に残すことは重要だ。当事者たちの多くはすでに亡

くなられており、過去の映像も用いて貴重な証言を伝えていた。ＮＨＫには多くの

映像資産があると思うので、今後も有効に活用して番組を制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  意見を頂いた「ＥＴＶ特集」は３本とも長期にわたって取

材を進めてきたものだ。「ドキュメント精神科病院×新型コロ

ナ」は、コロナ禍以前から精神科医療の課題について継続的

に取材を進めており、この番組につながった。「ひまわりの子

どもたち～長崎・戦争孤児の記憶～」については、昨年放送

したＥＴＶ特集「“焼き場に立つ少年”を探して」を制作する

中で明らかになった餅田さんの物語を伝えた。今後も戦争の

記憶をつなぐ番組を制作していきたい。また、「“玉砕”の島

を生きて～テニアン島 日本人移民の記録～」のように、映

像資産を活用して後世に伝えるべき歴史を残す取り組みも継

続していきたい。 

 

○  ９月３日(金)のにっぽんの芸能「親子でえがく舞踊の情念 舞踊“日本振袖始”」

を見た。コロナ禍で伝統芸能に接する機会が少なくなっている中、日本舞踊につい

て取り上げた番組で評価したい。「にっぽんの芸能」は番組公式のインスタグラム

を展開するとよいのではないかと考えている。ＮＨＫは映像がすばらしく、今回の

番組では着物の生地までとても美しく映し出されていた。着物やかつらなど、職人

たちの技を紹介するのには、画像主体のＳＮＳが適していると考えている。若い世

代に伝統芸能を伝える意味でも検討してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  ＳＮＳでの展開が成果を挙げている番組もある。頂いた意

見は現場にも伝えたい。 

 

○  ９月７日(火)の先人たちの底力 知恵泉「福祉の世界に新たな風を！小倉昌男」

を見た。宅配便を生み出した経営者の小倉昌男さんが、当時の障害者雇用のあり方

に課題意識を持ち、待遇を改善させようと福祉の世界に経営の考え方を広めたス

トーリーを紹介していいた。先人たちの知恵を分かりやすく学べる番組でとてもよ

かった。津田塾大学客員教授の村木厚子さんをゲストに迎えたこともすばらしかっ

た。村木さんが厚生労働省時代の小倉さんとのエピソードはとても興味深く、小倉

さんの取り組みが意義深いものであることがよく分かった。番組の冒頭で 1964 年

に行われた東京パラリンピックの映像とともに、海外のパラ選手は大半が就労して

いるのに対し、日本のパラ選手は多くが入院患者であるという紹介があった。この

番組では東京２０２０パラリンピックについては触れられていなかったが、パラ選

手たちの生き生きとした姿が報道されている。日本社会はよい方向に変化している

面もあるが、まだまだ課題も多い。先人たちの知恵を生かしてこれからどうすべき

かということについても言及があるとなおよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  障害者雇用についてはまだまださまざまな課題があると考

えている。引き続き「ハートネットＴＶ」などの番組でこの

問題を掘り下げて伝えていきたい。 

 

○  ９月１３日(月)にスタートした「ワルイコあつまれ」(Ｅテレ 前 8:25～8:55)を

見た。「新しい地図」の３人が出演している番組で、今回はイントロダクションの

ような内容だった。今後は歴史や芸能などさまざまなテーマを扱う教育番組になる

とのことだ。今後の３人の活躍に期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ワルイコあつまれ」はあえて予告をせずに初回放送した。

新しいコンセプトの教育バラエティー番組で、「新しい地図」

の３人が熱意を持って取り組んでいる。引き続き期待してほ

しい。 

 

○  ９月５日(日)のＢＳ１スペシャル「市民が見た世界のコロナショック ７月～８

月編」(ＢＳ１ 後 11:00～11:49)を見た。世界各地の市民が自撮り映像でコロナ禍

の今を見つめるシリーズで、とても興味深かった。アメリカでは子どもたちへのワ
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クチン接種をめぐる親たちの本音や葛藤、イギリスでは妊娠や出産を控えた女性た

ちの不安、イタリアとニュージーランドでは観光産業の現状など、各国の状況がよ

く分かった。日本の現状を考えるうえでもとても参考になる内容だった。子どもた

ちや妊婦がワクチンを接種すべきかについては日本でも切実な問題で、考えさせら

れた。イタリアでは観光客の激減で、観光産業に携わる人たちが厳しい生活を強い

られる一方、観光客の増加で不利益を被っていた住民たちからは歓迎されている様

子を見て、海外でも日本の観光地と同じような事例が生じているのだと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスの感染が拡大し始めた時期に、海外の

実情を伝えたいと考えてスタートした番組だ。実際に撮影に

行くことは叶わない中、自撮りの映像を活用することで身近

な視線でコロナ禍の実態を映し出そうと考えた。 

 

○  ９月６日(月)のスポーツ×ヒューマン「戦い抜いて ふたり バドミントン フ

クヒロペア」を見た。東京２０２０オリンピックでの活躍が期待された福島由紀選

手と廣田彩花選手のペアだが、結果は準々決勝で敗退となった。オリンピックでメ

ダルを獲得するなど、終了後もメディアに取り上げられる選手はわずかで、伝えら

れない出来事やアクシデントがあって期待通りの活躍ができないアスリートのほ

うが多いのが現実だ。廣田選手もそんな１人で、大会直前に右膝前十字じん帯断裂

の大けがをした。オリンピックが１年延期になっていなければ、おそらく違った結

果になっていたかもしれないが、スポーツには絶対ということは無い、とうことを

再認識させられた。思いどおりのプレーができないながらも、最後まで笑顔で戦い

抜いたフクヒロペアの吹っ切れた姿にすがすがしさを感じた。華やかな舞台の裏に、

悲喜こもごものドラマがあるのがスポーツであることを改めて感じる番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  フクヒロペアについては、７月１８日(日)に放送したＮＨ

Ｋスペシャル「逆境 その先へ“最強”日本バドミントン」

で東京２０２０オリンピックに臨むまでの過程を伝えた。廣

田選手はその時点で大けがをしていたが、オリンピックを経

て手術が終わり、再び歩みだすまでの姿をこの番組で伝えた。

これからもさまざまなスポーツドキュメンタリーの制作に取

り組んでいきたい。 

 

○  ９月３日(金)の「結～京都 花街の片隅で～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)を
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見た。コロナ禍のいま、舞妓さんたちが何を思うのかについて取材した番組だった。

９２歳の髪結師の女性が紹介されていたが、心を込めて舞妓さんたちの髪を結う姿

や、適度な距離を保った会話にプロ意識の高さを感じた。９２歳とは思えない手さ

ばきや、舞妓さんの話を聞く様子から、伝統を陰で支えている人たちの大切さを改

めて感じた。一つのテーマについてじっくりと伝える番組で味わい深かったが、髪

結師の女性がどのような人生を歩んできたのかをもう少し知りたかった。また、番

組後半はやや冗長な印象を受けた。 

 

○  ９月４日(土)の決戦！タイムリミット「芥川賞・直木賞の舞台裏」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

7:30～8:59)を見た。芥川賞・直木賞の候補作が発表された６月１１日(金)から、

受賞作が決まる７月１４日(水)までの動きを追ったドキュメンタリーだった。作家

だけでなく、出版社の担当編集者や書店、印刷・製本会社など、さまざまな関係者

のエピソードで構成されていて、本好きにはたまらない内容だった。現在の出版業

界をめぐる厳しい現実も多角的にあぶり出されていた。直木賞候補の作家５人は全

員登場したが、芥川賞候補の作家が出てくる場面がそれほど多くなかったのは少し

残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取材のうえでさまざまな制約があったこともあり、今回は

直木賞の候補者を中心に扱った。頂いた意見は現場に伝える

とともに、今後の番組制作に生かして行きたい。 

 

○  ＮＨＫはＴｉｋＴｏｋの公式アカウントを展開していないようだが、とてももっ

たいないと感じている。このＳＮＳでＮＨＫを検索すると、ＮＨＫに対するネガ

ティブな情報が真っ先に出てきてしまう。若い世代に悪い印象が定着しかねないし、

若者向けのブランディングを考えるうえでも望ましくないと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ライブ配信プラットフォームは若い世代を中心に、多くの

人に使われており、ＮＨＫがどのように活用するかは課題だ

と認識している。一方で、プライバシーの問題など難しい課

題もあり、引き続き検討を重ねていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  巨大プラットフォーマーとの向き合い方は課題だと考えて

いる。公式アカウント、チャンネルの開設には、編集権や情
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報セキュリティーの観点も含めて判断している。さまざまな

リスクをしっかりと見極めたうえで、どのように活用すべき

か検討していきたい。 

 

○  東京２０２０オリンピック・パラリンピックに関する放送は全般的に楽しめたが、

インターネットとの連携や役割分担をもっと意識してもよかったのではないか。オ

リンピックの閉会式やパラリンピックの開会式では、総合テレビの放送とは別に手

話通訳が付与されたものがＥテレで放送されていた。手話通訳者が画面に常駐して

いると映像が見づらくなってしまうことに対応したのかもしれないが、多様な共存

共生社会を実現するためには、互いに少しずつ不便を受け入れていくことが必要だ

ろう。多様性をテーマに打ち出している大会なのだから、ＮＨＫは多様性の実現に

向けて、映像が一部見づらくなることを断わってでも、総合テレビとＥテレで分け

るのではなく、総合テレビで手話付きの放送をすべきではなかったか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の中継ではろう者の第１言語である手話を初めて取り

入れた。手話通訳者の手元だけでなく全身を映すため、式典

の映像を縮小して伝えることにした。新たな取り組みだった

こともあり、さまざまなことを想定して制作したが、視聴者

からも大きな反響があった。多様な意見を踏まえて、よりよ

い放送の実現に向けて検討を重ねていきたい。 

 

○  ８月１０日(火)のフェイク・バスターズ「新型コロナワクチンと誤情報」を見た。

ワクチンに関するデマや誤情報について、医療の専門家だけでなくコミュニケー

ション論や心理学の専門家も加えて伝えており、番組の構成がとてもよかった。番

組ではメディアとファクトチェックの緊張関係が必要だという指摘もあって、ＮＨ

Ｋの報道自体が批判の対象になり得る内容で、本気と覚悟が感じられた。一方で、

この番組を見てよい番組だと思う人は最初からデマを信じていない人であり、そう

でない人はこの番組を見ても非難するだけだろうし、そもそもこのような番組を見

ないというところに構造的な問題があると感じた。 

 

○  ８月７日(土)のＥＴＶ特集「日本の原爆開発～未公開書簡が明かす仁科芳雄の軌

跡～」を見た。第二次世界大戦中に原爆開発に従事した物理学者の仁科芳雄さんの

研究活動について、新しく見つかった史料を中心に分析した番組だった。とても興

味深く、科学史研究としても貴重な内容だった。多くの視聴者が楽しめる内容では

ないかもしれないが、このような番組は後世に残すためにも必要だと思う。仁科



16 

さんと陸軍の共同研究は、当初は新しいエネルギー源の開発が目的だった。しかし

戦局が悪化するにつれて、爆弾開発に目的を変更させられてしまった。軍との共同

研究の難しさを象徴しており、考えさせられた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  戦争に巻き込まれていく中で、本来の科学の理想を失って

いく姿は現代にも当てはまると考えている。仁科さんは戦後、

日本学術会議の自然科学部門長になった際に「科学と軍事は

距離を置くべきだ」というメッセージを発したが、その意味

が伝わる番組になったと考えている。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年７月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、２６日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、経営計画における「達成状況の評価・管理」（２０２１年度第１四

半期・４～６月）について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、８月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（(株)松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

石堂 真弘（全国農業協同組合中央会常務理事） 

磯崎 功典（キリンホールディングス(株)代表取締役社長） 

大川 順子（日本航空(株)元副会長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜経営計画における「達成状況の評価・管理」 

（２０２１年度第１四半期・４～６月）について＞ 

 

○  世帯視聴率から個人全体視聴率に、５分リーチから１分リーチに掲載されている
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データが変更になるなど、今回よりさまざまな指標が新しくなったが、その意味をど

のように捉えたらよいか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  世帯視聴率は、その世帯に住んでいる誰かが番組を見るだ

けで視聴率に反映されてしまう。個人全体視聴率のほうが、

より実態に即しているのではないかと考えている。そのうえ

で、ＮＨＫは家族で見られる番組の開発にも力を入れたいと

考えており、これは新しいＮＨＫらしさにもつながるものだ。

また、デジタルコンテンツにおいては短時間の動画が主流に

なっていることなどから、リーチについても見直した。１つ

の番組がどの程度の時間見られたのかという視聴分数という

指標も加え、データを総合的に捉えて番組を評価するように

したいと考えている。 

 

○  ＮＨＫプラスで、ある番組を見た視聴者が、次にどのような番組を見たのかなど、

視聴動向の分析はしているのだろうか。もし傾向があるならば知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  視聴者がＮＨＫプラスを利用するようになったきっかけや、

番組視聴の動きについては分析を進めているところだ。東京

オリンピック・パラリンピックをきっかけに利用者が増える

ことも想定されるので、データについてはしっかりと分析し

たいと考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスを若い世代が利用するきっかけとなるように、

総合テレビの深夜時間帯でこの世代の反響が高かった番組を

集中的に編成してＮＨＫプラスで配信するなどの取り組みを

行っている。ＮＨＫプラスの新規利用者の流入経路について

はしっかりと分析し、ＮＨＫプラスがよりよいサービスにな

るよう努力したい。 

 

○  ＮＨＫプラスには、動画投稿サイトのように、利用者の視聴傾向に基づいたおす

すめの番組が表示される機能があるのか。 
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（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスでは現在のところ、利用者ごとにおすすめの

番組をカスタマイズしてお知らせすることはしていない。多

様な番組を放送・配信し、ＳＮＳなどを通して広く周知をし

ている。 

 

○  総合テレビの深夜にまとめて放送した番組がＮＨＫプラスで見られることを知

り、よい取り組みだと感心した。特にドラマなどはありがたいので、このような取

り組み自体の周知も引き続きお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスのサービスについては、引き続き周知に努め

たい。 

 

○  データの取り方を変更したことで、新たな気付きがあったことと思う。それらを

踏まえ、今後のサービスの改善点などを分かりやすくまとめるとよいのではないか。

テレビに限らず、エンターテインメント分野でもデータが重要な時代になったと感

じているので、データを活用したコンテンツの制作や放送につなげる体制を整えて

ほしい。また、コロナ禍のため多くの会場で無観客で開催される東京オリンピッ

ク・パラリンピックでは、伝え方も通常の大会とは異なるのではないか。放送方針

などにも変更があるのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫとしてはまずできるだけ多くの競技を視聴者に届け

たいと考えている。ほぼすべての競技をライブストリーミン

グで配信するなど、放送だけではなくインターネットも活用

して伝えている。放送では、どうしても日本選手のメダルが

期待される競技や関心の高い競技が中心になってしまうが、

ライブストリーミングでのみ伝えている競技もよく見られて

おり、手応えを感じている。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ７月２日(金)の首都圏情報ネタドリ！「首都圏から飛び立った特攻隊 最期の１

か月」を見た。終戦から７６年が経過し、当時のことを知る世代が少なくなり、直
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接話を聞く機会が将来的には得られなくなってしまう。一方で、関係者が存命中に

は公にしにくい手記などが今後明らかになるようなことがあるのかもしれない。こ

の番組では、当時２３歳で特攻隊のリーダー格であった少尉の日記や、特攻を命じ

て送り出す立場にあった中尉が戦後につづった手記が紹介されていた。最前線に臨

む予定のなかった若者たちが、戦況の悪化で急きょ特攻隊員にされてしまったとい

う事実に衝撃を受けた。彼らは市井で生活するごく普通の若者だったにもかかわら

ず、徴兵されたとのことだ。また、それを命じた中尉も、この命令が死の宣告であ

ることを明瞭に意識していたことを書き残していた。これらの手記は、戦後これだ

けの時間が経過したことで、初めて公にすることができたものなのだろうと思う。

難しい面もあると思うが、手記を入手した経緯についても知りたかった。今後も戦

争をテーマにした良質な番組を制作しつづけてほしい。 

 

○  ６月６日(日)のＮＨＫスペシャル「２０３０未来への分岐点(４）“神の領域”へ

の挑戦～ゲノムテクノロジーの光と影～」を見た。ゲノムテクノロジーの技術が急

速に進化を遂げるといわれる 2030 年を前に、私たちがこの技術をどのように活用

するかで明暗が分かれることを示唆した番組だった。この技術は使い方によっては

さまざまな危険性をはらんでいる。新型コロナウイルスのワクチン開発や治療薬の

研究などに活用できるという利点がある反面、生命倫理など考えなければならない

難しい問題も多い。今後１０年で人々の生活がどのように変わるのかを考えるうえ

でも、とても興味深い番組だった。ただ、聞き手の女性と専門家の対談シーンの中

で、「結婚したら子どもを作る」という発言があったが、時代にそぐわないと感じ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生

かしていきたい。 

 

○  ７月１９日(月)のＮＨＫスペシャル「タモリ×山中伸弥 超人たちの人体～アス

リート 限界への挑戦～」(総合 後 7:30～8:42)を見た。一流のアスリートたちの

人体の秘密を科学的に分析する番組で、東京オリンピック・パラリンピックの直前

の時期にふさわしい内容だった。３人のアスリートについて、それぞれ異なる角度

から分析し、強さの秘密に迫っていた。肉体的なトレーニングだけではなく、脳を

トレーニングすることで筋力を最大限引き出せることなど、新たな知見を得ること

ができた。選手たちの日々の努力が、すばらしい結果をもたらしていることを改め

て感じ、東京オリンピック・パラリンピックがますます楽しみになった。 
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（ＮＨＫ側） 

  人体のさまざまな機能を極限まで鍛え上げたトップアス

リートの驚きの肉体の秘密に迫った番組だ。人体に焦点を当

てたシリーズは今後もさまざまな形で続けていきたいと考え

ている。 

 

○  ７月６日(火)の「ＮＨＫニュース７」(総合 後 7:00～7:57)を見た。その中で、

日本選手団の壮行会の模様が中継で伝えられていた。オリンピックの開催について

は、世の中であまり歓迎されていない雰囲気もあり、ＮＨＫがどのように伝えるの

か気になっていたが、さまざまな意見を反映した内容で、バランスよく伝えていた

と思う。ニュース番組の中で壮行会の中継がおもむろに始まったことにやや違和感

を覚えたが、中継が終わってスタジオに切り替わったところでしっかりとさまざま

な声を伝えていたことは評価したい。ＮＨＫがどのような立場でオリンピックにつ

いて伝えていくのか、今後も注視したい。今回のオリンピックではＮＨＫは動画投

稿サイトなどでも見やすく編集した動画を公開するなど、オリンピックの興奮を味

わえるコンテンツをインターネットでも提供しているが、これらの動画はすでに数

百万回も再生されるなど、多くの人がＮＨＫのコンテンツを楽しんでいると感じて

いる。「２分でわかる！」という競技のダイジェスト動画のシリーズはハイライト

シーンがコンパクトにまとめられておりすばらしい。バランスを取りつつも、熱い

オリンピック中継を引き続き期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東京オリンピックの開催に肯定的な意見を持っている人が

いる一方で、新型コロナウイルスの感染拡大で医療体制が

ひっ迫しかねない状況での開催には疑問を持っている人もい

る。多様な意見を踏まえて、しっかりと報道していきたい。

頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後のニュース制作に

生かしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍での東京オリンピック・パラリンピック開催とな

り、制作現場ではさまざまなことに配慮しながら懸命に取り

組んでいる。頂いた意見は現場にも伝え、今後の放送に生か

したい。これまでのオリンピック・パラリンピックと比較し

てデジタルでの展開が重要だと考えており、ライブカットと

呼ばれる速報動画をＳＮＳで発信してＮＨＫプラスへの誘導
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を試みたり、２分間のハイライト動画を制作したりするなど、

さまざまな工夫をしている。引き続き期待してほしい。 

 

○  ７月２３日（金）の東京２０２０オリンピック「開会式」(総合 後 7:56～11:51)

を見ていて、実況アナウンサーの役割が開会式の模様の実況なのか、開会式の演出

の一部を担う司会者的なものなのか、よく分からないと感じた。まず冒頭で、「誰

のため、何のための大会なのか、日本国内だけでなく、海外メディアからもさまざ

まな声が上がっています」というコメントがあって、開会式というイベントの実況

としてしかるべきコメントと納得感があった。ところが、一見して何を意図してい

るのかよく分からないパートになると、アナウンサーの説明によって初めて意味が

分かることも多く、アナウンサーのコメントも演出の一部に組み込まれているよう

に感じられて違和感を覚えた。また、開会式の途中で著名人たちが次々と有名な楽

曲を歌う映像が差し込まれたが、テレビでその映像が画面いっぱいに映し出されて

いて、このタイミングでチャンネルを合わせた人は、開会式が終わってしまったと

勘違いしてしまうのではないかと感じた。このような映像を使った演出は競技場で

実際に参加している人たちにはどのように見えているのかも気になった。競技場で

は大型スクリーンに映し出されていたのであれば、そのことについても伝えてほし

かった。このようなことを含め、伝え方にも一貫性が感じられず気になってしまっ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今大会の開会式はコロナ禍での開催で異例の形となった。

今回はさまざまなことを考慮して冒頭にコメントを付けるこ

とにした。開会式は会場で見ていたとしても分かりづらい演

出がしばしばあるので、ＮＨＫの中継では視聴者の理解を助

けられるような説明を加えて伝えるというのを基本的な方針

としている。また、近年のオリンピックの開会式は、映像を

駆使した演出がしばしば用いられているが、中継映像はＩＯ

Ｃ側が制作したものを使用しているため、指摘のような分か

りづらさが生じてしまう場合がある。コメントには工夫の余

地があったかもしれない。オリンピックの閉会式、パラリン

ピックの開閉会式も控えているので、頂いた指摘を踏まえて

伝え方を検討していきたい。 

 

○  東京２０２０オリンピック「開会式」を見た。とても美しい映像で、東京でオリン

ピックが行われていることをかみしめながら見ることができた。ただ、選手たちが
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入場する際に、各国の紹介をするシーンのコメントがやや聞き取りづらく残念だっ

た。国名についても、もう少しはっきりとした発音で伝えてほしかった。なじみの

ある国であればまだよいのだが、今後は工夫してほしい。また、紹介するそれぞれ

の国の情報に一貫性がなかったように感じた。 

 

○  東京２０２０オリンピック「開会式」を見た。オリンピックの開会式の中継を開

始から終了までライブで見たのは初めてだったが、関わったすべての人に敬意を表

したい。今回の開会式はコロナ禍での開催ということもあり、アナウンサーのコ

メントもお祭り的な雰囲気はなく落ち着いたものだった。丁寧に説明を加えており、

分かりやすかったと思う。選手が入場する際の各国の紹介にも工夫が感じられてよ

かった。一方で、聖火リレーの開始日を言い間違えてしまったことは残念だった。

オリンピック・パラリンピックについては引き続き、公平公正かつ分かりやすく伝

えてほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コメントの分かりづらさや、開会式の演出が複雑になり実

況と語り部という２つの立場が視聴者にとって分かりにくく

なっているという指摘など、いただいた意見は現場に伝える

とともに、今後に生かしていきたい。 

 

○  東京２０２０オリンピックのスケートボード中継を見ている。この競技になじみ

のない視聴者も多いだろう。どのような技が高得点を得られるのかなどについて、

イラストやテロップを用いてもう少し分かりやすい解説があるとなおよかった。競

技の理解が進むと、スケートボードに興味を持つ人が増え、競技人口の増加につな

がると思う。日本ではスケートボードに対してネガティブな印象を持つ人も少なく

ないのではないかと感じているが、世界レベルの選手が数多くいるので、今後も番

組で取り上げ続けてほしい。 

 

○  スケートボードの中継を見た。この競技を初めて見たが、とても興味深かった。

スロー映像を用いて技の難易度などについて分かりやすく解説しており、よい中継

だと感じた。フランクな解説とは対照的にアナウンサーのことば遣いは丁寧でその

対比も楽しめた。コロナ禍で、友人たちと一緒にテレビで観戦することすら叶わな

い状況では、思いのこもったフランクな解説も親近感が持てるのでよいと感じた。

この中継をきっかけにスケートボードに興味を持った視聴者も多いと思う。データ

放送などを活用し、競技の理解を深める工夫をするとなおよいと思う。ただ、解説

者とアナウンサーの声の音量に差があったように感じ、少し気になった。 
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○  コロナ禍で開催されるオリンピックにおいては、これまでの大会以上にテレビや

インターネットの中継が重要になると考えている。その中で、ＮＨＫがどのように

伝え、どのように映像を残すかということは特に重要だろう。また、ＮＨＫの放送

技術を世界に示す絶好の機会でもあると思う。パブリックビューイングなどが開催

できない状況で、ＮＨＫが開発した技術を活用してどのようなオリンピックの新し

い楽しみ方が提示されるのかとても期待している。レガシーとしてどのようなもの

を残し、伝えていくかという点は重要で、例えばオリンピックの映像や選手たちの

競技データなどを公開し、世界中の人が大会後も活用できるようにするというよう

な取り組みに期待したい。柔道の中継で決勝に負けて落胆する選手に対し、試合後

すぐにマイクを向ける場面があり気になった。スポーツ選手のメンタルヘルスにつ

いて話題になっているが、基本的な考え方などはあるのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  パブリックビューイングにかわり、一部の中継ではオンラ

インシステムを活用して子どもたちが声援を送る様子を伝え

る取り組みを行う予定だ。新しい応援のあり方という意味で

「レガシー」になればと考えている。インタビューなどにお

いては、選手の心情に配慮すべきという意見をいただいた。

選手にインタビューできる場所やタイミングが決められてい

ること、ＮＨＫと民放でインタビュー映像を共有しなければ

ならないといった制約がある中で、悩みながら取り組んでい

る。頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後に生かしてい

きたい。 

 

○  オリンピック中継の影響でさまざまな番組が休止になっている。７月２４日（土）

の「ＮＨＫニュース７」は放送時間が変更になっていたが、「ＮＨＫニュース７」

の放送時間を変えることに疑問を感じた。オリンピック中継をサブチャンネルで放

送するなど、総合テレビの夜７時にはニュース番組を放送してほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫニュース７」の定時性を守ってほしいという声は、

視聴者からも届いている。気象災害や新型コロナウイルス関

連のニュースなど、オリンピック以外にも重要なニュースは

多い。頂いた意見はしっかりと受け止めたい。 
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○  ７月９日(金)と２０日(火)の「ニュースウオッチ９」を見た。新型コロナウイル

ス感染の後遺症について取り上げ、後遺症に悩む人たちのコミュニティーなどが紹

介されていた。後遺症についての理解が広がることは極めて重要だと考えており、

評価したい。感染拡大が続く状況で、それぞれが感染対策の意識を高めるきっかけ

にもなると思う。新型コロナウイルスの影響が長期化する中で、最新の情報を伝え

ることはもちろん、後遺症とどのようにつきあっていくかというテーマについても

丁寧に取り上げ、感染当事者たちが希望を持てるような情報も届けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  後遺症とのつきあい方や希望を持てる情報を伝えてほしい

という意見は現場に伝えるとともに、今後の報道に生かして

いきたい。 

 

○  ６月２６日(土)から３週連続で放送された「特撮ドラマ 超速パラヒーロー 

ガンディーン」(総合 後 6:05～6:43)を見た。車いすで生活する青年が車いす陸上

に出会い、宇宙飛行士を目指しながらパラリンピックも目指すというストーリーで、

とても楽しめる内容だった。数年の時間をかけて練られた企画とのことで、ドラマ

の制作過程にも興味を引かれた。多様性についてもさりげなく盛り込まれており感

心した。押し付けすぎることなく、特撮ヒーロードラマの中に組み込んだ演出がす

ばらしかった。このような工夫をすることで、人種や性別など、多様性を誰もが自

然と受け入れることができるようになると感じた。続編にも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「新しいＮＨＫらしさ」を意識して開発した番組だ。評価

をいただきありがたく思う。頂いた意見は参考にさせていた

だきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  このドラマはＮＨＫプラスでも配信したが、特にＳＮＳ上

で大きな反響があった。総合テレビの深夜での再放送と、Ｎ

ＨＫプラスでの再配信も予定している。このような取り組み

を通して、パラ競技の魅力をしっかりと伝えていきたい。 

 

○  ６月２７日(日)のダーウィンが来た！「小笠原大追跡！港に群れる謎の巨大ザ

メ」と７月１８日(日)のダーウィンが来た！「世界自然遺産へ 西表島 ヤマネコ

の謎と宝の森」を見た。生態があまり知られていない動物の貴重な映像が頻繁に紹
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介されており、学術的にも有益な番組だと感じた。一方で、撮影にどのような機材

を用いたのかなど、番組の裏側の部分をもう少し見せてほしいとも思う。同じ番組

の中で取り上げることが難しければ、メイキング番組などの制作を検討してほしい。

ＮＨＫの番組担当者は、作品として完成度の高いコンテンツを制作して視聴者に届

けることにプロ意識を持っている人が多いのだと思う。それはとても大切なことだ

が、最近では情報の送り手と受け手の双方向性が重要な時代になっており、このこ

とを意識した番組も増えてきた。番組の裏側を見せることにも価値がある時代なの

ではないか。 

 

○  ７月１４日(水)の歴史探偵「戦争とエンターテインメント」を見た。今回は戦争

中のエンターテインメントをテーマにしていた。国策との関わりなど、斬新な視点

で番組が構成されておりとても興味深かった。エンターテインメントは人々の生活

に欠かせないものであるが、私たちの感覚が知らないうちに操作されてしまう場合

もあるとのことで、さまざまなことを考えさせられた。８月には戦争に関連した番

組が数多く放送されることと思うが、この番組とは違う視点で戦争とエンターテ

インメントの関わりを見つめる番組を期待したい。 

 

○  ７月１６日(金)の「あの日、偶然そこにいて」(総合 後 10:00～10:30)を見た。

歴史的な瞬間や時代を象徴する過去の映像に偶然映り込んでいた人を探し出し、そ

の人がどのような人生を歩んだのかについて丁寧に伝えていた。ＮＨＫが持つ映像

資産や高い取材力が生かされた番組ですばらしかった。一方で、取り上げる人物を

どのように選定したのかなど、番組の制作過程をもう少し詳しく紹介するとなおよ

かった。 

 

○  ７月１６日(金)の「あの日、偶然そこにいて」を見た。時代を象徴する過去の映

像を見て、当時のことを懐かしく思い出した。映像に偶然映っていた人たちのその

後の人生にも興味を引かれた。かつて芸能界にいた人のその後を紹介するような番

組は民放などでたまに見かけることがあるが、かつての社会現象を体現していた人

に焦点を当てたところに意味があると思う。登場した人たちの仕事観や人生観に感

心させられた。取り上げた人物の選定についてなど、番組制作の裏側を知りたかっ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

  番組の制作過程をもう少し見せたほうがよりよい番組に

なったのではないかという意見は現場に伝えるとともに、今

後の番組制作に生かしていきたい。 
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○  ７月１７日(土)の【ストーリーズ】「北角裕樹が見たミャンマークーデター」を

見た。これまで目にしたことのある映像を中心に構成されていたものの、ミャン

マー情勢について繰り返し報じることは重要であり評価したい。ジャーナリストの

北角さんが発した「人間はこんなにも残酷になれるものなのか」という趣旨のこと

ばが衝撃的で、考えさせられた。北角さんは日本に帰国したあとも、ミャンマーに

対する人々への関心が失われてしまわないよう、取材活動を続けているとのこと

だった。ミャンマーに関する報道がやや少なくなっているように感じているが、現

地は依然として厳しい状況なので、引き続きこのような番組を放送しつづけてほし

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

  以前放送した「ＢＳ１スペシャル」を再編集した番組だ。

ミャンマー問題については継続的に伝えることが重要だと考

えている。頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後の番組

制作に生かしていきたい。 

 

○  ７月１０日(土)のＥＴＶ特集「世界を変える“大発見”はこうして生まれた カ

リコ×山中伸弥」を見た。ｍ（メッセンジャー）ＲＮＡワクチン研究の第一人者で

ある科学者のカタリン・カリコさんと京都大学の山中伸弥教授が対談している番組

ですばらしかった。ｍＲＮＡを医療に利用するアイデア自体は以前からあったもの

の、多くの研究者が実現は不可能であると考えていたとのことだった。カリコさん

が研究パートナーと出会った際のエピソードが興味深かった。日本のワクチン開発

の遅れが指摘されているが、大きな成果の裏には粘り強い研究や思わぬきっかけが

あるとのことだ。日本の科学技術に陰りが見えるのは、処遇も含めて科学者たちの

努力を正当に評価してこなかったからだと感じている。また、女性であるというだ

けで理系科目が不得意であると見なされてしまう例もあるので、メディアがすぐれ

た女性の科学者を紹介することは重要だと思う。 

 

○  ７月１７日(土)のＥＴＶ特集「僕らが自分らしくいられる理由－５４色の色鉛筆

－奈良のインクルーシブ中学校」を見た。さまざまな事情を抱えた子どもたちに

しっかりと向き合っている中学校があることに驚かされた。校長先生が生徒たちに

かけることばに感銘を受けた。生徒たちの気持ちを理解する必要があることを、周

囲の人たちに明確に伝えていることもすばらしい。多様性を大切にして、それぞれ

が自分らしく生きられるよう全力でサポートすることにとどまらず、生徒たちが周

りの人を気遣う力も自然と引き出している。ヤングケアラーや自閉症などさまざま
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な事情を持つ生徒が自身のことを語る時間があり、周囲もしっかりと受け止めてい

る。すばらしい取り組みで考えさせられるとともに、このような事例を番組で紹介

したことを評価したい。学校や会社などでは、他人と同じであることを求められる

ことが多い中、「誰１人取り残さない」という理念を実践しているこの学校はすば

らしく、さまざまなことを考えさせられる番組だった。ＮＨＫはヤングケアラーに

ついての特集を展開しているが、ホームページの内容もとてもよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  以前「ハートネットＴＶ」で取り上げた中学校について追

加で取材を重ね、「ＥＴＶ特集」で放送した。頂いたご意見は

現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ７月２日(金)の思考ガチャ！「推しにすべてをささげてしまうのはナゼ？」を見

た。「新しいＮＨＫらしさ」が感じられる番組だった。若い世代に浸透している「推

し」という概念について、さまざまな分野の専門家たちが討論して読み解いていて

とても興味深かった。また、専門家が自身の「推し」について語るシーンもあり、

親近感を覚えた。一方で、司会で宇宙物理学者の小林晋平さんのプロフィールがあ

まり説明されないまま番組が進行してしまい、どのような方なのか気になった。初

回の放送であり、もう少し詳しく紹介してほしかった。 

 

○  「思考ガチャ！」を見ている。さまざまな分野の専門家たちが１つのテーマにつ

いて議論をする番組だ。答えを求めるのではなく、思考の過程や発想の飛躍などを

楽しむ内容で興味深い。また、自分らしさを互いに認め合い、自己肯定感を高めて

くれると感じている。司会の小林教授の専門が宇宙物理学であることをあとから

知ったが、独特の視点が興味深い。さまざまな分野の専門家が同じテーマについて

話し合うという企画は目新しく、ＮＨＫの番組としても異色だと思う。すばらしい

教養番組だと思う。 

 

○  「思考ガチャ！」を見た。毎回、文系と理系、男性と女性、それぞれの分野の専

門家が出演し、世代間のバランスもよい。多様性に配慮された、“知の井戸端会議”

とでもいえる番組だ。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ふだんはあまり接点がないであろう全く異なる分野の研究

者たちが、さまざまな角度から１つのテーマについて考える

ことのおもしろさを伝えることができたと考えている。頂い
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た意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かして

いきたい。 

 

○  ７月４日(日)のＢＳ１スペシャル「マイケル・サンデルの白熱教室 エリートた

ちよ 君の成功は努力の結果？それとも運？」(ＢＳ１ 後 10:00～10:50、11:00～

11:49)を見た。新型コロナウイルスのパンデミックからおよそ１年半が経過した。

未知のウイルスにおびえていた時期は過ぎ、このウイルスと共存する生活に人々も

慣れてきた。そんな時期に、強制的なロックダウンなど、これまでのウイルス対策

について改めて見つめ直し、じっくり考えるきっかけとなる有益な番組だった。マ

イケル・サンデル教授の授業にはアメリカ、日本、中国の３か国の学生が参加して

いた。これらの国は現在のところ感染状況が比較的落ち着いているので、感染状況

がより深刻なインドネシアやアフリカ各国の学生も参加すると、より深い議論に

なったのではないか。また、ワクチンに関するデマがＳＮＳで散見され、不安に感

じている若い世代も多いと思う。ＮＨＫには、若い世代向けにワクチンの安全性や

有効性などをしっかりと伝える番組を放送してほしい。 

 

○  ７月１９日(月)のスポーツ×ヒューマン「“戦友（とも）”と誓いのメダルを 体

操・村上茉愛」を見た。この番組はアスリートに密着取材をすることで、選手たち

の等身大の姿やライバル同士の競い合い、師弟の絆などを伝えているが、今回は期

待以上の内容で感動した。リオデジャネイロオリンピックの経験を糧にして努力を

続ける村上選手の５年間の軌跡を丁寧に描いていた。東京オリンピックの選考をか

ねた世界選手権への出場がかかる試合で、けがにより無念のリタイアをし、ライバ

ルの寺本明日香選手のもとに駆け寄り抱きつくシーンがあった。自分の無念さを伝

えられるのはライバルであり、スポーツを極める選手たちの間にことばはいらない

ことを理解した。スポーツのすばらしさを改めて感じるとともに、勇気をもらえる

番組だった。新型コロナウイルスの感染拡大でオリンピックの開催意義が問われて

いるが、選手たちが全力で競技に向き合える大会になればよいと思う。 

 

○  ７月１０日(土)の絶対行きたくなる！ニッポン不滅の名城「拡大版！天下人たち

の天守スペシャル」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 6:00～7:29)を見た。奈良大学の千田嘉博教授

と俳優の村井美樹さんが、全国の城を訪ね歩きながら天守誕生の秘密からその終

えんまでを分かりやすく解説する番組ですばらしかった。コロナ禍で旅行すること

もままならない中で、周囲の風景とともに全国の名城を観賞することができるとて

もよい企画だった。安土城や大坂城の天守の特徴を分かりやすく解説していて興味

深かった。また、福知山城や小田原城などの個性的な天守に焦点を当てたパートで

紹介されていたエピソードはどれも興味深かった。小田原城では、元禄地震で壊れ
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てしまった天守を再建したときの記録を刻んだ石碑が石垣の奥に埋められており、

関東大震災によって石垣が崩れたことでその石碑が偶然発見されたという逸話が

紹介されていた。石垣が崩れなければその石碑を見ることができないようにした、

当時の人たちの再興への思いに深く感動した。地域の人たちを元気づけるような番

組を今後も制作してほしい。 

 

○  ７月１７日(土)の「山田洋次の青春 ～映画の夢 夢の工場～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

10:00～11:59)を見た。山田監督の生い立ちから最新作の撮影の様子までを紹介し

ており、８９歳となった大監督の人となりをしっかりと伝えていたと思う。山田監

督が映画界に入るきっかけとなった幼少期の話や、新人時代の不安な気持ちをどの

ように解消したのかなど、興味深いエピソードを丁寧に聞き出していた。山田監督

が映画製作で大切にしていることがよく理解できた。山田監督がかつてのことを回

想しながら話すシーンがあったが、懐かしさと寂しさの入り混じった監督の表情は

なんともいえぬ人間味にあふれており、印象に残った。とても良質な番組だった。 

 

○  ６月２９日(火)に再放送されたＮＨＫスペシャル「立花隆 最前線報告 サイ

ボーグ技術が人類を変える」(Ｅテレ 前 0:25～1:39)とＥＴＶ特集「立花隆 次世

代へのメッセージ～わが原点の広島・長崎から～」(Ｅテレ 前 1:39～2:38)、６月

３０日(水)に再放送されたＮＨＫスペシャル「立花隆 思索ドキュメント がん 

生と死の謎に挑む」(Ｅテレ 前 0:25～1:38)、７月１日(木)に再放送されたＮＨＫ

スペシャル「臨死体験 立花隆 思索ドキュメント 死ぬとき心はどうなるのか」

(Ｅテレ 前 1:00～2:13)を見た。立花さんを追悼する一連の放送で、“知の巨人”

といわれた立花さんの飽くなき探究心や人間に対する深い関心が伝わってくる内

容の濃い番組だった。１０年以上前の番組も含まれるが、テーマ設定や問題意識は

全然古びていなかった。過去に放送された良質な番組が豊富に蓄積されているとい

う、ＮＨＫの強みを改めて感じた。６月３０日(水)のクローズアップ現代＋「立花

隆・秘蔵の未公開資料・知の巨人が残した言葉」も見た。立花さんの直筆原稿や肉

声テープなど段ボール６３箱分の資料が、ＮＨＫのディレクターに託されたとのこ

とだった。良質な番組の背景には、しっかりと信頼関係を築いた現場の努力がある

と感じた。 

 

○  ７月１６日(金)に再放送されたシリーズ 人体・特別版 神秘の巨大ネットワー

ク（４）「万病撃退！“腸”が免疫の鍵だった」(ＢＳ１ 前 9:00～9:50)を見た。

2018 年１２月に放送された番組とのことだったが、全く古さを感じなかった。ま

るで新型コロナウイルスの感染拡大を見越していたのではないかと思わせるよう

な内容で、時宜を得た再放送だったと思う。感染症を含め、人間の病気には腸の機
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能が深く関わっていることがよく理解できた。人体のメカニズムについて誰にでも

分かるように解説しておりすばらしかった。 

 

○  東京都議会議員選挙について、ＮＨＫはホームページなどで候補者アンケートを

展開していたが、きめ細かいうえにとても分かりやすく、すばらしい取り組みだ。

政策ごとに候補者がどのような考えを持っているのかを知ることができた。政治に

対する関心が薄いと思われる人たちも、ＳＮＳなどで話題にしていた。若い世代が

関心を持つきっかけになる取り組みだったのではないか。選挙の投票率は残念なが

ら低かったようなので、選挙の重要性について視聴者とともに考えるような番組も

期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回のような候補者アンケートは初めての試みだったが、

とても多くの方に見ていただくことができた。ことし行われ

る衆議院議員選挙などでも取り組みたいと考えている。投票

率の低下については公共メディアとしても課題の一つだと考

えており、工夫を重ねたい。 

 

○  ６月１日(火)から３０日(水)までオンライン開催していた「技研公開２０２１」

のホームページを見た。最先端の技術が数多く紹介されており、見ていて飽きない。

ＡＲ（拡張現実）とＣＧを融合させた空間共有コンテンツや、360 度映像と三次元

映像の合成など、興味深い技術ばかりだった。このような技術が、実際の番組でど

のように生かされているのかを紹介しているのが「制作現場での放送技術」という

コーナーだけなのはややもったいなく感じている。ＮＨＫの放送技術研究所は最先

端の技術を紹介することに注力している気がするが、番組制作との関わりについて

もう少し丁寧に視聴者に伝えていくべきだと思う。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年６月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、２１日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１６人の委員が出席して開かれた。 

会議では、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、７月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（(株)松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

石堂 真弘（全国農業協同組合中央会常務理事） 

磯崎 功典（キリンホールディングス(株)代表取締役社長） 

大川 順子（日本航空(株)元副会長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月２３日(日)のＮＨＫスペシャル「パンデミック 激動の世界（１０）迫る“介

護崩壊” 新型コロナで揺れる老後」を見た。新型コロナウイルスの感染拡大に伴

い、ニュースや番組で介護施設での集団感染の話題が取り上げられることも多い中、

この番組は、これまであまり注目されてこなかった在宅介護について焦点を当てて

おり、現場のリアルな声を丁寧に伝える興味深い番組だった。新型コロナウイルス
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の濃厚接触者に認定された職員が業務を行えなくなり人手不足が深刻になってい

ることなど、介護業界の厳しい状況が紹介されていた。また、介護業界がコロナ禍

以前より抱えている人材不足や経営難などのさまざまな課題を明らかにしていた。

海外の制度や事例なども踏まえて、日本の介護の問題点と制度のあり方について視

聴者とともに考える番組であったことを高く評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍で訪問介護の現場が厳しい状況にあることを伝え

た番組だ。以前から介護業界に潜在していた矛盾が、コロナ

禍によって顕在化したことを伝えたいと考えた。頂いた意見

は現場と共有したい。 

 

○  ５月３０日(日)のＮＨＫスペシャル「疫病退散 千三百年の祈り～お水取り・東

大寺修二会～」を見た。通常見ることができないお水取りの様子や、コロナ禍にお

ける僧侶たちの葛藤など、さまざまな話題が取り上げられていた。日本の伝統が感

じられる良質な番組だった。今後もこのようなテーマについて、ＮＨＫならではの

視点で取り上げ続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ふだんは決して見ることができない秘儀が行われている場

所にカメラが入り、映像に収めることができた。1200 年以上

続いてきた祈りの儀式がどのように守られてきたのかも含め、

日本の伝統をしっかりと伝えることができたと考えている。 

 

○  ６月６日(日)のＮＨＫスペシャル「２０３０ 未来への分岐点（４）“神の領域”

への挑戦～ゲノムテクノロジーの光と影～」を見た。中国ではゲノムテクノロジー

の技術革新が驚異的な速さで進んでいるとのことだった。この技術を用いた最先端

のがん治療を受けたいと、多くの患者が病院を訪れていることに驚かされた。中国

がゲノムテクノロジーにおいて世界をリードしている現状を知ることができた一

方で、倫理的な議論が十分になされないまま、技術だけが進んでいる状況に危機感

を覚えた。この技術を利用した治療のメカニズムやゲノム編集の仕組みなどについ

て、ＣＧを用いてとても分かりやすく説明しており理解が進んだ。ゲノム編集には

生命倫理の問題だけではなく、将来的に医療の格差を生んでしまう可能性があるこ

とに気づかされた。これは「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓの理念とは相い

れないもので、この問題の難しさを改めて感じた。一方で、この技術の可能性を封

じてしまわないためにも、多様な観点から開かれた議論が早急になされることが重
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要だ。リスクを冷静に分析し、この技術がよりよい社会の実現に役立つよう、私た

ち全員が熟考すべき問題であると感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  中国の技術革新は急速に進んでいるが、倫理的な議論がな

されないまま技術だけが進んでしまっている。技術が生命を

コントロールできる領域まで達した場合に、人類はどのよう

に行動すべきかを立ち止まって考える必要があるというメッ

セージを込めた。 

 

○  ６月１３日(日)のＮＨＫスペシャル「若者たちに死を選ばせない」を見た。通話

記録などを手がかりに、自殺を図ろうとしている人を保護するシーンから番組が始

まった。自殺をした時間帯や年齢など多くの統計データが示されており、若者が自

殺を選ぶ背景にはさまざまな要素が関係していることがよく理解できた。データを

分析することで、いじめや進路など、悩みの原因によって自殺を図ってしまう時期

や時間帯に一定の傾向が見られるとのことで、考えさせられた。インターネット上

で「学校に行きたくない」というワードで検索をかけると、相談窓口が表示される

という取り組みが一部で行われており、さまざまな企業が自殺防止の活動をしてい

ることがよく分かった。コロナ禍で仕事を失い、自殺未遂をした女性のインタ

ビューには説得力があり心に響いた。さまざまな人たちとの関わりを大切にしなが

ら生きていくうえで、とても参考になる番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  若者たちに自殺という手段を選ばせたくないという思いで

制作した番組だ。このような番組だからこそ協力したいと、

ほとんどの方が顔を出しての取材に応じてくださった。人々

の行動変容につながるような番組にしたいと考えていたので、

評価をいただきありがたく思う。 

 

○  ６月２０日(日)のＮＨＫスペシャル「パンデミック 激動の世界（１１）検証“医

療先進国”（前編）なぜ保健所は追い込まれたか」を見た。新型コロナウイルスの

感染拡大で業務がひっ迫する保健所に焦点を当てていた。コロナ禍においては、電

話がつながらないなど保健所についてネガティブな話題を耳にすることもあるが、

人手不足が続いており大変な状況にあることがよく理解できた。日本における保健

所の成り立ちなど、歴史的な背景についても詳しく紹介されており興味深かった。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために保健所が果たしている役割もよく分
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かった。過去に新型インフルエンザが流行した際に、保健所の体制を強化すべきだ

という提言が専門家からあったそうだが、実際は取り組みが進んでいなかったとの

ことだ。一方で、新型インフルエンザの教訓を生かし、ＥＣＭＯ（体外式膜型人工

肺）の普及が進んだことで、日本は欧米と比較して新型コロナウイルス感染者の死

亡率が低く抑えられたという紹介があり、とても興味深かった。次に起こるであろ

う危機に備えることの重要性を改めて感じさせてくれる内容で、今後の日本の医療

を考えるうえでも参考になる番組だった。 

 

○  ６月２０日(日)のＮＨＫスペシャル「パンデミック 激動の世界（１１）検証“医

療先進国”（前編）なぜ保健所は追い込まれたか」を見た。医療先進国といわれて

きた日本の現状をしっかりと伝えたドキュメンタリーだった。コロナ禍の教訓を将

来に生かすために必要なことは、保健医療システムのあり方を見直すことだと感じ

た。新型コロナウイルスワクチンの職域接種が始まったが、民間の企業が着手する

ことでワクチン接種のスピードが急速に上がるということは、裏を返すと日本の行

政が有事に不慣れであることを象徴した出来事と捉えることもできる。このような

テーマについて、今後も掘り下げて伝えてほしい。よりよい社会の実現に向けた動

きを、ＮＨＫの報道で活性化させてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  保健所の果たしている役割の大きさや重要性を伝えたいと

考えて制作した番組だ。また、非常事態が発生して業務がひっ

迫した際に職場の態勢をどのように整えたらよいのかなど、

コロナ禍で得たさまざまな教訓をしっかりと伝えることを意

識した。 

 

○  ５月１７日(月)と６月７日(月)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。「こ

こに注目！」というコーナーで、穀物価格の高騰について解説していた。５月１７

日(月)は「心配される食料高騰 背景と影響」と題して、大豆やとうもろこしなど

の国際価格の高騰が食卓に与える影響について丁寧に解説していた。今後も不安定

な値動きが続くだろうという専門家の見解も紹介されており参考になった。６月７

日(月)は「そば原料値上がり 背景に大国の思惑！？」と題して、そばの原料の値

上がりについて詳しく解説していた。中国の国策が間接的に影響し、日本への供給

が減少したことや、ロシア政府が８月まで輸出を禁止したことなどを丁寧に解説し

ていた。どちらの特集もしっかりと取材されておりすばらしかった。世界的に穀物

生産量は増加しているものの、人口増加によって食料不足は長期的に続くと思われ

る。日本がカロリーベースでおよそ６割の食料を輸入に頼っている状況は危機的で、
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食料自給率を高めることが急務だと考えている。食料の問題については、一般的な

理解が十分でないと感じているので、引き続き多角的に伝えていってほしい。 

 

○  ６月１８日(金)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。新型コロナウイル

スの後遺症についての話題が取り上げられていた。味覚や嗅覚の異常について、多

くの人はほどなく改善されていくという報道だったが、発症から半年以上経過して

も改善されない人もいる。レアケースなのかもしれないが、後遺症で悩んでいる人

は増えていると感じている。この問題については今後もしっかりと伝えていってほ

しい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスの後遺症に関するニュースについては

データに基づいて報じているが、後遺症の症状や期間には個

人差が大きく、悩まされている人も多い。後遺症については、

放送だけではなくホームページなどでも当事者の経験談を詳

細に伝えており、多くのアクセスを集めている。この問題に

ついては、今後も継続して伝えていきたい。 

 

○  ５月２４日(月)の逆転人生「荒波こえて挑み続ける 伝説ボートレーサー」を見

た。ボートレーサーの日高逸子選手の人生に迫った番組で引き込まれた。ボート

レースについてあまり詳しくない視聴者も多いと思うが、番組の冒頭でレースの概

要を分かりやすく説明しておりよく理解できた。近年は女性の選手が増えているが、

日高選手はその先駆者的な存在で、波乱万丈の人生に驚かされた。父親の家庭内暴

力などが理由で母親と生き別れるなど数々の苦労を経験しながらも前向きに努力

を続け、輝かしい実績を残したことに勇気をもらった。また日高選手の出産後は夫

が仕事を辞めて子育てに専念したとのことで、今の若い人たちの参考になるエピ

ソードが紹介されていたこともよかった。三十数年ぶりに母親と再会を果たしたこ

となど、興味深いエピソードが数多く紹介されており、番組構成がすばらしかった。

一方で、番組の雰囲気が損なわれるようなゲストのコメントがあったことは残念

だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生

かしていきたい。 

 

○  ５月２７日(木)のクローズアップ現代＋「ワクチンで危機克服？開発の立役者×
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山中伸弥教授」を見た。新型コロナウイルス開発の立役者である科学者のカタ

リン・カリコさんと京都大学の山中伸弥教授の対談を伝えていた。山中教授の発言

には説得力があり、ワクチン接種に不安を覚える視聴者には参考になったと思う。

ワクチンのメカニズムは極めて難解なものだが、とても分かりやすく説明されてお

り感心した。日本でもワクチンの接種が急速に進んでいるが、ＮＨＫが正確な情報

を伝えていることがこれを後押ししているのではないか。ウイルスが変異したとし

ても短期間で新しいワクチンを作ることが可能だというカリコさんのコメントは

心強かった。２人の研究者からは強い信念がにじみ出ており、印象に残った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ｍ（メッセンジャー）ＲＮＡワクチン開発の立役者である

カリコさんに話を聞きたいという思いから企画した番組だ。

山中教授にご協力いただきながら、ワクチンの専門家の考え

を、視聴者にも分かりやすい形で伝えられたことに意味が

あったと考えている。 

 

○  ６月１６日(水)のクローズアップ現代＋「あなたは大丈夫？ コロナ禍のアル

コール依存」を見た。コロナ禍におけるストレスから、ついアルコールを過剰に摂

取してしまい、次第に依存症に陥ってしまう様子がリアルに伝えられていた。依存

症から脱するためには、断酒ではなく減酒をすることが効果的だという専門家のコ

メントが興味深かった。「酒は百薬の長」ということばもあるように、酒は適度に

たしなめば生きる活力になるものだと考えている。酒とのつきあい方についてバ

ランスよく取り上げていたと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍で酒を飲み過ぎてしまう人が増えているという極

めて身近なテーマを扱った。依存症に関するさまざまな症例

を紹介することで、多くの人にこの問題について考えてもら

うことを意識した。 

 

○  ６月１日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「その出会いが、未来を変える

～販売員・橋本和恵～」を見た。多くの企業から依頼を受け、さまざまな商品の売

り上げを伸ばしてきた販売のプロである橋本さんに密着していた。橋本さんは消費

者の行動を細部まで深く分析しており、とても興味深かった。高い販売技術の背景

にたゆまぬ努力があることや、顧客とのコミュニケーションを通して正確にニーズ

を把握する様子に感心した。コロナ禍で対面販売が難しい状況にも関わらず、さま
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ざまな工夫で苦境を乗り越えており、示唆に富む番組だった。 

 

○  ６月８日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「老兵は、去るや去らざるや～

司会者／タレント・小倉智昭～」を見た。小倉さんの一般的なイメージとは異なる

本来の姿をしっかりと描いていたと思う。フリーアナウンサーの羽鳥慎一さんのコ

メントが紹介されていたが、ＮＨＫの番組で、小倉さんが司会を務めた番組と同時

間帯に放送している「あさイチ」の司会者からのコメントがあるとなおよかった。 

 

○  ６月６日(日)の「技研公開２０２１ 未来のテレビを見てみよう」(総合 後 4:35

～5:00)を見た。また、オンライン開催された「技研公開２０２１」のコンテンツ

も見た。未来を想像して心が躍るようなすばらしい内容だった。世界で初めてテレ

ビ中継が行われた前回の東京オリンピックについて言及されていたが、今回の東京

オリンピックの放送でどのようなチャンレジがあるのかが気になった。ＮＨＫが

担っている放送技術の開発に関する成果は、もっと発信してよいと考えているので

よろしくお願いしたい。「技研公開」は以前会場に足を運んだことがあるが、オン

ライン開催は利便性が高く全国の人たちも参加することができるので、取り組みを

続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  これまで「技研公開」を番組にすることはあまりなかった

が、ＮＨＫが研究を進めている先端技術について紹介するこ

とに意味があるのではないかと考えた。頂いた意見は現場と

も共有させていただく。 

 

○  ６月１６日(水)のガッテン！「最新科学で迫る！不思議☆発見“おまじない”の

世界」を見た。アスリートの中には験を担ぐ人が多いと感じているが、その意味で

も興味深い番組だった。根拠に基づいたプラセボ効果によってよい結果が出るので

あれば、おまじないを人々の日常生活に役立てればよいのではないかと思う反面、

それが悪用されてしまわないようにしっかりと警鐘を鳴らすことも必要だと感じ

た。 

 

○  ６月１７日(木)の所さん！大変ですよ「コロナ禍 耳の病気が急増！？」(総合 

後 8:18～8:45)を見た。コロナ禍でテレワークが進みイヤホンの使用が増えたこと

で、耳の病気を患う人が増えているという話題だった。イヤホンをこまめに手入れ

し、清潔に保つことが重要であるという説明がありとても参考になった。加齢性難

聴によりコミュニケーションが取りづらくなって脳が刺激されず、認知症の発症に
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つながるケースがあることが紹介されており、深刻な問題だと感じた。認知症を防

ぐためには補聴器が有効であることなど、身近で重要なテーマについて明るい雰囲

気で伝えるすばらしい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  難しいテーマや真面目な話題の要点を楽しい雰囲気で堅苦

しくなく伝えることを意図した番組であり、評価を頂きあり

がたく思う。 

 

○  ６月１８日(金)のみみより！くらし解説「コメ余り！？ なぜ？どうする？」を

見た。コメが余ると農家の経営に大きな影響が出ることや、高齢者のコメの消費量

が減少していることを解説していた。生産と消費の両面からコメ余りについて捉え

ており、充実した内容だった。佐藤庸介解説委員の説明は的確で、今後の活躍にも

期待したい。 

 

○  ６月１８日(金)のドキュメント７２時間「私が献血ルームに来た理由」を見た。

献血ルームに足を運ぶ人たちの思いを丁寧に伝えていた。献血は人の助けになると

いう思いで訪れる人や、先輩看護師の手際のよさに感心する新人看護師など、さま

ざまな人が紹介されていた。献血に来た人へのインタビューを通して、それぞれの

人生や家族のことがよく伝わってきた。思いやりの深い人たちの行動によって日本

が支えられていることを感じる番組で、考えさせられた。 

 

○  ６月１８日(金)の時論公論「米ロ首脳会談 バイデンＶＳ．プーチン～対決と協

調の行方～」を見た。２人の解説委員がそれぞれアメリカとロシアの立場から米ロ

首脳会談の内容について解説をしていた。会談の内容を１０分間で分かりやすく掘

り下げて伝えておりすばらしかった。 

 

○  ６月１９日(土)のブラタモリ「北海道の絶景スペシャル～北海道の絶景はどうで

きた？～」を見た。コロナ禍でロケができないため再放送を見る機会が増えたが、

今回は「北海道の絶景スペシャル」と題し、これまでに放送した内容の再編集に新

たにスタジオでの実験シーンなどを加えた番組だった。単なる再放送ではなく、新

たな視点が含まれており興味深かった。今後の再放送のあり方の見本になる番組

だったのではないか。コロナ禍で旅行にいくことすらままならない状況であり、観

光地を旅するような番組の再放送にも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  「ブラタモリ」はコロナ禍で、新作のロケができない状況

が続いている。これまで放送してきた内容に新たな付加価値

を加えることで、単純な再放送よりも楽しんでいただけるの

ではないかと考えて企画した番組だ。引き続きさまざまな工

夫を重ね、視聴者に喜んでいただける番組を届けていきたい。 

 

○  土曜ドラマ「ひきこもり先生」を見ている。ひきこもり生活を経験した主人公が

公立中学校の非常勤講師となり、不登校の生徒たちと向き合うという内容だ。引き

こもりの経験者だからこその、子どもたちへの寄り添い方、かけられることばがあ

り、さまざまなことを考えさせられた。主演の佐藤二朗さんの演技がすばらしい。

社会に復帰したばかりの人が学校の教壇に立つという難しい設定のなか、制作には

配慮や苦労も多いと思うが、先生と生徒たちの交流の行方を引き続き楽しみにして

いる。 

 

○  土曜ドラマ「ひきこもり先生」を見ている。脚本がしっかりとした問題意識に基

づいておりすばらしいドラマだと感じている。最近は小説などが原作のドラマも多

く、脚本家の力量にもばらつきが大きいと感じているが、このドラマはオリジナル

の脚本がとてもよい。ＮＨＫはオリジナル脚本のドラマに力を入れているようだが、

脚本家を育てるという意味でもよいことだと思う。 

 

○  「１０分で巡る にっぽんの廃線」を見ている。日曜日の朝に放送されており、

かつて乗ったことがある路線も紹介されるので懐かしい気持ちになる。休日の朝に

当時を思い出すことができる番組でとてもよい。日本全国の廃線が紹介されている

が、あまりなじみのない地域が取り上げられるとナレーションだけでは具体的な場

所がイメージしづらい。廃線のルートを地図などで示すとよいのではないか。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「若者たちに死を選ばせない」や土曜ドラマ「ひきこもり先生」

など、若い世代のメンタルケアに資する番組を数多く見た。ＯＥＣＤ（経済協力開

発機構）の調査では、コロナ禍によって日本でうつ状態にある人の割合が２倍以上

に増えたことや、精神的な不調に伴う経済的損失が甚大で、適切な医療ケアが必要

であることが示されている。極めて重要なテーマであり、引き続き積極的に情報を

発信していってほしい。 

 

○  ５月３１(月)から毎週放送している１００分ｄｅ名著「レイ・ブラッドベリ“華

氏４５１度”」を見ている。およそ７０年前の著書にもかかわらず、今日における

さまざまなテーマに関連する内容でとても興味深い。インターネット上でのいわゆ



10 

る“炎上”がしばしば話題になるが、それを恐れるあまりクリエイターたちはクリ

エイティブな動きが取りづらくなっているという現状がある。その意味でもこのよ

うな著書を紹介することは意義深く、ＮＨＫならではだと感じた。今後もＮＨＫに

しかできない切れ味のある番組を制作し続けてほしい。 

 

○  ６月２０日(日)のサイエンスＺＥＲＯ「おっぱいの科学 “神秘の液体”の謎に

迫る」を見た。哺乳類はさまざまな環境下で子育てをしており、生態に応じて母乳

の成分が異なっていることが紹介されていた。また、成長の過程によっても母乳の

成分が変わるとのことで、とても興味深かった。ヒトミルクオリゴ糖はこれまで人

工的に作ることができなかったが、日本の企業が世界で初めて生産に成功したこと

を知り、驚かされるとともにとてもよい紹介だと感じた。 

 

○  ５月２３日(日)のＢＳ１スペシャル「市民たちの不服従 北角裕樹が見たミャン

マー」を見た。北角さんが現地で撮影した映像の多くは軍によって没収されてし

まったようで、目新しい映像はあまりなかったように思う。北角さんは、苦境に立

たされながらも軍の統治に抵抗を続ける市民のことを「希望」であると話していた。

北角さんのジャーナリスト精神をかいま見ることができるすばらしい番組だった。

日本では海外や戦地で活躍しているジャーナリストに対するひぼう中傷が起こる

ことがあるが、彼らの努力によって世界で起きている重要な出来事について知るこ

とができると考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  北角さんに話を聞くことができ、今回の番組につながった。

引き続き公共メディアにふさわしい番組を作り続けていきた

い。 

 

○  ５月３０日(日)に再放送されたＢＳ１スペシャル「偽りの結婚～追いつめられる

シリア難民女性～」(ＢＳ１ 後 10:00～10:49)を見た。ヨルダンに逃れているシリ

ア難民について取り上げた番組で、児童売春という重要な問題をテーマにしていた。

１０代半ばの少女たちが売春をさせられて何度も堕胎するなど、見るに堪えない場

面が数多くあったが、戦争によって誰が犠牲になっているのかを知るうえでとても

重要な内容であり、意義のある番組だった。 

 

○  ６月１２日(土)のチャリダー★快汗！サイクルクリニック「パラサイクリング特

集～トップ選手の素顔に迫る」を見た。パラリンピックの自転車競技に焦点を当て

ていた。Ｅテレ以外の放送波でパラリンピック競技の話題を取り上げたことを評価
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したい。パラアスリートが持つ障害や、義足などの器具についてもしっかりと伝え

ていた。選手自身が義足を着脱するシーンなどはこれまでも目にしてきたが、出演

者で俳優の猪野学さんが選手の義足を外すシーンがあったことはよい意味で斬新

だと感じた。一瞬驚くシーンに思えるが、違和感なく自然にその様子を伝えており

とてもよかった。パラアスリートを身近な存在にするためには、ファンと選手の距

離を縮めることが重要だと考えている。選手を紹介するだけではなく、器具などに

も実際に触れることで理解が深まると感じている。サイクリングはスポーツの中で

も習慣にしやすく、障害のある人もない人も一緒に楽しむことができるのでよい

テーマ選定だった。一方で、日本は欧米に比べてサイクリングに適した道路の整備

や走行マナーなどで大きく遅れをとっているので、そのような問題提起や気づきを

与えてくれる番組の制作にも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東京パラリンピックに向けてパラアスリートの選手たちを

紹介する番組を数多く放送している。頂いた意見は現場とも

共有し、今後もパラスポーツの話題を多角的に伝えていきた

い。 

 

○  ６月１３日(日)の世界はＴｏｋｙｏをめざす「祖国ニッポンに挑む」(ＢＳ１ 後

7:00～7:50、8:00～8:49)を見た。この番組は東京オリンピックを目指す世界各地

の選手や指導者に密着したドキュメンタリーで関心を持って見ている。オリンピッ

クが１年延期された中で、アスリートや指導者がこの１年間をどのように過ごし

コンディションを整えてきたのかなど、最新の情報を知ることができた。日本にゆ

かりのある選手や指導者について掘り下げた内容で興味深かった。オリンピックに

おいては、競技の結果だけではなく数々のドラマやエピソードが生まれる。それが

世界中の人々の心を動かすとともに、自国について考えるよい機会ともなる。人は

自身の居場所を確認することで安心を得る生き物であると思うが、この番組では生

まれ育った地域から離れて生活する選手たちに焦点を当てており、みずからの居場

所を見つけるまでのドラマが興味深かった。オリンピックの理念も意識された内容

で、示唆に富んだ番組だった。６月２０日(日)の「輝くスーパーヒーローたち」も

見た。オリンピックに挑む選手たちの人生のドラマに興味を引かれた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  昨年開催予定だった東京オリンピックに向けて制作した内

容に、この１年間の取材を加えて再構成した番組だ。オリン

ピックが近づいてきたタイミングに多くの人に見ていただき
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たいと考え、シリーズで放送している。 

 

○  ６月１日(火)のいいいじゅー！！「埼玉・小川町」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:30～7:59)

を見た。２回シリーズの第１回で、移住した若い世代の人たちを取り上げていた。

どの移住者も、自分の気持ちに素直に行動していると感じた。ひと昔前であれば、

建前や常識論などで仕事や仕事のしかたを考える人が多かったように思うが、今は

自分にとってよりよい選択を重視する時代に変わりつつあると感じた。これまでの

常識にとらわれず、ポジティブに行動する若い世代の価値観やライフスタイルがよ

く理解できた。移住者それぞれがみずからの仕事やライフプランについて深く考え

ている様子からは、自然体でありながらも強い信念を感じた。とても興味深い内容

で、今後もこのような示唆に富んだ番組を制作し続けてほしい。 

 

○  ６月１日(火)のいいいじゅー！！「埼玉・小川町」と６月８日(火)の「長崎・五

島市」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:30～7:59)を見た。コロナ禍でテレワークが進んだことを

きっかけに、都会から地方都市に移住する人が増えているという最新の動向にタイ

ムリーに反応した興味深い番組だった。ただ、移住にはメリットがある一方で、デ

メリットもあるだろうし、移住者一人一人に、それぞれの物語がある。移住にはどん

な課題があるのか、“コロナ後”も定着するのか、時間が経過したあとで、改めて

検証するような番組にも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  いずれの回も主人公が魅力的な方で、コロナ禍での新しい

働き方や家族のあり方などを視聴者とともに考える番組に

なったと思う。頂いた意見は現場に共有するとともに今後の

番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ６月５日(土)に再放送された美の壺「白い宝石 豆腐」を見た。「美の壺」は暮

らしの中に隠された「美」について紹介する番組で、食器や家具などさまざまなも

のを取り上げている。今回は伝統的な食品である豆腐に焦点を当てていた。京都に

ある歴史ある湯豆腐店の店主が機械を一切使わずに豆腐作りの全工程を手作業で

行う様子は芸術的だった。江戸時代に出版された豆腐についての書籍などさまざま

な話題が紹介されており興味深かった。おしゃれな雰囲気のＢＧＭや草刈正雄さん

の落ち着いた語りがすばらしく、癒やしを与えてくれる内容でとてもよかった。こ

のような良質な番組を今後も放送し続けてほしい。 

 

○  ６月１９日(土)のザ・ヒューマン「止まらない男 柳家小三治」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後
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9:00～10:29)を見た。以前放送されたドキュメンタリー番組の完全版で、すばらし

い内容だった。番組の最後に柳家さんが「止まらねえんだよ、俺は」と話すシーン

があったが、鬼気迫るものを感じ、背筋が伸びる思いだった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍の中、感染対策を万全にして小三治さんの取材を

続けており、今回番組にすることができた。すさまじいとい

うことばが似合う方で、小三治さんの魅力を伝えることがで

きたと考えている。 

 

○  日々のＮＨＫニュースにおけるワクチン接種に関する報道についてだが、ワク

チンが注射される瞬間がはっきりと映し出されている。動画サイトなどでも薬物使

用を連想させる注射器の描写は閲覧に年齢制限がかかっている場合もある。また、

注射針が腕に刺さる様子はあまりに痛々しい。コロナ禍においては注射が苦手な人

でもワクチンを接種する必要が出てくると思われるが、ニュースを見て気持ちが滅

入ってしまうことを危惧している。ＮＨＫの考え方を伺いたい。 

 

○  先端恐怖症の子どもたちがこのニュースを見ることができないという話も聞い

ているので、ＮＨＫの考え方を知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ワクチン接種のニュースにおける注射のシーンについては

視聴者からも同様の意見が寄せられており、注射針を腕に刺

すシーンはできるだけ使用しないようにしているほか、アッ

プの映像もなるべく避けるようにしている。一方で、ワクチン

接種に限らず、どのような映像を使うのかについてはニュー

スの内容なども踏まえてそのつど総合的に判断している。頂

いた指摘や視聴者の意見を踏まえ、適切に判断していきたい。 

 

○  ＮＨＫは衛星波を中心に比較的再放送が多いと感じている。録画が普及し、ＮＨ

Ｋプラスでの見逃し配信サービスも展開している中で、再放送をどのように位置づ

けているのか。また、全体の放送枠の中での再放送の割合などに決まりがあるのか

について知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  同じ再放送にもさまざまな役割がある。連続ドラマを見逃
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していた視聴者がキャッチアップできるよう、これまでの放

送回をまとめて放送するなど戦略的に行うものもあれば、さ

まざまな生活習慣を持つ視聴者に見ていただくことを意識し、

定時で再放送番組を編成している場合もある。また、再放送

番組を編成する割合は特に定められていない。現状ではＮＨ

Ｋプラスも十分に浸透しているとは言えず、今後も効果的な

再放送を考え続けていきたい。 

 

○  ＮＨＫプラスで番組の告知が出るようになったが、いわゆる番組表を見なくなっ

ている人に情報を届けるという意味でよいサービスだと思う。今後は利用者がＮＨ

Ｋプラスにアクセスする時間を長くする取り組みや、視聴者が見たいと思う番組の

情報をいかにして届けるのかが重要になってくるだろう。さまざな技術を駆使して、

最適な告知のしかたをしっかりと考えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘いただいた、いわゆるプッシュ通知の内容やタイミン

グについては、検討を重ねているところだ。利用者に関心を

もってもらえるようなニュースや番組をしっかりとお知らせ

していきたい。さまざまな知見や経験を蓄積し、利用者にとっ

て心地よいサービスになるよう努力を続けていきたい。 

 

○  ＮＨＫプラスの「＃ジェンダーを考える」では、およそ５本の動画が紹介されて

いる。ＬＧＢＴＱ＋のコミュニティーについて扱ったコンテンツが「＃ジェンダー

を考える」に含まれていることに違和感があった。ＬＧＢＴＱ＋は性的少数者であ

り、「＃ジェンダーを考える」としてまとめてしまうのは適切ではないと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスの「＃ジェンダーを考える」というプレイリ

ストに関する指摘は現場とも共有し、誤解を生んでしまうこ

とがないようしっかりと検討を重ねていきたい。 

 

○  ＮＨＫオンデマンドのアプリについて、ログインの方法がやや煩雑だと感じてい

る。アプリをインストールして開いたときに案内が表示されないので、目的意識を

持たずにインストールをした利用者はすぐにアプリの使用をやめてしまうだろう。

アプリでのサービスを継続し、利用者を増やすのであればもう少しユーザー目線に

立ったサービスを検討してもよいのではないか。 
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（ＮＨＫ側） 

  ログインの煩雑さについては、ＮＨＫオンデマンドだけで

はなく、ＮＨＫプラスのアプリの利用者からも同様の意見を

いただいている。ＮＨＫのコンテンツを視聴者に届けるうえ

で重要な課題だと考えており、引き続き改善を進めていきた

い。 

 

○  ＮＨＫ放送文化研究所が実施した国民生活時間調査の結果が公表され、視聴者の

テレビ離れが進んでいることがニュースになっていた。１０代から２０代のおよそ

半数がほとんどテレビを見ていないとのことだったが、ホームページで公開されて

いる報告書を見ても、それがリアルタイムで視聴している割合なのか、録画などの

視聴も含むのかといったことがよく分からなかった。データとしては後者のほうが

今日的であると感じている。この調査結果を受けて、ＮＨＫとしてどのような取り

組みをするのかなどについても併せて発信するとよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫのコンテンツへの接触率を重視するべきであるとい

う指摘は、まさにそのとおりだと考えている。若い世代が大

きな画面でテレビを見なくなっていることはデータからも読

み取れる。ＮＨＫのコンテンツを若い世代に届けるためには、

デジタルサービスでの展開が必要不可欠だと考えている。引

き続き工夫を重ねてさまざまな取り組みを行っていきたい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年５月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１７日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、経営計画における「達成状況の評価・管理」(２０２０年度第４四

半期・１～３月)について説明があった。続いて、放送番組の種別および種別ごとの放送

時間(２０２０年１０月～２０２１年３月分)について説明があり、放送番組一般も含め

て活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、６月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（(株)松屋代表取締役社長執行役員） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

石堂 真弘（全国農業協同組合中央会常務理事） 

磯崎 功典（キリンホールディングス(株)代表取締役社長） 

大川 順子（日本航空(株)元副会長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜経営計画における「達成状況の評価・管理」 

（２０２０年度第４四半期・１～３月）について＞ 
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○  全体的に例年並みかそれ以上のよい結果だと思う。ＮＨＫプラスの登録者数の推

移についてはどのように分析しているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスについて、2020 年度は東京オリンピック・パ

ラリンピックが開催される予定だったこともあり、およそ 350

万人が登録できるような準備をした。現在の登録者数はまだ

100 万人台であり、十分に浸透しているとは考えていない。

不正を防ぐために登録の手続きがやや複雑になっていること

も課題の１つで、現在改善に向けて取り組んでいる。ＮＨＫ

プラスの認知度を高められるよう引き続き努力したい。 

 

○  前年と比較されているが、コロナ禍におけるデータは平時と異なるため異常値と

も言えるだろう。今後も経年で比較するにあたり、コロナ禍の状況をどのように位

置づけるのか知りたい。コロナ禍による影響については一時的な影響だけではなく、

ライフスタイルの変化などで人々の視聴習慣が変わり、コロナ禍が終息しても継続

する影響があると思われる。新型コロナウイルスの感染拡大が人々に与えた影響に

ついては、より詳しく分析してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  2020 年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて

おり、前年度のデータと単純に比較しても本質は見えてこな

いと考えている。一方で、新型コロナウイルス感染拡大以前

のデータと比較することが重要になるケースもある。新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響でリモートワークが進み、テレ

ビの視聴時間帯にも影響が出ている。テレビ視聴は生活時間

帯の変化に大きく影響されるので、視聴者の生活習慣に合わ

せた番組編成を考えていく必要がある。また、番組をリアル

タイムで視聴することが難しい人も多いので、ＮＨＫプラス

を中心にデジタル展開を進めるなど、さまざまな形で視聴者

にコンテンツを届けることが重要だ。今後もデータをしっか

りと分析し、よりよいサービスにつなげていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○  ５月１６日(日)のＮＨＫスペシャル「ビジョンハッカー～世界をアップデートす

る若者たち～」を見た。世界の貧困を解消させるため、これまでにないやり方で取

り組む若者たちが紹介されていた。とても興味深い内容だったが、ビル・ゲイツさん

が登場したシーンにはやや唐突感があった。ＳＮＳには大きな影響力があることが

よく分かると同時に、ひとつ間違えると大きなリスクになることを改めて実感した。

若い人たちの考え方や行動をしっかりと理解することの重要性を感じる番組だっ

た。 

 

○  ５月１６日(日)のＮＨＫスペシャル「ビジョンハッカー～世界をアップデートす

る若者たち～」を見た。社会問題に取り組む若者たちの斬新な考え方に感心した。

コロナ禍で世の中が急速に変化していることもあり、若者たちの力を生かすことが

より重要になっている。若者の取り組みに焦点を当てた番組を今後も期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  社会問題を根本から解決しようと取り組む若い世代の中か

ら、世界で活躍する代表的な人たちを取り上げた。従来の「Ｎ

ＨＫスペシャル」とはやや異なる演出を取り入れたが、一定

の評価を頂けてうれしく思う。今後も若い世代にしっかりと

訴求する番組を制作していきたい。 

 

○  ４月２３日(金)のドキュメント７２時間「ユニフォーム店 真新しい白衣で」を

見た。ユニフォーム店を訪れる人たちを３日間にわたって見つめる内容だった。研

修医として仕事を始める人や、コロナ禍で経営に苦労している飲食店の店主など、

さまざまな思いを持った人がユニフォームを買っていた。「ドキュメント７２時間」

は多様な人たちの話を聞くことができるとてもよい番組だと感じている。それぞれ

の思いがしっかりと伝わってくるのですばらしい。ユニフォーム店を訪れる人たち

はこの店や店員をとても信頼していると感じた。この店を訪れることで心が安らい

でいる人も多いのではないか。一方で、店員へのインタビューがあるとなおよかっ

たと思う。また、取材をする中で制作者が気付いたことなどをもう少し盛り込むと、

より深みのある番組になると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ドキュメント７２時間」は世の中をありのままに伝える

ことを意識した番組であり、あえてインタビューや制作者の

意図が入らないよう配慮するケースもある。頂いた意見は現

場に共有するとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 
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○  ４月２７日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「令和のシンデレラストー

リー～ユーチューバー・竹脇まりな～」を見た。番組のタイトルが秀逸だった。ユー

チューバーというと派手な遊びで注目を集めるとうイメージを持つ人も多いと思

うが、昨今の流れは竹脇さんのように広い意味での学びのコンテンツが支持を集め

ており、視点がすばらしかった。一方で、視聴者が竹脇さんに魅力を感じる理由に

ついて、もう一歩踏み込んで伝えてほしかった。コロナ禍によって社会に新たな

ニーズが数多く生まれている。リモートワークが進む中、自宅でどのようにエクサ

サイズをすればよいのかなど、時代をしっかりと捉えてコンテンツを提供したこと

が竹脇さんの成功につながったのだろう。成功の背景にある戦略などを詳しく掘り

下げるとなおよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた指摘は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生

かしていきたい。 

 

○  ５月１日(土)の【ストーリーズ】事件の涙「たどりついたバス停で～ある女性ホー

ムレスの死～」を見た。バス停で休んでいたこところを男に殴られて亡くなった女

性の人生を丁寧に振り返る番組で考えさせられた。コロナ禍においては誰でもこの

ような状況に陥ってしまう恐れがあることを実感した。懸命に生きてきた人が命を

落とす理不尽さを強く感じた。「ノーナレ」や「事件の涙」はドキュメンタリーの

可能性を追求する番組だと感じている。今後もさまざまな番組に意欲的に取り組ん

でほしい。なお、この番組のことはホームページの「ＮＨＫ取材ノート」で知った。

ウェブコンテンツにも力を入れており、すばらしい取り組みだ。一般的な認知度は

まだ低いが、今後の展開に期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  亡くなられた女性の関係者を丹念に取材したところ、この

事件の背景が見えてきた。現代社会が抱えている問題も含め、

しっかりと伝えたいと考えた。「ＮＨＫ取材ノート」は多くの

方にご覧いただいている。事件が起こった際は、現象面だけ

を捉えるだけではなく、事件の背景にあるものを探り、報道

することが重要だと考えている。引き続きこのような取り組

みを続けていきたい。 

 

○  ５月１日(土)の【ストーリーズ】事件の涙「たどりついたバス停で～ある女性ホー
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ムレスの死～」を見た。都心のバス停でホームレスの女性が殴られて亡くなった事

件の背景を丁寧に伝えていた。事件を通してさまざまな社会問題を明らかにしてい

た。コロナ禍で経済的に困窮している人が増えていることや、他人に対して不寛容

な空気が広がっていることなど、さまざまな問題を指摘していた。生活保護などの

セーフティーネットを簡単に受けることができない人々がいることについては、改

めて取り上げてほしい。 

 

○  ５月３日(月)のあのとき、タクシーに乗って「２０２１年 春 東京」(総合 後

7:30～8:00)を見た。ＮＨＫは「地球タクシー」や「ガイロク（街録）」など、街の

人々に話を聞くことで世の中の雰囲気を伝える番組をとても繊細に作っている。こ

の番組もとても興味深かった。自分以外の人の生き方を知ることがますます重要な

時代になっているという意味で、意義深い番組だったと思う。この番組はとても自

然に作られておりすばらしかった。「ドキュメント７２時間」などもうまく編集さ

れており、自然な構成がとてもよいと感じている。ＮＨＫの強みを生かし、引き続

きこのような良質な番組を放送し続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  “新しいＮＨＫらしさ”を意識した開発番組として「ドキュ

メント７２時間」のスタッフが制作した。自然な編集をする

ことは重要だと考えている。指摘を踏まえ、引き続きしっか

りと取り組んでいきたい。 

 

○  ５月５日(水)のダーウィンが来た！「１５周年ＳＰその手があった！絶滅レス

キュー大作戦」(総合 後 7:30～8:15)を見た。絶滅危惧種に指定されている生き物

の保護に関わる人たちの地道な活動に焦点を当てていたことがすばらしかった。種

を守る必要性や、外来種の影響などについて国立環境研究所の五箇公一博士がしっ

かりと解説していたことがとてもよかった。「ダーウィンが来た！」は良質な番組

なので、引き続き期待したい。 

 

○  ５月５日(水)のダーウィンが来た！ １５周年ＳＰ「その手があった！絶滅レス

キュー大作戦」を見た。絶滅危惧種に指定されている生き物を守るために日本で始

まった画期的な取り組みを紹介していた。過去の映像を使った総集編なのかと思っ

ていたが、ツシマヤマネコやライチョウの保護活動について詳しく伝えておりとて

もよかった。ツシマヤマネコの話題では、動物園で生まれたツシマヤマネコを野生

で暮らせるようにトレーニングする様子が伝えられていたが、大変な苦労があるこ

とに驚かされた。この活動を環境省の職員が自ら行っていることも初めて知った。
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自然に返されたツシマヤマネコの長期にわたる観察など、地道な活動をうまく紹介

していた。ライチョウの話題は、野生のライチョウのひながニホンザルに襲われる

シーンで始まり、危機的な状況にあることがよく理解できた。一方で、この番組は

ＮＨＫのＳＤＧｓキャンペーン「未来へ１７アクション」の一環のようだが、より

身近な話題を取り上げたほうが、多くの人がＳＤＧｓについて学ぶきっかけになっ

たと思われる。 

 

○  ５月８日(土)の「みんなのうた６０フェス」(総合 後 7:30～8:43)を見た。それ

ぞれの時代を代表する歌を蓄積することは重要で、貴重な文化資産だと感じた。歌

と映像が一体になった番組はテレビならではの資産だと思う。「みんなのうた」が

６０年続いた理由の１つは、色あせない秀逸な番組タイトルだと思う。誰もが知っ

ている歌が少なくなる中、「みんなのうた」は私たちが生きてきた時代を思い出さ

せ、世代を結ぶ絆の役割を果たしていると思う。とてもよい番組だった。 

 

○  「聖火リレーデイリーハイライト」を見ている。聖火リレーについては東京オ

リンピック・パラリンピックの開催の是非も含め、個人や自治体で考え方はさまざ

まだ。何が正解かは誰にも分からないが、番組では粛々と聖火リレーが行われてい

る様子を伝えている。演出を加えることなく聖火ランナーの思いや聖火リレーの様

子を伝えることは意義深く、公共メディアの重要な役割だと感じている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍で想定外のことも起きているが、聖火リレーに携

わっている人たちの思いをそのまま伝えることを心がけて番

組を制作している。 

 

○  ５月１２日(水)のクローズアップ現代＋「なぜ少年は非行に走ったのか？▽変わ

る少年院の現場から」を見た。現在では、さまざまな理由で社会に適応しづらい少

年が収容されるケースが増えており、少年院に求められる役割も変化していること

がよく理解できた。少年院で一時的に保護を受けたとしても、再び社会に出た後に

彼らを受け入れる人や場所がないと、再度犯罪に手を染めることになってしまう現

状を伝えていた。少年院で過ごす子どもたちを通して、複雑な社会問題に目を向け

させるよい番組だった。少年院を出た後の社会的排除を防ぎ、一人一人が生きやす

い環境を作ることで再犯を防ぐことが重要であることがよく分かった。実際には犯

罪行為に走ってしまう前に彼らに対する社会的排除が始まっていたわけで、適切な

助けがあれば非行に走ることのない子どもたちが犯罪に手を染めてしまう実態が

浮き彫りになっていた。現在、少年法を改正して厳罰化することが国会で検討され
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ているが、厳罰化をするだけでは問題は解決しない。本来必要なのは事前のセーフ

ティーネットであるということを深掘りすることが重要だと考える。番組で問題提

起をしたあとで、その問題の解決に向けてどのようなアクションを社会的に促すの

かということまで意識した番組作りを期待したい。 

 

○  ５月１４日(金)の未来スイッチ「“心の感染” 気をつけて」を見た。新型コロ

ナウイルスに感染した人たちに対してのひぼう中傷や差別が広がっているが、コロ

ナ禍で私たちの心がむしばまれていることを実感している。愛媛県で有志が立ち上

げた、感染リスクが高い職業の人たちを支えるプロジェクトが全国に広まっている

ことが紹介されていた。当たり前のことではあるが、他人を思いやることが大切で

あることを改めて感じた。コロナ禍においては日常生活もギスギスした雰囲気にな

りがちだが、このような番組でしっかりとメッセージを伝えることはすばらしい。

ふと大切なことを思い出させてくれる番組で評価したい。 

 

○  ５月１４日(金)に再放送された逆転人生「コロナ禍でほっこり！どん底スーパー

のフルーツサンド」を見た。ＮＨＫは子ども向けの番組や年配の方が好む番組を放

送しているという印象が強かったが、この番組はとても興味深く引き込まれた。時

代の流れから大型スーパーに顧客を奪われた小さなスーパーが、倒産寸前の状態か

らこだわりのフルーツサンドで大逆転したエピソードが紹介されていた。コロナ禍

で苦境に立たされている会社が数多くあるなか、人々に勇気を与える番組だったと

思う。ＳＮＳでのＰＲが奏功したという紹介があったほか、専門家の解説も的確で

多くの人の学びにつながったのではないか。リアルタイム視聴だけではなく、デジ

タルサービスによる番組視聴を促すような工夫をさらに進めると、より多くの視聴

者に届くのではないか。ＮＨＫは民間の動画配信サイトなど、さまざまな魅力的な

コンテンツと競わなければならない局面にあると思われるので、ＳＮＳの活用を進

めるなど努力を続けてほしい。 

 

○  連続テレビ小説「おちょやん」を見ていた。重い内容も多く朝の時間帯に見るの

がつらいと思うこともあったが、しっかりと伏線を回収し、コロナ禍でも希望を持

てる結末になっており感動した。人生はさまざまなことが起こることを誰もが納得

する形で伝えており、すばらしいドラマだった。次の連続テレビ小説「おかえりモ

ネ」にも期待している。 

 

○  連続テレビ小説「おちょやん」を見ていた。朝に見るドラマとしてはややつらい

面もあったが、しっかりと作り込まれており感動した。視聴率がのびなかったよう

だが、主人公のモデルとなる人物の知名度や放送開始時期などが影響したのではな
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いか。コロナ禍でありやむをえない面もあるが気になった。 

 

○  ５月１７日(月)の連続テレビ小説 おかえりモネ「（１）天気予報って未来がわ

かる？」を見た。これから東日本大震災の記憶がない子どもたちが増えていく。震

災から１０年が経過したいま、被災地に関連したドラマを制作することはすばらし

いと思う。ＳＮＳでもとても話題になっている。「おちょやん」は若者に人気のＳ

ＮＳ（Ｉｎｓｔａｇｒａｍ）を開設していなかったが、「おかえりモネ」はすでに

公式ＳＮＳが稼働しており、よい取り組みだと感じている。ＳＮＳの機能も使いこ

なしており、しっかりと活用できている。ＮＨＫはこのＳＮＳを十分に活用しきれ

ていない印象があるので、さらに取り組みを進めるとよいのではないか。このＳＮ

Ｓはドラマやバラエティー番組と相性がよいだけではなく、海外ではニュース番組

のアカウントも多くの人々に支持されている。ＮＨＫのニュースも、ＳＮＳの機能

を利用して発信することで若い世代にこれまで以上に届く可能性があると思われ

るので、引き続き努力を続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた指摘は現場に伝えるとともに、今後のドラマ制作や

番組広報に生かしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  若い世代にＮＨＫのコンテンツを届けるため、ＳＮＳを効

果的に活用する必要があると考えている。ＮＨＫは多くの番

組で公式のアカウントを持っているが、うまく連携が取れて

いない場合もある。頂いた指摘を踏まえ、ＳＮＳの活用につ

いて引き続き取り組みを進めていきたい。 

 

○  土曜ドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」を見ている。日本の大

学の実態や問題点を的確に捉えており、ドラマとしても完成度が高くとてもよい。

やや誇張した描き方をしているので、不満を持つ関係者もいると思うが、あくまで

ドラマでありむしろよい演出だと思う。大学の問題点は数多いが、現在では改善し

ていることも多くあると思われる。大学のさまざまな動きについてはドキュメンタ

リーなどで多角的に取り上げていってほしい。 

 

○  土曜ドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」を見ている。知り合い

の大学関係者も「ドラマだが、内容がリアル」と高く評価していた。まず、タイト

ルが秀逸だ。「好感度」は今の時代を理解するうえで重要なキーワードの一つだろ
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う。アナウンサーから大学の広報職員に転職した主人公を演じる松坂桃李さんをは

じめとする配役もよい。ポストドクターの不安定な雇用形態など、今の大学が抱え

るさまざまな問題がしっかりと描かれている。第３回では、記者会見の危機管理を

通して、今の日本社会が抱える問題点を鋭く指摘していた。今後の展開を楽しみに

している。 

 

○  よるドラ「きれいのくに」を見ている。容姿へのコンプレックスをテーマにした

ファンタジー要素の強いドラマで、世界観が斬新でとても興味深い。若い俳優たち

の演技もみずみずしく、よいドラマだ。ドラマ１０「半径５メートル」も見ている。

私たちが日々感じている違和感や生きづらさを、女性週刊誌の若手編集者と型破り

なベテラン記者がコンビになり、身近な話題から世の中を見つめるドラマだ。何ご

とも多面的に捉えることが重要であることを気づかせてくれる内容ですばらしい。

また、土曜ドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」を見ている。記者

会見のシーンで意味のあることを決して言わない主人公の心情や、そのことで追い

込まれていく状況が興味深い。これら３つのドラマはそれぞれテイストが異なって

いるが、物事を表面だけで捉えずに自分自身でさまざまな角度から考え、本質を見

抜くことが大切だという共通のテーマがあるように感じた。コロナ禍の中ですばら

しいドラマを放送し続けていることを評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  意見を頂いた３つのドラマは、著名な脚本家によるオリジ

ナル作品だ。それぞれの脚本家の目を通して現代を捉えたこ

とで、指摘頂いたような共通点や時代感が出てきたのだと思

う。コロナ禍においても良質なドラマを視聴者に届けること

は大切だと考えており、引き続きしっかりと取り組んでいき

たい。 

 

○  よるドラ「きれいのくに」を見ている。斬新な設定のドラマで、とても興味深い。

ＮＨＫのドラマにはいつも驚かされており、楽しみにしている。 

 

○  ５月３日(月)から６日(木)にかけて再放送された「透明なゆりかご」を見た。命

の大切さなどさまざまなことを考えさせられる良質なドラマだった。ジェンダーの

問題など、今後も時代を捉えたＮＨＫならではのすばらしいドラマを作り続けてほ

しい。 
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（ＮＨＫ側） 

  多くのドラマに高い評価を頂きありがたく思う。頂いた意

見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていき

たい。 

 

○  ４月１９日(月)の１００分ｄｅ名著「渋沢栄一“論語と算盤”（３）合本主義と

いうヴィジョン」と４月２６日(月)の「渋沢栄一“論語と算盤”（４）対極にある

ものを両立させる」を見た。中国古典研究の第一人者である守屋淳さんが、渋沢栄

一の理念や生きざまなど人物像に迫る解説をしておりとても勉強になる。孔子のこ

とばを引用した守屋さんの解説を通して、渋沢が「論語」から何を学んだかという

ことがよく分かった。渋沢の志の高さが伝わってくる番組で、それぞれの放送回に

つながりが感じられるところもよい。公益と経済を両立させる渋沢の考え方は現代

においてとても重要であり、考えさせられた。 

 

○  ５月１１日(火)の浮世絵ＥＤＯ－ＬＩＦＥ「落書き？名作？衝撃の一枚！国芳

“荷宝蔵壁のむだ書き”」を見た。浮世絵師の歌川国芳が歌舞伎役者の落書きを荷

宝蔵壁というペンネームで描いていたという内容で、とても興味深かった。昔の浮

世絵師はみな真面目だったという印象を持っていたが、浮世絵を規制する天保の改

革に反発して落書きと称して描いた１枚だということだった。とても現代的な作品

で、思いのままに描くことはどの時代でも普遍的なのだと感じた。浮世絵にあまり

関心がない視聴者にもその魅力が伝わるような内容ですばらしかった。 

 

○  ５月１４日(金)の「スマホ交換（１）」(Ｅテレ 後 10:30～11:00)を見た。イギ

リスで生まれた人気番組の日本版で、初めて会う男女が互いのスマートフォンを交

換し、そこに残された手がかりをもとに会話を進めるというやや恐ろしさも感じる

内容であるものの学びも多い番組だった。他人がスマートフォンをどのように利用

しているかを知ることはあまりなく、アプリの活用のしかたも勉強になる。人生設

計をメモに書いている人が紹介されていたが、スマートフォンは使用者の個性が最

も表れるものなのではないかと感じて興味深かった。いまの世の中をしっかりと捉

えたよい番組だった。 

 

○  ５月１日(土)のＢＳ１スペシャル「究極のヨットレース 白石と猛者たち 激闘

３か月」(ＢＳ１ 後 8:00～8:50)を見た。無寄港かつ無補給で３か月もかけて世界

一周するという過酷なヨットレース「ヴァンデ・グローブ」に挑んだ選手たちの壮

絶な物語を伝えていた。日本人の冒険家である白石康次郎さんがこのレースに挑ん

でいた。白石さんのことは以前から注目しており、前回出場した際にはリタイヤし
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ていたので過酷なレースであることは知っていたが、この番組を見て想像を絶する

レースであることがよく分かった。出場した選手自身が撮影した映像を織り交ぜる

ことで、選手たちの個性やレース中の感情をうまく伝えていた。ヨットというあま

り有名とは言えないスポーツを番組でしっかり取り上げたことを評価したい。ヨッ

トレースについて分かりやすく伝えることは難しいが、世界地図を用いて選手の位

置や海域の状況を詳しく説明することで、誰にでも分かりやすい番組になっていた。

今後もさまざまなスポーツを取り上げていってほしい。 

 

○  ５月８日(土)のＢＳ１スペシャル「市民たちの“不服従”～ミャンマークーデター

から３か月～」を見た。重度の糖尿病と乳がんを患いながらも不服従運動を続けて

いる女性教師や、軍に指名手配されながらも活動を続ける女性医師の物語を中心に、

ミャンマーで起こっていることをしっかりと伝えるすばらしい番組だった。なお、

時間の経過とともにミャンマーに関する報道が減っていくのではないかと危惧し

ている。ミャンマーの状況はとても厳しく、ＮＨＫの報道が果たす役割は大きいと

思われるので、引き続きよろしくお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ミャンマーの情勢については引き続きしっかりと伝えてい

きたい。頂いた意見は現場と共有するとともに、今後の番組

制作に生かしていきたい。 

 

○  ５月１２日(水)の千鳥のスポーツ立志伝「理論と実験で挑む“エエカッコしい”

～パラ陸上・山本篤選手～」を見た。義足幅跳びの山本選手を取り上げており、と

てもよい内容だった。なお、同じ種目の中西麻耶選手をこの番組で取り上げたこと

もあるので、別の種目の選手を紹介してもよかったのではないか。引き続きさまざ

まなパラアスリートに焦点を当てていってほしい。コロナ禍においては選手への取

材が難しい面もあるかと思うが、工夫をしながら番組を継続してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  さまざまな選手に焦点を当てることを意識して番組を制作

している。コロナ禍で密着取材が難しい状況ではあるが、引

き続きアスリートの魅力を紹介していきたい。 

 

○  ５月１２日(水)のスポヂカラ！「“砂漠”の町に奇跡を～茨城 鹿島アントラー

ズ～」(ＢＳ１ 後 8:00～8:49)を見た。スポーツの力で地域を元気にしようと取り

組む各地の事例を紹介して応援する新番組だ。初回は鹿島アントラーズについて取
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り上げていた。利便性がよいとは言えない茨城県の鹿島市を拠点にしながらもＪ

リーグに加入し、強豪チームに成長した過程がよく理解できた。地域とクラブが一

体となって成長したことをチームの視点で伝えていたことがとても新鮮だった。ス

ポーツ番組はどうしても選手に焦点を当てることが多いが、別の視点で捉えること

で選手の成長やチームの強化につながることを教えてくれる、意義のある番組だっ

た。スポーツの持つ力や意義について改めて考えさせられる内容ですばらしかった。

示唆に富んだ内容で、多くの人の参考になったのではないか。廣瀬智美アナウン

サーの進行にも安定感がありとてもよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  スポーツの分野における地域活性化の動きを取材して伝え

ることはとても重要だと考えており、「スポヂカラ」をスター

トさせた。地域の放送局とも連携して、さまざまな取り組み

を伝えていきたい。 

 

○  ５月１日(土)の「東大キャンパス・ミュージアム 知の迷宮で宝探し」(ＢＳﾌﾟ

ﾚﾐｱﾑ 後 7:30～8:59)を見た。さまざまな所蔵品がしっかりと整理して保管されて

いることに驚かされた。博物館の裏側を知ることができてとても興味深かった。時

代を超えて大切にされている数々の貴重な資料を紹介する研究者からは、こだわり

や愛情がひしひと伝わってきた。研究者たちの解説は多角的で新鮮だった。質問に

も平易なことばで分かりやすく説明していたこともすばらしかった。100 年以上前

の植物の標本から、当時の姿を手書きで再現する技術が実演されていた。貴重な無

形の財産であり、感動した。博物館の紹介番組は、見る人の興味の度合いによって

は退屈に感じてしまうことが多いが、今回は全体を通して誰にでも楽しめる工夫が

随所に感じられ、飽きることがなかった。個性的な研究者たちを番組の主役にして

いたこともよかった。 

 

○  ５月７日(金)の最初の企画書見せてください「時代を変えたあの腕時計」(ＢＳ

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)を見た。かつて一大ブームを巻き起こした腕時計につい

て取り上げていた。構造案も実験スケジュール案もない、ただ１行「落としても壊

れない丈夫な時計」とだけ書かれた企画書に驚かされた。当時の時計が薄さを競っ

ていたなかで、全く新しい発想で製品開発に取り組んだ技術者の苦労や努力も伝

わってきた。発想の原点に焦点を当てるという番組のコンセプトがすばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  誰もが知っている大ヒット商品の企画書はどのようなもの
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なのかという素朴な興味から生まれた番組だ。頂いた意見は

現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ワクチンの集団接種が各地で始まった。国と自治体の連携のつたなさなど、さま

ざまな問題や混乱が生じている。このような新型コロナウイルスの感染拡大に関す

る報道においては、個々の事例を伝えるだけで終わってしまうケースが多々見受け

られる。問題の背景をしっかりと掘り下げ、専門家や当事者の意見も交えて伝える

ことで、より建設的な報道になると考える。また、ワクチン接種においては各地の

成功事例を取り上げることも重要だろう。ＮＨＫには不安をあおるのではなく視聴

者のためになる報道を期待している。引き続き努力を続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスに関する報道について、頂いた指摘を

踏まえて引き続きしっかりと取り組んでいきたい。ワクチン

の接種については成功事例を取り上げるなど視聴者に役立つ

報道を心がけたい。不安ばかりが増幅するような伝え方にな

らぬよう注意するとともに、多角的に報じていく。 

 

○  新型コロナウイルスに関連する報道について、１日あたりの新規感染者数や、そ

れがこれまでと比較して多い少ないということは報じられているが、その本質的な

意味が伝えられていないと感じている。例えば 1,000 人の感染者がいたとして、そ

れが多いのか少ないのかが実際のところ分からない。感染者が１万人いたとしても、

空いている病床が１０万床あれば感染者数が多いとは言えないのかもしれない。病

床が逼迫している問題への対策についてもあまり報じられておらず、ワクチンの接

種についても詳しい情報が伝わってこない。アメリカやイギリスではワクチンの接

種が進み、日常を取り戻しつつあると聞いている。新型コロナウイルスの感染拡大

対策について、政府や自治体に対する批判が強くなっているが、メディアの報道姿

勢が国民の不安を増長させた面もあると思う。これまでの報道をしっかりと検証し

たうえで、視聴者に資する報道を期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  病床逼迫への対策やワクチンの接種状況などは放送のほか

ホームページでも詳しく伝えているが、引き続き努力してい

きたい。感染者数については本質的な意味も含めてしっかり

と伝えるなど、頂いた指摘は今後の報道に生かしていきたい。 
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番組審議会事務局 
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２０２１年４月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１９日(月)、ＮＨＫ放送センター（ウェブ開催）

において、１６人の委員が出席して開かれた。 

会議では、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、５月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  國土 典宏（国立国際医療研究センター理事長） 

   副委員長  石戸奈々子（ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長） 

   委 員      秋田 正紀（(株)松屋代表取締役社長執行役員） 

石堂 真弘（全国農業協同組合中央会常務理事） 

磯崎 功典（キリンホールディングス(株)代表取締役社長） 

大川 順子（日本航空(株)元副会長） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

尾上  紫（日本舞踊家、女優） 

木村たま代（主婦連合会事務局長） 

栗原  友（料理家） 

佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー） 

柴田  岳（読売新聞大阪本社代表取締役社長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

花岡 伸和（一般社団法人日本パラ陸上競技連盟副理事長） 

福井  烈（公益財団法人日本テニス協会専務理事） 

安河内賢弘（ＪＡＭ会長） 

 
 

（主な発言） 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ３月１８日(木)のＮＨＫ地域局発「金とく『そして、音が生まれる』」を見た。地

域の放送局が制作した番組を全国向けに発信する取り組みがよい。高校の吹奏楽部の

生徒たちが、コロナ禍での一斉休校という状況に直面しながらも１月の公演を目指し

て取り組んだ１年間の姿を丁寧に描いており、感動的だった。以前「あさイチ」でも

取り上げられていたので、続報が気になっていた人も多かったと思う。一方で、この
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番組を見逃してしまった視聴者も多かったのではないか。ＮＨＫプラスのトップ画面

に「ご当地プラス」の案内が新しくできたので見つけやすくはあるものの、見逃し配

信の期間は最長でも２週間であり、それ以降は見ることができなくなる。また、ＮＨ

Ｋプラスのキーワード検索は正確な番組名を入力しないと検索結果が全く表示され

ない。改善の余地があると感じている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスでは、地域放送局が制作した一部の番組の配信

を３月に開始した。サービスについては、現在改善を進めてい

るところだ。頂いた意見は今後のサービス改善に生かしていき

たい。 

 

○  ３月２１日(日)のＮＨＫスペシャル「令和未来会議どう考える？東京オリンピッ

ク・パラリンピック」(総合 後 9:00～9:59)を見た。期待を裏切らない興味深い番

組だった。パネリストも多彩でバランスもよく、議論も白熱して盛り上がっていた。

一方で、パラリンピックについての言及が不足しており、少しもの足りない印象を

受けた。また、パネリストの意見が遮られてしまう場面がたびたびあり気になった。

東京オリンピック・パラリンピックを開催すべきかどうかという議論は難しいが、

国民の多くは開催に反対しているというデータもある。新型コロナウイルス感染拡

大のリスクが増すというのが大きな理由だが、「そのリスクを勘案しても開催する

べきだ」という意見を支える根拠がやや不十分だったと感じた。スポーツは人と人

とをつなぐものであり、オリンピックの本来の意味もここにつながると思われる。

オリンピックの理念について、しっかりと踏まえたうえで本質的な議論をしてほし

かった。今後もスポーツの本来的な意義を考えるような番組を期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回は東京オリンピック・パラリンピックの開催についてさ

まざまな意見があることをしっかりと伝えたいと考えた。オン

ラインで全国の学生にも参加してもらった。放送時間の関係で

すべての意見を紹介することはできなかったが、ホームページ

におもだった声を掲載することにした。頂いた意見は現場に伝

えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ４月３日(土)のＮＨＫスペシャル「追跡“コロナ犯罪”」を見た。持続化給付金の

不正受給問題についてしっかりと取材されており、よい番組だった。反社会的勢力が

一般の人たちを利用し、犯罪行為に加担させていることがよく理解できた。新型コロ
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ナウイルスの感染拡大で人々に不安が広がり、さまざまな社会問題が生じている。こ

れらの問題については多角的かつ複眼的に報道することが重要だ。そこで大切になる

のは取材力であり、給付金の問題については犯罪に手を染めてしまう人の心情などを

事実に基づいて報道することが重要だ。その意味でも参考になるよい番組だったと思

う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  給付金の不正受給問題はニュースでは報じられているもの

の、実態を掘り下げる番組はこれまであまり放送されてこな

かった。今回、取材を重ねる中で、一般の人々が軽い気持ちで

犯罪に手を染めてしまう実態を把握することができた。今後も

このような調査報道を続けていきたい。 

 

○  ４月４日(日)のＮＨＫスペシャル「緊迫ミャンマー 市民たちのデジタル・レジス

タンス」(総合 後 9:00～9:54)を見た。現地での取材のほか、ＳＮＳなどに投稿され

た動画を用いて、軍による市民への弾圧の実態やクーデターの背景に迫っており、緊

迫した状況がよく伝わってきた。新型コロナウイルスの感染拡大で国境を越える往来

が難しい中、番組制作にインターネットを効果的に活用しており感心した。制作手法

も含めて示唆に富んだ番組だったと思う。インターネット上の情報だけではなく、日

本に住む関係者にも取材することで説得力のある情報が集まり、この問題を掘り下げ

ることができたのだろう。さまざまな情報源を有効に活用したことを評価したい。な

お、中国の新疆ウイグル自治区の問題については、当局による情報統制によって現地

の情報が入手しづらいので、関係者に直接取材することが重要になると考えられる。

また、今回の「ＮＨＫスペシャル」は４月３日(土)のＥＴＶ特集「パンデミック 揺

れる民主主義 ミャンマー 立ち上がる市民たち」とあわせて見るとこの問題への理

解がさらに深まったのではないかと思う。ＮＨＫプラスを活用するなど、同じテーマ

の別番組を見ることができるようなサービスを期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  視聴者にさまざまなニュースや問題について深く理解して

いただくために、ＮＨＫが同じテーマを扱った別の番組の存在

をお知らせすることがとても重要になると考えている。ＮＨＫ

プラスも含めて、よりよいサービスを提供できるよう努力を続

けたい。 

 

○  ４月４日(日)のＮＨＫスペシャル「緊迫ミャンマー 市民たちのデジタル・レジス
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タンス」を見た。今回の軍によるクーデターと 1988 年のクーデターとの大きな違い

は、インターネットが普及し、多くの市民がさまざまな情報を得ていることだと考え

ている。ＳＮＳを活用して現地の情報を収集し、軍による市民への弾圧を明らかにし

ようとする動きがあることなど、とても興味深い内容だった。ミャンマーの不服従運

動の象徴的な存在であった女性が軍によって殺害されたことを知り深く考えさせら

れた。ジャーナリズムを大事にした報道を今後も続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、海外の出来事を

取材する際にインターネット上の情報を活用することが増えて

いくと考えている。指摘を踏まえ検証を重ねながら、今後もさ

まざまな取り組みを続けていきたい。 

 

○  ４月１０日(土)のＮＨＫスペシャル「池江璃花子 新たな挑戦」を見た。池江選手

が出演しており、自身のことばでこれまでの苦労や思いを語っており、心に響いた。

進行役の和久田麻由子アナウンサーは池江選手の思いをうまく引き出していたと思

う。池江選手は体重がかなり落ちたそうだが、アスリートにとっては想像を絶するこ

とであり、克服するために彼女が地道な努力を積み重ねてきたことがよく伝わってき

た。タイムリーな番組ですばらしかった。 

 

○  ４月１５日(木)のクローズアップ現代＋「松山英樹・独自映像がとらえた知られざ

る舞台裏」を見た。「日本人だからメジャーは勝てないということは絶対にない」と

いう強い信念のもと、もがき苦しみながらも挑み続けた経過を映像で振り返っていた。

松山選手の妥協を許さない姿勢について関係者の証言をもとに伝えており、松山選手

が血のにじむような努力を続けてきたことがよく理解できた。目標を掲げて、それを

達成しようとしている人はスポーツ界に限らず数多くいる。タイムリーな番組で、内

容も示唆に富んでおりすばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  いずれの番組も両選手が大会で優勝した直後に放送するこ

とができたのは、これまでの取材の蓄積があったからだ。タイ

ムリーな番組をお届けできるよう、今後も努力を続けたい。 

 

○  ４月１１日(日)のＮＨＫスペシャル「家族が最期を決めるとき～脳死移植 命をめ

ぐる日々～」を見た。2010 年７月に「改正臓器移植法」が施行され、本人の意思が不

明な場合にも家族の承諾があれば脳死後の臓器提供ができることになった。このこと
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で、以前よりも多くの臓器提供が行われるようになった。現在、新型コロナウイルス

感染拡大の影響で臓器提供数が減っている中、「ＮＨＫスペシャル」でこのテーマを

しっかりと取り上げたことを評価したい。番組では、臓器を提供した２つの家族と、

提供しなかった１つの家族の事例を紹介していた。それぞれの家族はこれまでの経験

や思いを率直に語っており感動した。最初に紹介された事例は感動的だったが、次に

紹介された２つの事例は家族内に複雑な事情があって、臓器提供自体とは違う方向の

想像が膨らんでしまった。特に２つ目の事例は故人の名誉が傷つけられているのでは

ないかと心配になった。また、日本臓器移植ネットワークが実施した「全ドナー家族

のアンケート調査」について紹介されていたが、もう少し詳しく伝えてほしかった。

現状では医療に関連する番組のテーマは新型コロナウイルスに偏りがちだが、人の命

の問題を取り上げた今回のような番組を評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  昨年２月に放送した「首都圏情報！ネタドリ」でこの問題を

取り上げたところ、視聴者から大きな反響があった。今回の番

組は視聴者によってそれぞれ見方が異なり、共感する事例もさ

まざまだったのではないかと考えている。頂いた意見は現場に

伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ４月１７日(土)のＮＨＫスペシャル「看護師たちの限界線～密着 新型コロナ集中

治療室～」を見た。大学病院で働く看護師たちの現場に密着しており、すばらしい番

組だった。優秀な看護師でさえも力尽き、退職を余儀なくされる厳しい状況に胸が

痛んだ。常に笑顔を絶やさなかった看護師が患者の死をきっかけに神経性胃炎になり、

休職せざるをえなくなるなど、過酷な状況がよく伝わってきた。現場の看護師たちに

しっかりと寄り添っていたと思う。看護師に限らず、エッセンシャルワーカーが過酷

な労働条件に置かれている問題は、すぐにでも解消しなければならないと考えている。

人々の使命感だけに頼っていては問題の解決にならないということが世の中に広く

認識されるよう、今回のような番組を今後も制作し続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  昨年１２月の「ＮＨＫスペシャル」で取り上げた大学病院の

看護師の方々を継続取材し、その後を伝えた番組だ。若い看護

師の使命感に頼ることで、現場に過度な負担がかかっている実

態を伝えたいと考えた。番組を見た視聴者からは、自身の行動

を変えるきっかけとなったという反響も多く寄せられている。

人々の行動変容につながる番組になったのであればよかったと
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思う。 

 

○  ４月１８日(日)のＮＨＫスペシャル「新型コロナ 全論文解読２～ＡＩで迫る 終

息への道～」(総合 後 9:00～9:54)を見た。世界中の論文を読み解くことで、ワクチン

や変異ウイルスなどに関する最新の情報を誰にでも理解できるように分かりやすく

解説しておりとてもよかった。新型コロナウイルスとの向き合い方について、丁寧に

示していたと思う。ワクチンの有効性について、具体的なデータを示しており参考に

なった。変異ウイルスの感染率や致死率が、従来のウイルスと比較してどの程度高い

のかもよく分かった。新型コロナウイルスの感染拡大が終息する道筋について、予想

を示していたこともよかった。一方で、ワクチンはさまざまな世代に同時並行で接種

することが本来は望ましいとのことだが、それが現実的に難しい理由についてさらに

掘り下げてほしかった。続編の放送にも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルス関連の情報については、今後も具体的な

データを用いて分かりやすく伝えていきたい。頂いた意見は現

場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ３月２２日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「庵野秀明スペシャル」(総合 

後 7:30～8:45)を見た。映画監督の庵野さんの仕事ぶりに注目した番組だったが、最

新作の制作過程やこれまでの作風などについてもう少し掘り下げてほしかった。庵野

監督の指示に翻弄されるスタッフたちが困惑する様子は興味深く、考えさせられたも

のの、庵野監督の人となりをもう少し多面的に紹介するとなおよかったと思う。番組

冒頭の「私たちは悟った、この男に安易に手を出すべきではなかったと」というナレー

ションはインパクトがあった。映画の制作現場はとても厳しいもので、貴重な舞台裏

を見ることができるすばらしい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回、庵野監督に長期間密着取材をした。４月２９日(木)に

はＢＳ１で 100 分の特集番組を放送する予定なので期待してほ

しい。頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に

生かしたい。 

 

○  ３月３１日(水)のクローズアップ現代＋「追跡！“オンラインサロン”コロナ禍で

利用者急増の裏側！」を見た。オンラインサロンのよい点と悪い点をバランスよく取

り上げることを意識した番組だったと思う。オンラインサロンは地域や世代を超えた
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交流の場を提供できる一方で、閉鎖的な世界になりがちでメンバーが１つの価値観に

染まってしまうリスクもある。今回の番組では、オンラインサロンに入ったことで高

校を中退した人を取り上げ、オンラインサロンが学校の代替として機能するのかとい

うところに焦点を当てていたが、この問題についてはより深く掘り下げる必要がある

と思う。番組を見て煮えきらない思いを持った視聴者も多かったのではないか。オン

ラインサロンはこれまで居場所がなかった子どもたちに新たな選択肢や多様な学び

を提供する意味で有用であり、学校だけが学びの場ではないことは事実だ。しかし、

日本社会は一度既定の路線を外れてしまうと、戻りたくても戻ることが難しくなると

いう問題がある。高校を中退するという選択肢を選んだ人を取り上げるのであれば、

彼らの人生がよりよいものになるために、日本社会がどのように変わっていくべきな

のかということまで踏み込んで伝えるべきだったと考える。このテーマについては引

き続き取り上げてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  バランスのとれた内容にすることが難しい番組だった。オン

ラインサロンのような新しい動きが今後どのような経過をたど

るかについては、今後も強い関心を持って取材を続けていきた

いと考えている。 

 

○  新番組の「歴史探偵」を見ている。初回の３月３１日(水)の「参勤交代」はよくま

とまった内容でよかった。４月７日(水)の「平安京ダークサイド」も興味深かったが、

後半、少し情報を詰め込みすぎている感があった。４月１４日(水)の「関ヶ原の戦い」

は、以前ＢＳで放送された番組の二番煎じのような印象を受けた。「通説が覆る」と

いうのがコンセプトのようだが、そこにこだわりすぎないほうがよい。新しい発見や

解釈がいくつか紹介されれば、十分、視聴者の興味に応える番組になると思う。 

 

○  ４月１４日(水)の歴史探偵「関ヶ原の戦い」を見た。「歴史秘話ヒストリア」の後

継となる番組で、今回は関ヶ原の戦いをテーマにしていた。関ヶ原の戦いが行われた

地域の上空から航空レーザー測量を行い、赤色立体地図を作成していた。また、西軍

が築いたとされる巨大な山城の全容をＣＧで再現することで新たな事実を明らかに

していた。俳優の佐藤二朗さんが探偵所長の役割を担うことで親しみやすさを演出し、

複数のアナウンサーが進行役として出演することで「歴史秘話ヒストリア」と差別化

を図ったのだろう。しかし、全体的にかえって雑多な印象の番組になってしまったよ

うに思う。また新番組でありながら、メインの進行役は替わっておらず、やや違和感

があった。さまざまな仮説を立てたうえで、その仮説を最新の科学技術を活用して立

証しようとする試みが興味深かった。 
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（ＮＨＫ側） 

  「歴史探偵」は「歴史秘話ヒストリア」と同様、大阪局が中

心になって制作している番組だ。「歴史の常識が変わる」という

コンセプトを意識しすぎるあまり、視聴者が納得感を得られな

い演出にならないように気を付けるとともに、歴史上の新発見

を丁寧に伝えることを心がけていきたい。頂いた指摘は現場に

伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ４月２日（金）から「ニュース きん５時」がスタートした。まだ放送回数が少な

いので番組の構成が定まるまではしばらくかかるのだろうが、よい滑り出しだったと

感じている。司会の武田真一アナウンサーは安定感があり、速報のニュースも落ち着

いて伝えていた。大阪ならではの雰囲気を保ちながら、さまざまなニュースについて

ＮＨＫの視点で伝える番組になることを期待したい。 

 

○  新番組の「京コトはじめ」を見ている。新型コロナウイルスの感染拡大で、旅行

の自粛が求められる中、自宅に居ながら京都の魅力を体感できるのがうれしい。生

中継であることを生かして、季節感を大切にした番組づくりを期待したい。なお、

番組で紹介された店について、具体的な店名が示されなかったのは、ＮＨＫの番組

制作上の制約によるものなのだろうか。また、京都については、観光公害という言

葉があるように、観光客の集中に伴うさまざまな問題や景観保護などの課題もある。

京都の“光”だけでなく、このような問題についても、別の形でしっかりと伝えて

ほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫでは、他人の営業に関する広告の放送をしてはならな

いとされており、放送で店名を示す際には、それが番組の本質

的な要素であるかについて慎重に議論をして判断している。 

 

○  ４月２日(金)の京コトはじめ「桜を堪能！京都人のお花見」を見た。コロナ禍で花

見をすることもままならない状況だが、京都の桜の名所が美しい映像で紹介されてお

り、家にいながら花見を楽しむことができるすばらしい番組だった。このほかにも、

美しい桜の映像を紹介した番組がいくつか放送されておりとてもよかった。さまざま

な理由で旅行や外出が難しい人のためにも、季節を感じられる今回のような番組を作

り続けてほしい。一方で、ＮＨＫは良質な番組を数多く放送しているものの、放送日

時の周知が十分ではないと感じている。今後の取り組みに期待したい。 
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○  ４月４日(日)にスタートした「ニュース 地球まるわかり」を見ている。３月まで

放送されていた「これでわかった！世界のいま」と比較するとバラエティー色が薄

まったという印象を受けた。この番組はアメリカなどに滞在経験のある須田正紀キャ

スターが世界のさまざまな問題を詳しく伝え、ゲストの出演者が質問するという構成

で、ミャンマー、シリア、新疆ウイグル自治区の問題などについて正面から取り上げ

ており好感を持った。今後に期待したい。 

 

○  ４月１３日(火)のクローズアップ現代＋「“同居孤独死”親の死に子どもが気づか

ず…各地で」を見た。家族と同居していながらも気づかれずに孤独死する事例が報告

されていた。家族の形態は変わってきており、一昔前の感覚では考えられないような

ことが今後も起こるのではないかと考えている。誰の身にも起こりうる社会問題につ

いてしっかりと取り上げて伝えることは重要だ。「クローズアップ現代＋」は常にさ

まざまな最新情報や社会問題を伝えてくれるとてもよい番組だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ご指摘のとおり、家族の形態が変わってくる中で、これまで

は考えられなかったことが実際に起こっている。視聴者の反響

も大きく、ひと事ではないという意見が多く寄せられた。今後

もさまざまな社会的テーマを取り上げ、多角的に伝えていきた

い。 

 

○  ４月１４日(水)のクローズアップ現代＋「野球に革命！極意を公開しシェア・育

成のヒント」を見た。アメリカ大リーグのダルビッシュ有選手が、自分の持つ技術

を動画配信サイトなどで公開していることを伝えていた。データを公開することに

よって、双方にメリットがあることを紹介しており共感した。ゲストで青山学院大

学陸上競技部の原晋監督もさまざまな情報を公開している。デメリットもあるもの

の、情報を共有することで業界の地位が向上したり、マーケットが拡大したりする

ことは多い。示唆に富んだ内容ですばらしかった。今後もさまざまな課題を掘り下

げて伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  これまで培ってきた技術を公開することで周囲がスキル

アップし、それが自分のレベルアップにもつながるという考え

方がさまざまな分野で広がっている。一見すると意外にも思え

る世の中の流れをしっかりと伝えることができたと考えている。 
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○  ４月１５日(木)の所さん！大変ですよ「ＳＴＯＰ詐欺被害 排水管から新型コロ

ナ！？」を見た。新型コロナウイルスの感染を恐れる人々の不安につけ込んだ悪質商

法が増えていることを伝えていた。国民生活センターに関する情報も紹介されており、

世の中に広く周知するという意味でもよかったと思う。今回のような防犯がテーマの

番組は、具体的な事例を数多く取り上げたほうが被害を防ぐ効果があると思われるの

で、引き続き工夫して伝えてほしい。なお、消費者ホットラインに相談できることを

もう少し強調して伝えるとなおよかった。また、排水管の臭いの原因などの話題が紹

介されたことによって、詐欺被害を防ぐというメインテーマの印象が薄れてしまった

のは残念だった。 

 

○  ４月３日(土)のＥＴＶ特集「パンデミック 揺れる民主主義 ミャンマー 立ち

上がる市民たち」を見た。ミャンマー軍によるクーデターによって混乱が続く現地

の情勢を伝えていた。軍による弾圧の実態や、軍に抗議する市民の行動などについ

て、ミャンマーの歴史的な背景も含めて丁寧に解説されていた。道傳愛子キャス

ターの進行がすばらしく、ミャンマーの内政にも詳しい歴史家のタン・ミン・ウー

さんの解説も明快でよかった。民主化の道を歩んできたミャンマーでは、市民と軍

の間で考え方の違いが生じている。今後、事態がより深刻化してしまうとミャン

マーが国家として破綻してしまうのではないかと憂慮している。日本に留学してい

るミャンマー人の若者の話は現実感があった。重要なミャンマー情勢についてしっ

かりと掘り下げた意義のある番組だった。 

 

○  ４月２日(金)の国際報道２０２１「中国ウイグル族 消えた元日本留学生たち」

を見た。中国の新疆ウイグル自治区の人権をめぐる問題について詳しく伝えていた。

日本にも留学経験のある知識人たちが、現地で行方不明になっていることが伝えら

れており深く考えさせられた。今後も取材を継続し、この問題についてしっかりと

報道してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ミャンマーや新疆ウイグル自治区の問題について、今後も

多角的にしっかりと伝えていきたい。日本とミャンマーは経

済的な関係が深く、日本企業も数多く進出している。今後も

さまざまな面から取材し、番組を制作していきたい。 

 

○  ３月２６日(金)のにっぽんの芸能「修羅の果てに～舞踊 新曲“景清”」を見た。

３月上旬に国立能楽堂で行われた特別日本舞踊公演の模様を伝えていた。新型コロ



11 

ナウイルス感染拡大の影響で公演の日程が変更になるなど、日本舞踊協会も試行錯

誤しながら取り組んでいるとのことで、この番組に勇気づけられた関係者や視聴者

は多かったのではないか。舞台芸術やスポーツの試合は開催すること自体が難しい

状況だが、感染対策をして開催したものを放送で多くの人に届けることには価値が

あると思われるので、今後もよろしくお願いしたい。 

 

○  ３月２９日(月)の昔話法廷「“桃太郎”裁判」(Ｅテレ 前 9:00～9:33)を見た。

有名な昔話の登場人物を現代の法律で裁く法廷ドラマで、若い世代に向けた教育番

組だった。天海祐希さんや佐藤浩市さんなど、有名な俳優が真剣な演技を披露して

おり驚かされた。被告人の桃太郎が、日本刀で鬼１人を切り殺し、鬼たちの財産を

奪ったという罪に問われていた。鬼が悪者であるという先入観を持たずに見ると、

ものの見方が変わることがよく理解でき、考えさせられた。桃太郎自身も、桃から

生まれたことで周囲から偏見を受け、ＳＮＳなどでひぼう中傷を受けていた。昔話

を題材にして現代社会が抱えるさまざまな問題を提起する脚本がすばらしく、感動

した。学校教育番組としてもすばらしいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「昔話法廷」は主に小学校高学年から高校生の視聴者を想

定し、学校の授業で活用してもらうことも想定した番組だ。

放送だけではなく、ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌでも公開し

ている。他人を思いやる心を育み、法律について考えるきっ

かけとしても活用されている。 

 

○  ３月３０日(火)の「ピタゴラミングスイッチ」(Ｅテレ 前 9:15～9:35)を見た。

「ピタゴラスイッチ」も本質的にはプログラミングを扱っているが、この番組はよ

りプログラミングに近い内容になっていた。プログラミングはプロセスが大切だが、

そのことを身近な例を用いて分かりやすく伝えており感心した。プログラミング的

思考を伝えたいがためにやや強引な教材も散見されるが、この番組で取り上げられ

たテーマはプログラミングの枠を超えて興味深く、知的好奇心をそそられるもの

だった。学校の授業でもこの番組で紹介されていたような題材を用いてプログラ

ミング的思考を伝えてほしいと思う。ＮＨＫならではの質の高い番組で、続編を期

待したい。 

 

○  ４月２日(金)のドキュランドへようこそ「娘は戦場で生まれた」を見た。カンヌ

国際映画祭最優秀ドキュメンタリー賞を受賞した番組で、感銘を受けた。 
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○  新番組の「ズームバック×オチアイ 大回復 グレートリカバリー」を見ている。

メディアの最先端で活躍する筑波大学准教授の落合陽一さんを編集長に、ＮＨＫが

過去に放送した番組の膨大なアーカイブを生かして、さまざまなテーマを考えると

いう「温故知新」を体現する番組づくりだと感じた。「言葉論」「会社論」「環境論」

と続いたが、作家の川端康成や石牟礼道子の生の言葉がとても印象に残った。落合

さんに引き付けられて番組を見た若い世代の人たちが、過去を深く知ることで、現

代社会が抱えるさまざまな課題をふかん的に考えるきっかけになるとよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  落合さんとともに、過去を学びながら未来を見通すことを

テーマにした番組で、若い世代に見ていただくことも意識し

ている。頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制

作に生かしていきたい。 

 

○  ４月６日（火）のハートネットＴＶ「わたしはパパゲーノ～死にたい、でも、生

きてる～」と７日（水）の「あなたもパパゲーノ～死にたい、でも、生きてる～」

を見た。モーツァルト作曲のオペラの登場人物にパパゲーノという人物がいる。信

じた人とのつながりを絶たれて死を決意した彼が死を思いとどまったことから、メ

ディアの報道によって大衆の自殺が抑制される現象は「パパゲーノ効果」と言われ

る。番組の出演者たちが自殺を意識していたときのことや、自殺を思いとどまるこ

とができた理由を赤裸々に語っており考えさせられた。新型コロナウイルスの感染

拡大の影響で自殺者が増えているという報道もあるが、最後のところで踏みとど

まって生きることを選んだ人も多いだろう。ちょっとしたきっかけで自殺を思いと

どまった人もいると思われる。自殺の問題は伝え方がとても難しいが、この番組は

すばらしかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  メディアの報道により自殺が増えてしまう現象は「ウェル

テル効果」、報道によって自殺が抑制されることは「パパゲー

ノ効果」と言われる。著名人の自殺などを報道すると後を追っ

てしまう人が増える傾向もある中、自殺願望を持っていた人

たちがどのようにしてその状況を乗り越えたのかについて伝

えることで「パパゲーノ効果」がもたらされることを目指し

た。自殺を考える人たちに少しでも寄り添いたいと考えた。 

 

○  ４月１１日(日)の日曜美術館「生中継！“鳥獣戯画展”スペシャル内覧会」を見
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た。新型コロナウイルスの感染拡大で美術館に行くことすら難しい状況にある。ま

た、さまざまな理由で会場に足を運べない人たちもいる。日本が世界に誇る作品の

数々を美しい映像で紹介しておりすばらしかった。生中継だったこともポイントで、

臨場感があった。生中継には作品のディテールが見えづらいという欠点があるが、

事前に収録した音楽や出演者の解説がそれを補っており、丁寧な演出だった。日本

が世界に誇るアニメ文化の原点がこれらの作品にあるのではないかと語るゲスト

もおり、アニメ好きの若い世代にも訴求したい番組だったのではないか。 

 

○  ４月３日(土)のＢＳ１スペシャル「渋沢栄一に学ぶＳＤＧｓ“持続可能な経済”

をめざして」を見た。道徳と経済を両立する合本主義の考え方や、その思想を育ん

だ生い立ち、そしてゆかりのある企業の取り組みなど、渋沢栄一にまつわるさまざ

まな話題がうまくまとめて紹介されていた。渋沢は資本主義の弱点に気づいており、

経済的な要素だけではなく倫理観も重視していたが、これはまさにＳＤＧｓの理念

であり現代につながるものだろう。行きすぎた資本主義に警鐘を鳴らす意味でも意

義深い番組だった。企業が高い倫理観を持って社会的な課題に向き合ったうえで利

益を上げるという、実際には容易ではない企業経営の取り組みが紹介されていた。

なお、社会的な課題に対してしっかりと向き合っている若者は数多くいるので、企

業の経営層へのインタビューだけではなく、若い世代の価値観を伝えてほしかった。

そのうえで、渋沢栄一の教えがＳＤＧｓと親和性があることを示すとなおよかった

と思う。 

 

○  ３月２７日(土)の「探検！巨大ミュージアムの舞台裏 ～国立科学博物館～」(Ｂ

Ｓﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:00～8:59)を見た。国立科学博物館について、舞台裏も含めてたっ

ぷりと紹介した番組だった。博物館好きにはたまらない内容で、とても興味深かっ

た。博物館の研究員たちがそれぞれの研究内容を詳しく語っていたのがよく、人と

なりもしっかりと伝わってきた。研究員の活動や人物像にも焦点を当てて、博物館

の全体像を分かりやすく描いていたことがすばらしい。ナビゲーターに俳優の滝藤

賢一さんとタレントの伊集院光さんを起用していたこともよかったと思う。番組の

構成や演出はあくまでも研究者を主役にしており、好感を持った。新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で博物館や動物園などは厳しい状況に直面している。このよう

な施設に焦点を当てる番組を今後も作り続けていってほしい。 

 

○  ４月１０日(土)の「生中継！一目千本 吉野の桜」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:00～8:59)

を見た。新型コロナウイルスの感染拡大で旅行や花見すら困難な状況の中、美しい

吉野の桜を中継で見ることができてとてもよかった。およそ 1,300 年前に植樹され

た桜が、山岳信仰と結びつくことで現在まで守られてきたことが紹介されるなど、
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とても興味深い内容だった。如意輪寺の歴史についても丁寧に取材されていた。ド

ローンで空撮するなど、最新の技術を駆使して中継をしておりすばらしかった。一

方で、やや冗長に感じる場面もあったので、もう少しテンポのある構成にしてもよ

かったのではないか。ギタリストの押尾コータローさんの演奏がすばらしく、人間

国宝（小鼓）の大倉源次郎さんの話も大変興味深かった。 

 

○  ４月１０日(土)の【特集ドラマ】「流行感冒」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:00～10:13)を見

た。およそ 100 年前のスペイン風邪の流行をテーマにした志賀直哉の小説をドラマ

化していた。時代背景などは現在とは異なるものの、新型コロナウイルスの感染拡

大で人々が不安を感じている時代に、人間の温かさを感じられる内容でとてもよ

かった。主人公は流行感冒に対して強い恐怖感を持っており、周囲の人たちとの温

度差から人間関係がぎくしゃくしていたが、自らも病にかかり人々のやさしさに触

れることでこれまでの考えを改めていた。主人公の心の変化がリアルに伝わってき

た。人と人との信頼関係や愛情が流行感冒を克服するという内容で、後味のよいド

ラマだった。 

 

○  ＢＳプレミアムで随時再放送している「菜園ライフ」を見ている。さまざまな野

菜の栽培について、種まきから収穫までをナレーションなしで紹介するという、分

かりやすくてユニークな番組だ。家庭菜園に取り組む人たちには、参考になったと

思う。この番組はＮＨＫオンデマンドでは配信されていないようだが、有料でも見

たいと思う人は多いのではないか。 

 

○  ラジオ第２の「実践ビジネス英語」が３月に終了した。杉田敏さんが講師を担当

する長寿番組だった。後継の番組として「ラジオビジネス英語」がスタートしたが、

英文でのメールの書き方を取り上げるなど今日的な内容がとてもよい。一方で、こ

れまで放送されていた「実践ビジネス英語」が週３日放送されていたのに対し、「ラ

ジオビジネス英語」は週２日になった。逆に週２日放送されていた「入門ビジネス

英語」が週３日放送されるようになったが、聴取者のレベルダウンにつながらなけ

ればよいなと思っている。ＮＨＫの語学に関するコンテンツはすばらしいものが多

い。ホームページなどでも語学学習ができるようになっており、良質で信頼できる

内容だ。今後もこの品質を保ってほしいと思う。今後、放送波が削減される予定だ

と聞いているが、語学番組が減少するなどの影響が出ないようにしてほしい。 

 

○  ４月１５日（木）の太田光のつぶやき英語「＃ＳｔｏｐＡｓｉａｎＨａｔｅ ア

ジア系への差別をやめよう」を見た。講師で立教大学名誉教授の鳥飼玖美子さんが

「外国人恐怖症というものはアメリカのみならず、日本にもあるのではないか」と
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いう問題提起をしていた。さまざまな視点に立って多角的に伝えておりよい内容

だった。最近、アジア系に対する差別が増えているが、ＮＨＫが国内だけではなく

海外に向けて多様な声を伝えることはとても重要だと考える。アメリカにおけるア

ジア系に対する差別をどのように取り上げていくのかについて聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「２０２１年度国内放送番組編集の基本計画」の中でもお

示ししているが、多様な価値を認め、ともに生きる社会の実

現に寄与することはＮＨＫの重要な役割だ。今後も多様な視

点を持ち、固定観念にとらわれることのないよう十分な注意

を払いつつ、さまざまな問題について多角的に伝えていきた

い。 

 

○  ＮＨＫはインターネットの特設サイトで聖火リレーのライブストリーミング

サービスを行っている。４月１日(木)に長野県内で行われた聖火リレーで、沿道か

らオリンピックに反対する大きな声があがったが、ＮＨＫはその音声を消去して配

信したことが報じられていた。一般的に、一生懸命に走っているランナーに対して

沿道からやじを飛ばすのは不愉快な行為だが、そうであってもＮＨＫが音声を消去

して伝えるべきかどうかというのはまた別の問題だろう。ランナーの心情を考える

ととても難しい問題だが、オリンピックの開催には賛否両論あるので、それをメ

ディアが伝えるときにメディアの判断で音声を消去して伝えてもよいものなのか

が気になる。また、このことをきっかけにＮＨＫが報じる情報に対する信頼度が低

下してしまうことを懸念している。客観的に見て、ＮＨＫが報じる情報の信頼度は

とても高いと考えている。新型コロナウイルスの感染拡大で生じている各国の混乱

に代表されるように、メディアが報じる情報に信頼を置けるかということは今後ま

すます重要になってくるだろう。ＮＨＫに対する国民の信頼が低下することは、民

意の形成にも悪影響が出かねないと思われるので、しっかりと取り組んでほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  聖火リレーに限らず、生中継に際してはさまざまな音声が

入ってしまう場合があるので、慎重に対応している。聖火リ

レーに参加している方々への配慮や音量の大きさなど総合的

に勘案した。頂いた意見は真摯（しんし）に受け止めたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫではさまざまなニュースや番組で、オリンピックを
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めぐる多様な意見を取り上げ、多角的に伝えている。意見が

対立する問題についてはできるだけ多くの角度から論点を明

らかにし、しっかりと伝えることが公共メディアの役割だと

考えており、その姿勢が揺らぐことはない。 

 

○  よく理解できた。公共メディアとしてのＮＨＫに期待しているので、よろしくお

願いしたい。 

 

○  ＮＨＫプラスクロスＳＨＩＢＵＹＡで開催されている「共鳴するメディア ８Ｋ

ビジュアライゼーションの可能性」を見てきた。オーストリアのリンツ市のアルス

エレクトロニカ・フューチャーラボとの共同企画展だった。リンツ市で開催された

イベントでＮＨＫの８Ｋ展示を実際に見たことがあるが、多くの日本人が来場して

いた。日本でもそのような企画展が開催されることを期待していたが、今回それが

実現したことはすばらしいと感じた。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
 


	chuou2021
	2022年3月NHK中央放送番組審議会
	2022年2月NHK中央放送番組審議会
	2022年1月NHK中央放送番組審議会
	2021年12月NHK中央放送番組審議会
	2021年11月NHK中央放送番組審議会
	2021年10月NHK中央放送番組審議会
	2021年9月NHK中央放送番組審議会
	2021年7月NHK中央放送番組審議会
	2021年6月NHK中央放送番組審議会
	2021年5月NHK中央放送番組審議会
	2021年4月NHK中央放送番組審議会


